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１本書は、新潟県新津市金津丘陵埋蔵文化財発掘調査事業の一環として行われた、居村製鉄遺跡群の内のＢ・Ｄ地区

に関する報告書である。

２居村製鉄遺跡群は、金津丘陵の一画に位置する広範囲に亘る遺跡であり、|沢や尾根を界にしてＡ～Ｅの５地区に区

画され、それぞれ、居村Ｂ・居村Ｄ地区と呼ぶ。

３居村製鉄遺跡群の調査は、新津市教育委員会の専門職員によって発掘調査が行われる予定であったが、広範囲のた

めＢ・Ｄ地区の調査を依頼され、新津市教育委員会の専門職員のＡ・Ｃ。Ｅ地区の調査に後続して開始した。

４当調査は、「金津丘陵埋蔵文化財発掘調査団」の下で川上班がつくられ、川上の担当のもとで杉本恵子、佐藤友子

がこれを補佐して行われた。なお整理作業には田中順子の応援を得た。

５，遺跡の調査は、1989年６月19日～10月21日の間に行われ、Ｂ遺跡の調査は、1990年４月２日～５月25日の間に行

われた。

６これらの整理作業のうち、鉄津などに付いては、逐次の分類作業を行ってきたが、集中作業の機会を得たのは1995

年４月から６月の事であり、漸くにして当報告書の刊行を見るものである。

７鉄津及び炉壁等の科学分析に関しては、岩手県立博物館に依頼した。

８発掘作業から報告書作成に至る過程で、多くの方々のご指導、ご教示、ご支援を賜った。記して謝意を示す。

赤沼英男藤尾値一郎小川三夫箱岩定男天田昭次穴沢義功佐藤義利坂井秀弥飯村均西山真理子

酒井重洋伊藤正義石井進福田豊彦藤巻正信笹神村教育委員会笹神村郷土資料館

９当調査は、「金津丘陵埋蔵文化財発掘調査団」の下で行われたが、現時点での事務局は次の如くである。

川瀬鉄夫（教育長）

山口啓介 （ 教 育 次 長 ）

松井弘（教育委員会生涯学習課課長）

吉 沢功（課長補佐）

小栗正 （ 主 幹 兼 係 長 ）

渡辺朋和（主査）

川崎昌晃（主事）

阿達哲二（技士）

凡 例

１遺構の記号は次の如くである。

ＳＷ＝製鉄又は精練炉ＳＷＨ＝廃倖場ＳＷ Ｋ ＝ 製 鉄 関 連 土 坑 Ｓ Ｃ ＝ 木 炭 窯 Ｓ Ｋ ＝ 焼 土 坑 Ｓ Ｇ＝

炭灰溜まりＳＸ＝'性格不明のピット群

２遺物の割付番号は、一覧表、写真図版の番号と同一である。写真図版の番号のうち☆印のつくものは遺物番号であ

る。
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Ｉはじめに

１調査にいたる経過

1987年、新津市古津・蒲ケ沢と割町・塩谷・金津の間にひろがる通称金津丘陵に、土取りを目的とする総合運動公園

計画（仮称）がおこった。この士取りは、越後平野を貫く磐越自動車道建設に伴う盛土用の土砂を供給するものであり、

またその跡地の開発は、新津市にとっても歴史的な大事業となるものであった。この開発範囲は、南北1100ｍ、東西

600ｍの内の約263,070㎡に及ぶものであり、この地域内には縄文遺跡の埋葬地遺跡・神田遺跡・烏撃場遺跡をはじめ、

古代または中世の製鉄遺跡である大入沢遺跡・居村遺跡が知られていた。また、かつて八幡宮が祭られた跡地は中世の

山城、八幡山城祉として保存管理されていた遺跡もあり、さらに未知の遺跡が存在する可能性も含まれていた。

この大規模開発に伴う遺跡確認調査が1987年９月から開始され、八幡山城杜は古墳時代前期の古墳であり、しかも新

潟県内で最大規模のものであることが確認され、合わせてこの周囲が弥生時代の高地性集落である事が分かった。前者

は測量調査が行われ「古津八幡山古墳Ｉ』として報告書が出され、後者は部分的な発掘調査がなされ『八幡山遺跡Ｉ』

として報告した。八幡山遺跡はさらにその範囲確認のための調査が継続されているが、幸にもこれらの遺跡は遺跡公園

として既にその役割を果たしている。これらの調査と平行してさらに遺跡確認調査は進められ、その結果、居村製鉄遺

跡は予想を遥かに越えた大規模な遺跡であることが確認された。

この時期、新津市教育委員会では、これらの遺跡発掘調査を始め文化財行政に対応すべく専門職員を採用し、また専

門嘱託員をもってこれらの発掘調査に対応した。しかしながら居村製鉄遺跡の広がりは余りにも大きく、地区分けを行っ

て一部を部外者を委嘱して調査することになった。

２調査と整理作業の経過

居村製鉄遺跡はその周辺の製鉄遺跡と共に、1988年夏より新津市教育委員会の専門嘱託員によって細密な確認調査が

開始されてきた。この結果、遺跡は第２図に示したように４か所の沢に広がって展開する大規模な遺跡であることが確

認され、それぞれＡ～Ｅと地区分けを行って呼称された。発掘調査も区分して行う計画がなされ、1989年春Ｃ地区の調

査が新津市教育委員会の専門員によって開始された。この時点でこれらの地区の調査計画がどのように進行したのかは

不明であるが、Ｃ地区の対岸に面するＤ地区の調査を依頼され、私たちが現地に赴いたのは６月のことであった。

Ｄ地区の調査は地形測量から行うこととし、杉本恵子、佐藤友子のほか２名の作業員を動員して、１ｍコンターの地

形図を作成した（第35図参照)。この地形測量では調査区の北側及び西側斜面には、松喰虫によって伐採廃棄がなされ

た大量の巨木があり苦慮する羽目となった。ところでＤ地区は東・西・北向きにそれぞれの斜面を持った複雑な地形を

呈する広大な区域で、発掘調査面積は20,315㎡で現況は山林及び原野である。地形測量後、大型のバックホー２台を投

入して、倒木の排除と表土剥ぎ作業を秋葉建設興業（株）に依頼して行った。その後開発サイドのグリット杭を基準に

して10ｍ四方のグリットを設定して打杭し、発掘作業に入った。発掘調査の結果、廃津場２、精練炉１、時期を異にす

る木炭窯３の製鉄関連遺構の他、特定出来ない木炭窯多数、弥生時代の士杭などを検出した。Ｄ地区での出土遺物の殆

どは鉄津と木炭である。これらは現地で沢水を利用して水洗作業を済ませた。ところで当地区は当初Ｃ地区として調査

に入ったが、調査終了後にＤ地区に変更されたため、カードの書き替え作業など余儀無くされた。なお調査期間につい

ては例言に記した。

Ｂ地区の調査に入ったのは翌1990年４月２日であり、調査の依頼を受けてから間もない緊急の事であった。ここでは

既に日程的に余裕はなく独自の地形測量を行うと同時に遺構の検出作業に取り掛かった。この地形測量は１ｍコンター

で作成したが、左岸上部の山林地帯の一部は既存の地形図から引用した。この地域の現況は山林と果樹園であり、沢を

挟んで向かい合う急な斜面が多い。バックホーによる表土剥ぎ作業とグリット設定の杭打ち及び発掘作業を平行して行

う結果となった。なお南側の尾根部分に可能な限りバックホーによって試掘溝を入れて見たが遺構には当たらなかった。

発掘調査の結果、廃津場２、精練炉１、時期を異にする木炭窯６などの製鉄関連遺構の他、特定出来ない木炭窯多数を
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検出した。Ｂ地区での出土遺物の殆ども鉄津と木炭である。これらは現地で沢水を利用して水洗作業をした。

これらＤ地区。Ｂ地区とも採取された遺物などは、諸般の都合から笹神村郷土資料館の一室を借りて整理する事とな

り、逐次搬入され分類整理などの作業が時折行われてきた。そして集中作業の機会を得たのは1995年４月から６月の事で

あり、漸くにして当報告書の刊行に漕ぎ着けるものである。

３グリットの設定

居村遺跡を含む当該開発予定地は、当初古津の広大寺から金津の高厳寺の裏山にかけての丘陵地帯のほぼ総てであっ

た。この地域は、既に開発者側によって綿密な測量調査が繰り返されており、全地域にメッシュが架けられていた。こ

のメッシュは東西50ｍ、南北20ｍピッチで打杭されている。発掘調査ではこれをそのまま利用することにし、これを

｢大グリット」とした。この大グリットは八幡山古墳の墳頂に設置されている四等三角点を基準としたものと推定され、

Ｎ21.Ｗを短軸の20ｍピッチで北から南へ向けて１～45区、東西はＮ６９ｏＥの長軸50ｍピッチで東から西に向かってＢ

～Ｖ区を設定している。因みに三角点上はＨ－１０の杭に当たる。私たちの調査では杭の西南区域をそれに当て賑め、例

えばＨ－１０区とした。この大グリットをさらに10×10ｍの10区に細分して小グリットとした。この小グリットは北東か

ら西へ１～５、南東から西へ６～10区とした（第34図参照)。この小グリットをＢ・Ｄ地区全区域に設定した。

大グリットに対するＢ・Ｄ地区の位置は次の範晴に当て族まる。

Ｂ地区０－３３～４４～Ｓ-33～４４

Ｄ地区Ｍ-21～３５～Ｑ-21～3５

４遺跡の位置と環境

居村遺跡は、新津市大字金津字居村2542他に所在する大きな範囲をしめる遺跡である。新津市は、広大な広がりを

持つ越後平野のほぼ中央部の東端に位置する。ここは一般には新津丘陵と呼ばれる越後山脈の一小支脈で、南南西から

北北東へ連なる台地の先端部は市街地の中心部に至っている。市域の東側は阿賀野川、西側は信濃川の屈指の大河には

さまれ、さらに北側は阿賀野川から信濃川に通じる小阿賀野川に接している。新津或いは古津の地名はこれら河川によ

る津であることは言うまでもなかろう。新津丘陵の南限は一応加茂川とされており、標高は300ｍ以下の平坦な山地で、

高立山の276ｍを最高とし、菩提寺山の248.4ｍ以北では急角度に高度を下げ、市街地に近い秋葉山付近では70～80ｍと

なる。居村製鉄遺跡が展開する丘陵は、この本陵より西側へ分離する支脈で、背後の東側には金津川、朝日川などが流

れる低地が発達しており、西側は越後平野の低湿地に接している。一般には金津丘陵と呼ばれ、標高60ｍのお茶山を最

高にして北に向って高度を下げる。ちなみに山麓の低地の標高は５ｍ前後である。

居村製鉄遺跡群はこの金津丘陵の西側に面して位置するが、この丘陵の東側にも多くの製鉄遺跡が点在し、金津初越

製鉄遺跡、古津初越製鉄遺跡、古津初越Ｂ製鉄遺跡などと呼称されている。また当遺跡群と深い沢を挟んだ対岸には大

入製鉄遺跡があり、1991.1994年に発掘調査が行われている。

５周辺の関連遺跡

1980年代、新津市史編墓事業が開始されたころ市内における遺跡数は非常に少なく、取り扱った遺物量も少ないがた

めに編集に苦慮したものであったが、同市史刊行の頃から市内における遺跡の発見数が多くなり、現在では、それらの

新発見の遺跡発掘調査に追われる状態が続いている。ちなみに新津市史〔川上、1989〕に見られる市内全遺跡数は60ケ

所に過ぎないが、昨今では74遺跡を数えるに至っている。また同書に記した製鉄関連遺跡は居村遺跡と大入沢遺跡の他

浦興野遺跡が記録されている。しかしこの時点での居村、大入遺跡とも現在では改名され、居村遺跡は大入製鉄遺跡、

大入遺跡は居村製鉄遺跡のＡ・Ｂ区とされている。このうち新名称である大入沢は前述した如く発掘調査が終了してい

る。

当遺跡が乗っている新津丘陵には前項で記述した如く古津初越、金津初越、大入、居村等の製鉄遺跡が集中して所在

し、それぞれ個有の遺跡名を有するが、総合して金津製鉄遺跡群として見ることができよう。これらの遺跡群の南方

1.5km程の丘陵端部には三沢遺跡（小須戸町）と呼ばれる製鉄関連遺跡が知られ、さらに４km南方の丘陵西面にも山田
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居村製鉄遺跡群は第２図に示した如く金津丘陵の西麓に位置するが、その範囲は広大である。第３図に示した様に東

西。南北共に450ｍの広がりの中にあり、南限は蒲ケ沢より金津の高厳寺に抜ける市道の北側斜面のＡ地区より、古津

より塩谷に通ずる間道の南側斜面に展開するＣ～Ｅ地区に至るものである。なおＢ地区は中間部の最も深い沢の奥にあ

る。このＣ～Ｅ地区に対面して位置するNo.１大入製鉄遺跡、ＮＯ２金津初越製鉄遺跡がある。名称を異にするが同一の遺

跡群であろう。なお前項で記述した様にこの大入製鉄遺跡は新津市史（資料編第一巻原始。古代。中世）に記録した

居村製鉄遺跡である。次いでながら同書に記録した大入沢製鉄遺跡は現在のＡ地区である。

Ａ地区は西に向って延びる舌状台地の南側片面にひろがるやや急斜面の山林であり、裾部は沢水が流れ、頂部はやや

平坦な畑である。この地籍は金津字居村2542,同神田2859-1他で、発掘調査面積は約7,650㎡である。検出遺構につい

６居村遺跡群の全容

第１図開発予定区域内グリット設定図

‘

遺跡、袖沢遺跡（田上町）がやはり製鉄関連の遺跡とされ、鉄津又は鉱津などが確認されている。さらに南方の田上町

川舟河にも樫沢製鉄遺跡が報告されている〔武田他・1994〕･

居村製鉄遺跡群の年代観は大別して古代（奈良。平安時代）と中世（鎌倉～室町時代）の２時期に繰広げられたと考

えられるものである。第２図には居村製鉄遺跡群と同時代である古代と中世の遺跡の所在地を示した。新津丘陵の北端

に位置しては七本松窯で代表される古代の須恵窯吐群が点在し、東側の山崎窯（五泉市）に連らなる可能性をしめてい

る○一方西麓の小須戸町天ケ沢新田地区にも六兵衛沢窯祉が報告されているが、現在その所在を明確にすることはでき

ない。古代の集落遺跡は丘陵端部と低湿地における微高地に連なって見ることができる。これらの内、近年の開発によっ

てNo.34～36の上浦遺跡群、川口遺跡、沖の羽遺跡、No.40～43の西江浦遺跡、寺道上Ａ°Ｂ遺跡、細池遺跡が発掘調査を

終えている。現在のところこれらに関してその内容を知ることができないが、中には郡街に結びつきそうな遺跡も見ら

れる。中世の遺跡は少なくその性格も知りがたいが、唯一発掘されたものに江内遺跡がある。一応中世集落杜と考えら

れている。一方東方の丸田堤遺跡では城館・墳墓に結びつく遺跡と想定することができる。
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ての詳細は不明であるが、製鉄炉１、半地下式木炭窯３，地下式木炭窯１，焼土坑多数である。

Ｂ地区は古津から南南東に深く入った沢の奥地にある。この先の急な沢を登り詰めれば高厳寺背後の墓地の頂上に達

する。この奥まった沢の中は右岸を大きく切り崩し沢を埋て平地に造成され、柿畑とされていた。この南向きの右岸は

一部が階段状の台地に造成され柿畑となり一部は山林の斜面である。左岸は頂部にやや緩い斜面を持つ山林が広がって

いるが、沢は一気に急傾斜となる。調査はこの沢の両岸にかけて行われたが、その地籍は金津字居村2560-1他である。

またこの調査面積は7,310㎡程である。この地区で検出された遺構は中世の精錬炉１、廃津場２、半地下式木炭窯３，

地下式木炭窯４、白炭窯16、性格不明窯４，焼土坑８、その他である。

Ｃ地区は金津字居村2542-11他に所在する。北北西に延る舌状台地であり、特に西側の沢は南に向って深く入り込ん

でいる。台地の頂部は平坦に造成され柿畑となっているが、北側と西側の斜面をＬ字状に発掘調査が成された。この調

査面積は約7,600㎡である。この内北側斜面は中段以下は絶壁状に切立ち遣構は中段以上に所在する。西側山裾はＢ地

区と同様に大きく切り崩されて沢を埋めておるが、残存する部分に遺構を見ることができる。検出された遺構は製鉄炉

(竪形炉）１、木炭窯1２（古代のもの７基)、土坑５，焼土坑22である。

Ｄ地区はかなり拡大でかつ複雑な地形を呈する山林と一部畑地で、この地籍は蒲ケ沢字大入586-1.604他である。北

へ大きく張り出した長い台地で、その先端部の一部が鋸歯状に西へ突出している。調査範囲はこの全体に亘る北。東。

西面の斜面と頂部の平坦地であったが東側から頂部の一部にかけ:て除外地がある。調査面積は20,315㎡であり、これま
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第３図居村遺跡群全測図（居村Ａ～Ｅ遺跡）

での公式報告〔渡辺。1990〕に見られる14,600㎡とは大きく異なる。製鉄関連遺構は東側の斜面と、北側の斜面の下部

に展開する。ここでの遺構は２時期に分けられ、古代と考えられる廃津場４，半地下式木炭窯２，中世と考えられる精

錬炉１，地下式窯ｌの他、近世初頭と推定する地下式木炭窯１を検出し、その他時代を特定できない白炭窯９，焼土坑

多数と破壊が進んでいる弥生時代の土坑などが検出されている。

Ｅ地区は尾根鞍部に近い北向き斜面の下部に小さく開けた緩斜面に立地する。地籍は蒲ケ沢字大入l87他の山林で、

沢のもっとも狭まった奥地である。発掘調査面積は2,572㎡で、検出遺構は製鉄炉（箱形炉）１，木炭窯３、焼土坑１１

である。なおＣｏＥ地区に関しては現地説明会資料〔渡辺。1989〕によるものである。

－６－



‘

１．環境と調査位置

Ｂ地区は居村製鉄遺跡群の中でもっとも沢の奥まった位置にある。沢の入口から南に向って約300ｍで沢は南南東に

向きを変え、さらに250ｍ程の奥行をもつ。この250ｍ程の沢に面した両岸が調査範囲と定められた位置である。前章で

も述べたが、両岸の山腹はかなりの急勾配となり沢幅も狭まる。沢の中心部は右岸の山裾を切崩して埋立てられ、標高

15～17ｍの平坦地に造成され柿畑であった。右岸の一部は階段状の台地が造成され、ヘアピンカーブを有する複雑な道

路が切開かれている。第４図にこの地区の調査範囲を示した。この内ハ･へ。卜。チは柿畑、二は一部が山林で下部は

湿地、その他は全て山林である。なおヲに示した平坦地は池状でありその西側斜面は開発除外地である。また南～西側

の左岸は頂部にかけては比較的なだらかな緩斜面であるが、山裾部からは登りつくことができない数ｍの断崖によって

隔たっている。この調査の結果ト。チ地点には遺構は見られず、また山頂部に近いヌ。ル地点の1.8,幅のトレンチ調

査でも遺構は発見されなかった。

Ｂ地区で検出された遺構には製鉄関連遺構として製鉄炉に関連する廃倖場と木炭窯及び精錬炉が検出している。この

内精錬炉は北向きの山裾にあり、その他は総て南向きの山腹にある。一方製鉄とは無関係と思われる遺構は沢の両岸に

位置する。これらの遺構はそれぞれ時代差があるものである。これらの遺構の配置を第５図に示した。

像

ⅡＢ地区の遺構と遺物

第４図居村Ｂ地区全測図及び調査範囲
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第５図居村Ｂ地区遺構全測図
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ＳＫ８

Ａ１号炉（第６～11図）

１号炉（ＳＷ１）は沢の左岸即ち北向き斜面に位置しその正確な所在はＰ４１－５区に当る。この遺構に伴う廃津場

(ＳＷＨ１）はその前面にあり、Ｐ４１－４～Ｐ４０－９～10区に広がっている（第５図参照)。この遺構の調査に当り、認

意で独自の１ｍメッシュのグリットを組んで対応し、その設置図を第６図に示した。１号炉の立地は、第７図に示した

如く、平均角度が40度の急な山裾にある。炉祉の背後は28度から51度となり、さらに45度の長い斜面を径て32度から２０

度程の傾斜となって尾根部へ達する。炉の下部は15～10度の緩斜面を見、３ｍ程先方がやや勾配を増して湿地となる廃

津場である。炉に向って右側即ち西側は15ｍ程で南に入る小沢がある。

残存する炉祉はその炉底共にややゆがみが見られるが、第９図に示した如くその方位はＮ２７ｏＥを測る。炉の検出状

況は第８図に示した如く半円形に炉壁と背後の焼土が検出し前面に炉壁の小ブロックと少量の鉄津が点在するものであっ

た。なお図版３－２に示した如く、この第８図に示した範瞬外の前面及び西側に多量の褐鉄鉱が散在していた。

炉は緩斜面を一部分掘込んだもので、側壁及び前側壁は積上げによって造築されたものと推定され、炉底の下部には

一重の地下施設を持つものである。炉底の平面は楕円形で、奥行92cm、横幅54cmを測り、床面は前後左右共に丸味をもっ

て壁に接する。残存する遺構では前面の立上りは全く不明であるが、床面より緩い傾斜を呈して上向いていることが知

られるのみである。残存する壁の立上りは、奥

壁がほぼ垂直に立上り、床面より65cm程が認め

られ、側壁では向って左壁が50cm、右壁は17ｃｍ

程認められるに過ぎない。側壁の立上りは垂直

ではなく中間部分でやや内脹れとなるが、上す

ぼみの可能性は少ないものと推定される。炉壁

の内床壁は砂質士を固めた一重のものであり、

その厚さ８～18cmを測る。側壁は２～３重の構

造が見られ、第９図に示した如く、同図２のレ

ンガ状のブロックを主体とする壁と、３の砂喋

層を骨材にして流入したと推定される層、さら
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第６図居村Ｂ地区ＳＷ１号炉及び

ＳＷＨ１号廃津場グリット設定図
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２．１号炉と廃津場

第７図居村Ｂ地区ＳＷ１号精錬炉周辺の地形実測図
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第８図居村Ｂ地区ＳＷ１号精錬炉検出状況図
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に掘り込みを補正したと考えられる４の粘質土から

なる壁面を見ることができる。なお２の日干しレン

ガの存在は現地調査では全く確認に至らず、壁面採

集後の解体分割によって知ることが出来た。いずれ

にせよこれらの壁材は荒い砂質が主体のため、被熱

によってポロポロの状態である。残存する奥壁の上

部が後方へ弧を画いていることから、炉壁の立上り

はせいぜい70～80cm程を推定したい。なお前方部に

関しては全く不明である。

下部施設は第10図に示した如く隅丸の長方形を呈

し､長径158cm、短径83～93cmを測る。壁面との寸法

は前述した床壁の厚さである。最大18cmである。底

部には縦位に4本の炭化材が並び､隙間に焼土ブロッ

クと鉄津が詰められており､小石1ケも含んでいる。

これらの量は焼土ブロック9.5kg、鉄津9.2kgで重量

的にはほぼ半数となる。４本の炭化材は炉の真下に

当る部分ではかなり消滅しており、したがって第９

図に見られる断面図では細い部分が示されているが、

残存する部分の最大径は18cmを測る。

この内２本は栗材で、2.2kg、１．３kgを測るが、他

Ｉ

第９図居村Ｂ地区ＳＷ１号精錬炉平断面図

第10図居村Ｂ地区ＳＷ１号精錬炉地下施設平

面図
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第11図居村Ｂ地区ＳＷ１号炉及び廃津場断面図

表１ＳＷＨ１号廃淳場グリット別鉄津等出土量一覧表（単位ｇ）

ＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴ

8８

１１

252

17001２

2600

9］

の2本は0.4kgと軽量であり、素材は不明であるが雑木である。炉内には炉壁の焼土が堆積しているが、床に接して多量

の小粒鉄津を混入した黒灰が見られ、奥部にかけてその厚さは25cm程を見、全面的には10cm程である。

ここに混入する鉄倖のうち、鉄分を含むいわゆる含鉄津が次項に記述する如く小粒ながら６７点が含まれ、また黒灰中

に砂鉄１３９と炉内倖にからむ砂鉄549、合計679の被熱砂鉄が検出された。

Ｂ 廃 津 場

１号炉に伴う廃津場は前面の緩斜面に広がる。その広がりは第６図に示した様に炉の前方へ10ｍ、東側即ち沢の上流

へ５ｍ、下流へ13ｍを見る。しかしながら廃津場としての鉄津等が集中して堆積している箇所はなく、第１１図に示した

５．６層の中に鉄倖或いは炉壁ブロックが含まれている状況に止った。このことはこの地点が造成地であることにも或

いは原因するかも知れないが、調査の結果それを確認することはできなかった。この範囲で検出された鉄津等の出土状

況は表１に示した通り非常に少量であった。
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表１は廃倖場調査のための任意の１ｍ四方のグリットに基づく出土量を重量（単位ｇ）で示したものである。ここで

は含鉄津、鉄樺、壁付津の３通りに分類した。上段に示した含鉄津は鉄塊系遺物などと呼んでいるが、はたしてこの様

な名称があるのかいなかは別として、これまで使用して来た言葉なので、そのまま使用させて戴くが、磁石に反応を示

す鉄津をさらにメタルチェッカーで選別したものをこれに当てた。中段には鉄津を示した。この鉄津はその大部分が鍛

冶津である。下段の壁付津としたものは炉床又は炉壁そのものであり、表面に津の付着或いはガラス質に還元化したも

のを示した。

Ｃ炉壁

１号炉の炉壁残存程度は前項に記述した如く少量であり、床面は完全に残るが、奥壁及び両側壁の合計面積は０．７３

㎡に過ぎない。これらの残存率を知ることは出来ないが、少なくとも前面部の壁は皆無である。竪形の第一次製鉄炉が

一回の操業ごとに炉壁前面部を破壊して製品を取揚げるが、ここに見る仮定精錬炉も同様の可能性が大きい。調査では

残存する炉壁を回収し観察を試みた。この結果ここで記述するレンガ状ブロックを検出した。これらのレンガ状ブロッ

クを第12図に図示し、合せて表をもって示した。その基本形態は４に見られる長方形で、これを横積して表面を塗潰し

て仕上げられている。このブロックの計量は一定せず、長さ９５～260,,,幅は２個体が癒着するもの５～８もあるが、

50～80mm、厚さも５７～83cmを測る。このブロックの積方の多くは横長にして積重ねるものであるが、８は長さが短か

く作られて、小口を表面に出した奥控えの長い積方とが見られる。また９は裏側へ合せて補強したものであろう。ここ

で検出したいくつかの癒着したものを見る限りでは小口をそろえたもののみで交互に積まれたものは見られない。

－１２－

第12図居村Ｂ地区ＳＷ１号精錬炉々壁ブロック実測図
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－１３－

表３ＳＷ１号炉出土鉄塊系遺物一覧表 このレンガ状ブロックを近世以降の鋳物

師関連では「コンニャク」と呼称すると言

う。細牒と長石粒を多く混合させた砂質士

にスサを入れて固めたもので、一見して日

干レンガと見える。然しながら癒着するブ

ロックの接点に接着材としての粘土を見る

ことができないことから推定して、これら

のコンニャクは炉の造築時にその場で作ら

れ、乾燥しない内に積重ねられたものであ

ろう。スサはごく少量が認められるに過ぎ

ず麦藁か菅の様な硬いものが使用されてい

る。

なお図示したものの内１は海綿状の鉄津

が付着する炉壁で９はガラス質に変化して

いる。８，９は紙面の都合上平面図を省略

したもので、共に側面図である。３，５は

裏面に指痕を残すもので、５の補足図はそ

の断面図である。１，９以外のものでスク

リーントーンを被せた面は炉壁の表面と推

定される部分である。この他廃津場から採

集された炉壁より、炉形やその他について

言及できるものは皆無である。

炉祉そのものより採集した炉壁の総量は

422509であり、廃津場出土の炉壁は41590

9である。

Ｄ鉄津

１号炉及びこの廃津場から採集された全鉄津が非常に少ないことはすでに前述した。ここでは前項で示した如く含鉄

津と鉄津がある。表３、表４は鉄塊系遺物或いは含鉄津と呼称して来たものである。長径120ｍから短形８mmが見られ

小さいものが多い。表３に示した炉内での出士位置は炉の奥の左がＡ、右がＢ、中間の左がＣ、右がＤ、前方の左がＥ

と細分したものである。メタルチェッカーによる計測で鉄残存度はｌで、３等級法による最下位の度数である。したがっ

て鉄塊系遺物と言うよりは含鉄津の呼称がよりふさわしく、鉄津の内に鉄が残っていると考えた方が良いものである。

一覧表では備考欄を省略したが、特徴のあるものとして砂鉄を付着するもの1052,1053,1058,1059があり、この内

1058,1059は炉壁に付着するものである。１０５５は一見して流動津である。この炉壁に付着するもの２点を除いては下

表２ＳＷ１号炉炉壁一覧表

物
号

遣
番

出土

位置

重量

９

寸法 ｍ、

長径短径 厚さ

残
量

鉄
存

遺物

番号

出土

位置

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

残
量

鉄
存

1010 Ａ 7５ 5５ 4０ 3５ １ 1040 ， ９ 2３ 2３ 1５ １

１０１１ Ｃ 7０ 7０ 6５ 3５ １ 1041 ， ４ 2８ 1５ 1５ １

1０１２ Ｃ 3０ 4０ 3０ 2０ １ 1042 ， ４ 3０ 2０ ８ １

1013 Ｃ 4４ 4４ 4０ 3０ １ 1043 ， ４ 1６ 10 ８ １

1０１４ Ｃ 2２ 6０ 3０ 2０ １ 1044 Ｃ 1０ 3０ 2０ 1５ １

1015 Ｃ 2０ 4３ 2５ 2０ １ 1045 Ｃ 1２ 3０ 1５ 1５ １

1０１６ Ｃ 2６ 3５ 3０ 3０ １ 1046 Ｃ 1０ 3０ 2５ 1５ １

1017 Ｃ 2５ 4５ 3０ 1５ １ 1047 Ｃ ６ 3０ 1５ 1５ １

1018 Ｃ 1６ 3５ 2５ 2０ １ 1048 Ｃ ６ 2５ 2０ 1０ １

1019 Ｃ 1５ 3０ 2５ 1５ １ 1049 Ｃ 1４ 2５ 2０ 2０ １

1020 Ｃ 1４ 3５ 2０ 1０ １ 1050 Ｃ 1０ 3０ 2５ 1５ １

1０２１ ， 4５ 4０ 4０ 1５ １ 1051 Ｆ 3１ 6３ 3５ 1５ １

1022 ， 3２ 4０ 3０ １０ １ 1052Ｄ下層 6０ 5０ 3７ 2０ １

1023 ， 3０ 3５ 2５ 2５ １ 1053Ｄ下層 5０ 4０ 2３ 2２ １

1024 ， 1６ 3５ 3０ 1５ １ 1054Ｄ下層 6２ 5０ 3５ 2２ １

1025 ， 1４ 4０ 2０ 1５ １ 1055Ｄ下層 3７ 4５ 4２ 1７ １

1026 ， 2０ 3０ 2５ 2０ １ 1056Ｄ下層 2０ 3７ 3０ 1７ １

1027 ， 1１ 3０ 2５ 2０ １ 1057Ｄ下層 １０ 3２ 1８ 1３ １

1028 ， 11 4５ 1５ 1５ １ 1058Ｄ下層 140 9０ 6３ 3５ １

1029 ， 1８ 4０ 2５ 1５ １ 1059Ｄ下層 4９ 6６ 4０ 3０ １

1030 ， １４ 2５ 2０ 1５ １ 1060Ｄ下層 3０ 4１ 3０ 1８ １

1031 ， ９ 2５ 2５ 1５ １ 1０６１ Ｄ下層 2４ 3０ 2５ 2５ １

1032 ， ６ 2０ 2０ 1５ １ 1062Ｄ下層 10 2５ 2４ 1３ １

1033 ， 1１ 4５ 2０ １０ １ 1０６３ Ｅ 2９ 4０ 3０ 2２ １

1034 ， ５ 2０ 1５ 1０ １ 1064 Ｅ 5２ 5７ 4５ 3０ １

1035 ， 1０ 1５ 1５ 1０ 1 1065 Ｅ １５ 3０ 2７ 1５ １

1036 ， ６ 3０ 2０ 10 １ 1066 Ｅ 2４ 4８ 2５ 2０ １

1037 ， ８ 2５ 2０ 1５ １ 1067 Ｅ １３ 4２ 2５ 1７ １

1038 ， ６ 2０ 2０ 1５ １ 1068 C壁 ５ 2０ 1５ １０ １

1039 ， ５ 2８ 2０ １０ １ 1069 C壁 ６ 3０ 2０ 1０ １

挿図番号第12図

割付

番号

遺物

番号

寸法 ｍ、

長さ 幅 厚さ
備 考

１ 501 130 115 5７ 海綿状鉄津付着スサ入り

２ 502 9５ 8０ 6７ 張り付け造りスサ入り

３ 503 135 8５ 7０ レンガ状指圧痕

４ 504 138 6０ 6７ レンガ状細牒混じり側面剥離

５ 505 127 107 7０ 指圧痕スサ入りレンガ状二連

６ 506 210 １７０ 8３ 細喋混じりスサ入りレンガ状二連

７ 507 198 150 8０ 細喋混じりスサ入りレンガ状二連

８ 508 120 8３ 160 細喋混じりスサ入りレンガ状二連
９ 509 260 115 125 細喋混じりスサ入り側面ガラス質側面図



ＳＷ１号炉・ＳＷＨｌ号廃津場出土

鉄塊系遺物等にからむ

砂鉄・微粒物一覧表

1402は５９の鉄塊そのものと推定できよう

（図版７－４参照）。この他いくつかの特

徴を上げれば、砂鉄をからむものl472,

1473,1491､流動津の状態を呈するもの1472,

1488,1490,1492,1504、砂粒を含むもの

1485,1494,1496,壁を付着するもの1474,

1476,1486,1492がある。なお形態的に1481

の三角形が特異である。1483は粉末状とし

たが検出頭初は固形物であったが突然分解

して粉末状になったものである。この他磁

石にのみ反応を示すものが細粒状のもの２２

点を含めて114点、９０１９を数えた。

この他、鉄分を含まない１号炉に系わる

鉄津は､殆んどがゴツゴツした感じのものと

気孔を多くもつ海綿状のもので赤錆ている。

これらを一応鍛冶津と称し、第一次製鉄に

おける流出津とは区分して来た。なおこの

廃津場からも錆をもたない流出津が5350ｇ

検出された。また図版７－５．７に示した

ものはガラス質の津である。

Ｅその他の遺物

表６ＳＷＨ１号廃津場出土

木炭一覧表

1号炉に関わるその他の遺物に砂鉄と木炭等がある。表５に示したものの内1301～1305は前述した鉄塊系遺物Iこか

表５

部施設の出土でありこの炉の産物ではない。然しながらこの他の遺物は炉床に残る灰の中から検出されたものである。

なお前後するが出土位置の内、下層としたものは下部施設である。この他磁石にのみ反応を示す一群がある。いずれも

炉内検出で細粒状のもの３０点を含めて344点、19849に及ぶ。表４に示した廃津場検出の含鉄津には鉄残存度３の数

値を示すものが２点ある。この内１４０１は大きな鉄津の中の一部分に鉄塊状のものが含まれていると考えられるもので

ある（図版７－１参照）。これに比較して表４ＳＷＨ１号廃倖場出土鉄塊系遺物一覧表

－１４－

番号 出土寸置 重量 ９ 素材 形状

１ Ｋ－１７ ８ ナラ 小粒

２ Ｅ－ｌ７ 1２ ナ フ 、
－
Ｊ

ノ

３ Ｄ－１７ １２ ナ フ 小

４ Ｐ－１７ 5０ ナラ 大ﾉＩ､

５ Ｐ－１８ 5０ ナラ 小粒

６ Ｍ－１７ 2５ ナラ 小粒

７ Ｋ－１１ 9０ ナラ 大

８ ○－1８ 8３ ナラ 大小丸

９ Ｐ－１７ ５ ナ フ 、
１
Ｊ

ノ

１０ Ｑ－１６ ４ ナラ 、
－
Ｊ

ノ

遺物

番号

》
藩

遺物の

状態

重量

９

1301 5２ 砂鉄 0.2

1302 5８ 砂鉄 3.0

1303 5９ 砂鉄 0.3

1304 7３ 砂鉄 0.2

1305 9１ 砂鉄 0.5

1306 218 砂鉄 7.0

1307 磁気砂鉄 2.0

1308
磁気微粒

(１７点）
5.0

1309 磁気微粒 5.0

1310 炉底砂鉄 1３．０

1311 磁気木炭 (5点）

1312 砂鉄 20.0

遺物

番号

出土

位置

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度

遺物

番号

出土

位置

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度

1401 Ｋ-13 135 7０ 5０ 4０ ３ 1486 Ｌ-13 5５ 6６ 3５ 1７ １

1402 Ｌ-13 ５ 1６ 1２ １０ ３ 1487 Ｌ-13 2４ 4０ 3０ 1２ １

1403 Ｔ-11 175 ２ 1488 Ｈ-16 7６ 6６ 3０ 3０ １

1404 2５ 4５ 3０ 2０ ２ 1489 ○-1５ 5４ 4５ 3０ 3０ １

1405 Ｆ-13 1５ 3５ 2０ 1５ ２ 1490 ○-1５ 3４ 4２ 3０ 2５ １

1406 Ｆ-11 485 １ 1491 Ｐ-14 208 １０ 7０ 4０ １

1407 Ｌ-14 250 １ 1492 Ｍ-15 3０ 4０ 3５ 2５ １

1408 Ｌ-11 220 １ 1493 Ｍ-15 5６ 5０ 3５ 2５ １

1409Ｋ-11 180 １ 1494 Ｋ-16 2６ 5２ 3２ 2５ １

1470Ｄ-17 3３ 4７ 3０ 2０ １ 1495 Ｋ-16 1６ 4０ 3０ 2５ １

1471 Ｄ-17 １１ 2８ 1５ 1５ １ 1496 Ｋ-16 ６ 2５ 2５ 1３ １

1472 Ｆ-12 208 8５ 8０ 3０ １ 1497 Ｔ-17 2７ 5０ 3２ 2０ １

1473 Ｆ-12 4４ 5２ 4０ 3０ １ 1498 Ｔ－ｌ７ 2５ 4０ 3５ 2８ １

1474 Ｆ=1１ 425 １２０ 6０ 4０ １ 1499 Ｋ-17 2３ 3３ 2４ 2０ １

1475Ｋ-11 9３ 6７ 4２ 2０ １ 1500 Ｋ-11 1８ 3８ 2７ 1６ １

1476Ｋ-11 4１ 5５ 3５ 2０ １ 1501 Ｋ-16 3２ 5２ 3０ 2５ １

1477Ｋ-11 4５ 4０ 3３ 2８ １ 1502 Ｋ-17 1２ 3０ 2５ 1２ １

1478Ｋ-11 3０ 3８ 2７ 1５ １ 1503 Ｋ-17 １２ 3４ 2４ 1５ １

1479Ｋ-11 1７ 3６ 2３ 1２ １ 1504 Ｎ-13 3０ 4５ 3０ 2０ １

1480Ｋ-11 1５ 3４ 2０ 1４ １ 1505 Ｎ-13 1２ 3５ 1６ 1５ １

1481 Ｋ-11 1７ 3０ 2５ 1５ １ 1506 Ｆ-13 １２ 4０ 3０ 1３ １

1482Ｋ-11 １２ 2８ 1７ 1５ １ 1507 Ｐ-13 1５ 3０ 2５ 1５ １

1483Ｋ－ｌｌ ５ 粉末状 １ 1508 Ｌ-13 ５ 1８ 1７ 1２ １

1484 Ｔ-16 4０ 5２ 3７ 2２ １ 1509 Ｌ-13 ２ 1５ １０ ８ １

1485 Ｆ-13 6５ 7２ 3５ 3３ １



らむ微量の砂鉄である。また1312は炉内樺にからむ砂鉄の総量であり、１３１０の１３９は炉床に残存したものである（図

版７－１０参照)。１３０７は図版６－２に示したもので僅かな磁気を帯びた砂鉄で互に反応し合う。この他磁気を帯びた鉄

塊と思われる微粒17点と、同じく磁気を帯びた木炭の細片５点がある（図版７－８参照）。

この他廃津場出土の木炭を表６に示した。これらはいずれも細片に過ぎないが、その素材はいずれも樽材である。

なお炉内から図版７－９に示した赤鉄鉱と思われる一片が検出されたが、製鉄関連との関わりは全く不明である。廃

津場の覆土中より寛永通宝１、焼木尻１、マツカサ７が検出した。いずれも上層のもので１号炉に関わりはないものと

考えられる。

３２号廃津場

Ａ２号廃津場の立地

２号廃津場はＳＷＨ２号の記号で表示する。この所在は南向斜面の中腹にありＰ３７－４区に位置する。現況は造成さ

れた柿畑の中を登って行くＳ字状に開発された道路上にあり、その一部は西側斜面の落込みに掛っている。ここに残る

鉄津等は踏固められた路面の表土下に薄い層として残存するものであり、開発当時に大きく削平されたことが推定され

る（図版８－１参照）。この周辺の地形実測図を第13図に示した。この位置は沢の本流に向う入口に近い北側で、西

側及び南側が大きくひらけた狭い台地上にあり山裾部との標高差は5.5ｍを測る。現在ではかなり地形が変ったことが

推定できるが、台地の西側は40度の急傾斜で落ち、やがて10度の緩斜面となって下部の微高地となる。東に当る山側

はＳ字状道路が続き大きく切取られているが約30度程の傾斜地であったことが分る。いまこの廃津が乗る路面は両側

が潰れ５ｍ程の幅を持つが、遺物は道の中央部から西肩部にかけて位置し、残存する広がりは東西３ｍ、南北4.5ｍで、

南及び西側へ傾斜している。調査の都合上任意の方向で50cm四方のグリットを以って調査区とした（第１４図参照）。

２号廃樺場に伴なう製鉄関連炉を発見することはできなかった。推定される炉の位置はこの廃倖場の東側上部であり、

第13図に示したＳＫ３号遺構との中間地点に当ると考えられるが、道路の開通に依って煙滅したものであろう。なお同
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第13図居村Ｂ地区ＳＷＨ２号廃津場周辺の地形実測図
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図に示したＳＷＫ１号とした次項に報告する土坑は、位置的に見て関連遺構の一つと考えられるものである。いまこの

土坑の北側や、ＳＫ３号の東側を調査範囲に入れなかった。このことはこの地域が柿畑や道路造成に依ってあまりにも

大きく変貌し、旧状を全く止めていないと判断したからである。

Ｂ鉄津とその他の遺物

ＳＷＨ２号廃倖場での採集物として鉄津、炉壁、少量の木炭がある。表７に示したものが鉄津の総てであり、含鉄津

としたものは鉄塊系遺物であり、２５点、13719が採集され、その他の鉄津は合計882209がある。壁付津としたものは

炉壁である。

表７ＳＷＨ２号廃津場グリット別鉄津等出土量一覧表（単位：ｇ）
１２ ３ ４５６７８

第14図居村Ｂ地区ＳＷＨ２

号廃津場平断面図

７

５、

』

L=2060

６

１

９ ９

－１６－

倖
津
津

鉄
付

含
鉄
壁

計
計
計

ム
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ロ

上段

中段

下段

1,371

88,220

2,670

表８ＳＷＨ２号廃津場出土鉄塊系遺物一覧表

遺物

番号

2ﾕlＣ

2二１１

2１１２

2113

12114
2115

2116

2117

２１苫８

21ﾕ９

2120

2１２１

2122

;Ｈ：：

位置

Ｇ・２

Ｅ３

Ｈ‐１

1１１

Ｅ－２

刃－２

Ｇ－５

Ｆ－２

Ｄ一

Ｄ－．３

Ｄ－．３

Ｈ‐‐２

五一２

重量

250

188

6５

1８

1１０

Ｒｎ
ＬﾉＶ

5０

1５

2０

308

3６

寸法、

長径

8５

4０

1３

4０

2０

5３

4６

3３

3２

115

4０

短径

6０

5０

２月

１０

2６

1４

5３

4０

3０

3０

2０

7０

3０

厚さ

2０

3０

2４

1０

1<）

l<）

2８

3０

３０

2０

1６

4５

2５

鉄残

存度

物
号

遺
番
2123

2ﾕ2４

2１２５

2126

2127

2128

2129

2130

2１３１

2132

2133

2134

i・サ:：

位世

Ｈ－２

Ｈ－２

Ｈ－２
一一r勺

１－凸

貢．-．２

Ｒ・３

Ｅ・・３

Ｅ・・３

型・・２

Ｇ－５

Ｇ－５

Ｇ・・５

里鎧

１３

6８

ﾕ４

3８

5５

1０

０．３

､j‐法、Ⅲ

長径

3０

3２

2３

5５

3５

4０

4８

１０

3８

1７

1８

短拝

1８

1８

4０

2１

3０

3０

2０

1２

言
手

■
Ｆ

１
。

1８

1２

ﾕ２

3０

ﾕ３

2６

1８

鉄残

存度

280

770

885

305

6０

4５

1920

2020

4５

1455

5５

280

5０

2645

462

4648

2935

ﾕ1５

2５

335

4270

360

250

4690

２４０

3855

350

3０

4564

480

８９

４８６０

２２５

3965

130

100

2５

3850

7０

1８

4640

282

4620

8５

125

120

3400

530

5０

3505

3５

3005

375

315

730

ﾕ260

1550

140

170

425

500

895

100

2ﾕ５

225

110

360 二225 1６０５ 2415

5５

975 605 305

250

115

620

140

1262

145

580

3０

245

4０

425 320

6５

120
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４製 鉄関連土坑

Ａ土坑

前項の２号廃津場の北側上手に接して位置する土坑である。土坑内より鉄津、羽口、土器片などが検出されたことか

ら、製鉄関連としここではＳＷＫの記号を付しＳＷＫ１号土坑とした。第５図に示した如くＰ３７区の４，Ｐ３６区の９に

またがって位置し、２号廃津が所在する狭い台地上にあり、標高21ｍを測る。遺構は東西に長径をもつ不定形のもので

長径2.95ｍ、短径1.6ｍ、深さ５０cmを測る。内部に鉄津、羽口、土器、木炭などの遺物が多量検出されたことから、不

用となった坑をゴミ捨て場としたものであろう。土坑そのものは粘質土中に所在するところから、製鉄炉或いは木炭窯

の土取場であったものと推定される。
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鉄津の殆どは鋤黒色でなめらかな表面をもち錆は出ていないもので、いわゆる流出津と呼ぶものである（図版９－１°

２参照)。Ｅ－３区より暗褐色で気孔を多くもつ一群が採集された。量的には細粒も含めて１５点で、総重量100ｇであ

る。炉上に揚がる浮上津と見られるものである（図版９－３参照）。

鉄塊系遺物は磁選（磁石に反応するもの）のものをメタルチェッカーによって再選出し、さらに鉄残存度によって３

等級に分けた。その結果残存度の多いもの４点、中間のもの２点を検出し表８に示した。この内重量の数値の多いもの

は津部分が多く含まれているものと考えられる。２１１０は片面に鉄が溜ったかと思われる状態を呈し、２１１３は１cm程の

細粒であったが、その一部分が分解して磁気を帯びた粉末となった（図版９－４参照）。２１１８は流動津の状態を呈し

ている。

壁ブロックにはスサが見られ、図版８－３に示した。この内左側がスサ入りブロックで、右側は小喋を多く含む炉材

である。この他、表示してないが遺物番号2250,2252の２点は磁石に反応を示すものであるが共に少量の砂鉄がから

んでいた。２点の木炭があり、１５９，１０９を測る。前者はナラ炭の小丸で硬質であり、後者はナラの割材で軟質である。
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津は炉底に溜ったと推定されるもの、鍛冶倖と

したものは不確定だが特にゴツゴツしたもので

特に赤錆が強いものである。鉄津Ａ・Ｂとした

ものは共に磁石に反応するものであるが、この

内Ｂはメタルチェッカーには反応を示さないも

のであり、Ａは反応するものである。なお含鉄

倖Ｂの４９７９の内訳は115点の細粒と１７９の微

粒のものとである。ここに検出された以上の鉄

津の大部分は赤錆たものである。

含鉄津Ａ（鉄塊系遺物）としたものを表１０

に示した。総数34点があり、メタルチェッカー

に示される感度は強度なもの５点、中程のもの

４点がある。前述した１号炉或いは２号廃津場

関連のものと比較して大形のものが多い。これ

らの多くに砂鉄等の付着物が見られる。135、

土坑及び遺物の検出状況を第１５図に示した。鉄津、木炭、羽口等はそれぞれトーンで示した。なお白抜のものは焼壁

ブロックであるが、炉壁、窯壁の区別は出来ない。鉄津は断面図に示した如く厚く廃棄されていた。

Ｂ遺物

１）羽口（第１６．１７図）

製鉄炉と推定される送風管の先端部分に当るものが土製品の羽口である。検出された羽口は細かく破壊されたものが

殆んどである。やや正確さを欠くが38個体を数えることができ、その内34点を図示し、それらの計測を表９に一覧し

た。なお挿図の中で暗いトーンを覆せた部分はガラス質の物質が付着したり又は同様な還元を見るもので、薄いトーン

で示した部分は黒色に焼けただれた部分を示している。これらのうち完形のものは無いが、１６は後方部分を欠失して

いるが唯一全形を知ることができるものである。因にこの寸法は長さ129mm、後部に最大径をもち６５ｍ、口先の径は

50ｍと細くなり、管の内径は28ｍを測る。外面、内面共に円形であるが、外面の片側半分がやや角張った面取状を呈

している。口先部分は約１０度の傾斜を見、炉に接した角度関係を知ることができる。一方後部は完形とまでは行かな

いが、内部の管に向ってジョーゴ状に割られている。ここではこの全形を知ることができる１６を基準にして比較して

みたい。いま全長の129ｍに対し１０は最長の145ｍを測るが後方へさらに延びるものである。最大径６５ｍに対し、最

大径をもつもの８０mm、最小径のもの５４mmがあり、より大きいものは６８％を数えることができる。管の内径では２８ｍｍ

に対し、最大は40ｍ、最小は１８ｍで、同径のものを他に２点見る。なおより大きいものは７５％を数える。口先部にお

ける角度10度に対し、計測可能なもの16点の内2番目の緩さを見る。最低のもの８度、最高のもの３３度を測る。なお表

示した１９は口先部を完全に付着物によって覆い塞がれており、１０～１９度と不確定の計測である。この他特色のあるも

のとしては３７の面取が施されたものがある。1.5～2cm幅で施され、ヘラミカキをして仕上げられたものである。２１は

胎士にスサの混入が見られる唯一のものである。

２）鉄津

土坑内より総重量63,5869の鉄津が採集された。これらはその状態から５種類に分けることができる。それらを例記

すると次の如くであるが、あくまでも便宜上の名称である。

流動津6,3009板状津25,5809

鍛冶津26,4459含鉄津Ｂ４９７ｇ

含鉄津Ａ４７６４ｇ

流動倖としたものは炉内で流動したと思われ、

表面になめらかな部分を持つものである。板状表９ＳＷＫ１号土坑出土羽口一覧表

挿図番号第１５．１６図

割付

番号

遺物

番号

計測 ｍ、

最汰径 内径 残存長さ に齢穫

割付

番号

物
号

遣
番

計測 ｍ、

最汰径 内径 残存長さ に崩渡

１０ ２ 8１ 3１ 145 2７ 1６ 7０ 3０ 8０ 2１

１１ ３ 7０ 3２ 8０ 2８ 3３ 7２ 3０ 6５

1２ ４ 6６ 3０ 6０ １２ 2９ 1９ 7１ 3４ 6２ 2５

１３ ５ 7０ 3８ 8１ ８ 3０ 2０ 7４ 2８ 6７ 2７

1４ ６ 5０ 3１ 3４ 8０ 3１ 9０

1５ ７ 7０ 3４ 8７ 2６ 3２ 2１ 7７ 3３ 7５

1６ ８ 6５ 2８ 129 1０ 3３ 2２ 6４ 3０ 9７ 2８

1７ ９ 7１ 3４ 8８ 2３ 3４ 3５ 5８ 3２ 4５

1８ 1０ 6０ 2５ 8９ 3５ 3６ 6４ 2６

1９ １１ 7０ 3１ 7２ 1９ 3６ 2３ 6０ 3２

2０ 1２ 8５ 3２ 9５ 3７ 2４ 7０ 1８ 112 1７

2１ １３ 7２ 3８ 2５ 7０ 3０ 6４

2２ 1５ 8５ 3８ 7０ 1４ 3９ 3７ 5５ 2５ 4３

2３ 3０ 5５ 3０ 5９ 3３ 4０ 3８ 5４ 2７ 4０ 1８

2４ １４ 8０ 3５ 5２ 4１ 2７ 7８ 3４ 6４ 1５

2５ 3１ 6６ 2８ 7０ 4２ 2８ 6０ 3２ 5５ 2４

2６ 3２ 6８ 5８ 4３ 2９ 5４ 4０ 3８
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口瀞
４６

139には磁気を帯びた土の付着を見、他の多くに茶褐色の山砂鉄の付着を見た。ここ

だ同様の山砂鉄と考えられるブロック状のものがこの沢の奥で数10kg検出されたが、

形津としたものは炉底部に溜ったと思われる皿状の形態のものである。

３）その他の遺物

炉壁

鉄津を付着する炉壁がある。量的には平箱２ケの分量となった。

木炭（図版１３－８）

総てナラ炭で総重量15759を見る。長さ８～16cmの割炭及び太丸炭が主体である。

土器（第１８図、図版13-9）

土師器の髪片３個体分である。４４は胴長で丸底を呈

する髪の底部から胴部にかけてのものである。胴部に

最大径を測るものを推定できその径は23.5cmを測る。

器表、器内面共に峰線状の叩目文が施されている。長

石及び石英の細粒を混入した胎土で焼成もやや甘く赤

褐色を呈している。４５°４６は４～2cm程の細片であるが

やはり髪の胴部及び腰部に当る部分である。４５は器の

内外面共に催線状叩目文が施され、４６は内面は不明だ

が器表面に同様の叩目文を持つ。両者共に胎土は砂質

士で粗雑であり、焼成も不良で赤褐色を呈す。なお４５

はかなり磨耗が激しい。これらの土師器饗の年代観を

絞り込むことは困難であるが、ここでは９～１０世紀の

所産と幅を持って考えておかざるを得ない。
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第１８図居村Ｂ地区ＳＷＫ１号土坑出土土器

ここで山砂鉄としたが確証はない。た

二が、それに似たものである。１４４の碗

蓉
浄
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表１０ＳＷＫ１号土坑出土鉄塊系遺物一覧表

９

遺物

番号

135

136

137

:３８

139

１４０

１４ユ

142

143

1４４

1４５

146

147

148

149

150

1５１

邑
皐

二
Ｊ
・
一

三
鞘

522

175

4２

2５

206

４４

340

115

4６

540

350

506

312

420

250

235

150

ぜ‐法、ｍ，

長径

100

5６

3５

3４

9５

4５

9０

7５

4０

120

130

1１０

9５

ﾕ1５

7５

ﾕ1０

6０

短径

6５

5０

2８

3０

4５

3０

6５

4５

3０

9５

7５

8(〉

8０

8５

5５

7３

4５

雇さ

5０

2５

１６

2０

3０

4５

~７
国司甲

5５

3５

5０

3０

3０

3０

3０

3５

残
度

鉄
だ

備考

磁気化;王付着

磁気化l:ｲf･着

l；砂鉄侭着

I湖勝宰；11砂鉄ｲ､着

111砂鉄イ､－．着

;１１砂鉄付.着

:i、砂鉄付着

［、砂鉄付着

!L：砂鉄付着

遺物

番号

１５２

153

154

155

1５６

157

158

159

1６０

ﾕ６１

162

１６３

164

165

166

167

ﾕ6８

重量

１１３

175

4０

2４

3０

2３

1s

1５

二０

1０

,ｔ法、、

長径

7０

6７

4０

3９

4４

3５

3６

3０

3４

2３

3３

2６

2５

2２

1６

1０

1１

短径

5５

5０

3０

2２

2５

2５

2５

2５

1８

1２

1５

1８

1２

1０

1０

厚さ

1.8

3８

2０

1６

1５

ﾕ６

1５

1１

1０

1１

1ユ

鉄残

存度
備考

､'１砂鉄イ､』･着

＊砂鉄イ､:･着



５製鉄関連木炭窯

鉄製産のエネルギーと成る木炭の生産窯として、ここでは大きく２つの形式に分けられる。そのひとつは半地下式木

炭窯で他のひとつは地下式木炭窯である。これらはその形態によって大きな異りを見ると同時に２～３世紀の時間差が

考えられるものである。然しながらこれらの木炭窯の所在は総て沢の南向の斜面に限られている。地形に依るものと思

われるが、反対向き急斜面に築窯が不可能であったとは考えられない。木炭窯をＳＣの記号で表示したが、第１９図に

これらの立地を示した。

Ａ半地下式木炭窯

ＳＣ１号窯（第20図。図版14）

大グリットO40区の４と９にかけて位置する。当遺跡Ｂ地区に於ける最も奥部にある窯である。沢の下部より９ｍ

掛上った標高25ｍから２９ｍにかけて築窯されたもので、この位置は斜面の中段に当るかなり高い位置である。そして

この地点の傾斜度は約11度で、上部及び下部共に傾斜度を増す中間地点に立地する。

検出された遺構は南西向きに窯口を持ち、その長軸の方位はＮ４０ｏＥを測る。遺構は前庭部先端から煙道部まで

13.4ｍであり斜距離では14.2ｍを測る。窯床の長さは12ｍ、幅は一定しないが85cmから1.15ｍで、焚口６５cmから急に

1ｍとなり中程で85cmと狭まり、後部に向って約１ｍを保ち窯尻で1.15ｍを測る。窯床の平均斜度は１５度程で焚口と窯

尻までは３ｍの標高差を測る。焚口は90cm程水平であり、窯尻の５０cm弱が水平である。煙道は横煙道１，奥煙道１の

２本があり、奥煙道は窯との障壁が崩壊している。残存する奥煙道の径は48cmを測るが、おそらく地上に造られた先

端部は２０cm程のものと推測したい。横煙道は左側に有り断面図Ａに示した如く障壁と言うよりは掘り残し部分と考え

られる地山が残る。この底部の寸法も２５×30cm程であるが地上は奥煙道と同様により細いものであろう。いま横煙道、

奥煙道共に底部は窯床より一段と下げられている。残存する窯壁は最高22cm程で窯尻ではほとんど見られない。平面

図に示した外側の破線は崩壊した側壁の裏側に当る部分である。横煙道より２ｍ程上部の床の破線部分は削平されて不

明である。いま天上の高さを推測することはできない。前庭部の大部分は流出しているが、窯口から９０cm程が残存す

る。緩い傾斜を持ち、細いラッパ状を呈している。検出時点で窯内は天上部と思われる窯壁ブロックと焼土が充満して

いた。この天井材及び窯壁の補修材と思われる窯壁ブロックがある。１７～19cm大のもので黄、赤、茶、焦茶色の４通り

のものが見られ、ムギワラと思われるスサが混入されている。これらの色彩によって時点を異にする補修に使用された

ものと考えられる。

第１９図居村Ｂ地区ＳＣ木炭窯祉群周辺の地形実測図
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窯内出土の遺物として焼土塊２点と土師器片

がある。第21図に示したが、前者の２点は粘

土を無造作に握り絞めたものが被熱されたもの

で４８は６×5cmで指痕が残るもの、４９は１２×８

cmでスサが混入されている。窯口に近い位置で

の検出であり、焼台、あるいは窯道具の一種か

と思われる。窯口より鉄津（鍛冶津）が検出さ

れた７×６×3cmである。窯道具とした可能』性が

考えられる。同じく窯口より４７で示した土器

片がある。土師器の碗底部で箆によるロクロ切

離し痕がある。窯廃棄後の流入物であろう。

』

の

第２１図居村Ｂ地区ＳＣｌ号木炭窯出土遺物

第20図居村Ｂ地区ＳＣ１号木炭窯平断面図

ー



ＳＣ２号木炭窯（第22図、図版１５）

大グリットQ36区の６に位置する。西側に下る斜面の裾近くにあるが、一部が道路の下になり向って右側（南側）

は崖状に大きく削り取られて煙滅している。残存する窯体は横煙道部から奥部で、標高は16ｍから１８ｍに掛けて立地

する。窯体を覆う道路は20度程の傾斜で切り開かれたもので、残存する下部は敷き詰められた砕石の面に接する。窯

の長軸はＮ８２ｏＷを測りほぼ東西に築窯されている。残存する長さは奥壁まで3.7ｍ、床幅１ｍ、奥壁部の幅1.1ｍ、

向って左側（北側）に横煙道があり、その中心より奥壁までの長さは2.7ｍである。横煙道、奥煙道共に窯床より下方

へ向って37～40cm程割り込み、地上へ立上がる。残存する床は奥部に当ることからほぼ水平で、前後に向ってやや下

る。前方への傾斜は８度程を見るのみである。残存する壁の高さはＣセクション部分で25cm、奥壁で４７cmを残すが、

天井の高さを推定することはできない。床面は非常に良く焼けており図示した如く床面に木炭が少量であるが残されて

いる。この木炭は2,2009で総てナラ材で割炭、小丸炭からなる。

Ｂ地下式木炭窯

ＳＣ３号木炭窯（第２３図、図版15-6）

大グリットO40区の５と１０に掛けて位置する。第５図或いは19図に見るかぎり前述したＳＣ１号木炭窯に併例して

所在することから、一見して同時操集を行う二連式の木炭窯に見られるが、地下式、半地下式の異りから時代差がある

ことが明らかで立地からする偶然の築窯と見られる。

ＳＣ３号窯は標高25ｍから２８ｍに掛けて造られ、山腹の中間部に当る。南側に窯口をもち、長軸の方位はＮ１４ｏＥ

を測る。窯の中央部分に対し、窯口及び煙道が西寄（左側）に片寄り、やや弓状を呈する。窯体発見時点においてこの

歪みと煙道の位置とが分らず、掘削予定の長軸ラインが煙道をはずれた。このため第23図の長軸断面図に記録した窯

内の堆積土居図に煙道部分の土居が入っていないことを断っておく。

遺構は前庭部を含めて全長8.1ｍを測り、窯体は5.8ｍ、幅は窯口部分で0.9ｍ、１ｍ奥部で0.8ｍの最狭部分があり、

窯口より3.5ｍ程に最広部分が見られ１．３，余を測り、奥部は1.1ｍである。煙道は径40cm程であり、窯体との間に厚さ

20cm程の障壁をもっていたと思われるが総て崩壊している。窯壁が残存する高さは最高1.5ｍでありその上部は不明で

ある。また煙道は床面続きより造られており、地面までの残存高は2.1ｍを測る。床面は奥に向って僅かな傾斜があり

3～5度を測る。なお窯口部分は前庭部より12cm程下る。残存する窯壁
邑|i寒寒ミ

は前方部では残りが少ないが､柿畑造成による削平と考えられ､完全な

地下式窯として築窯されたものである｡いま推定される天井高は1.7～

1.8ｍである。

前庭部は窯口より湾曲に広がり幅2ｍを見るが、前方1.5ｍ程で流出

し不明瞭である。

ＳＣ４号木炭窯（第24図、図版１６－１．２）

大グﾘｯﾄP39区の3に位置する｡SC2号窯の位置する道路の延；

長上に横たわるものである｡この道路は山腹を大きく切出して造成さｉ
れたもので、煙道部は山側の高所にあり、窯口部は崖の中段にある５

（断面図参照)。

従って窯体の上部は全体に削平されている。窯の位置する標高は22ｍ

から２４ｍラインにあり、前庭部分は一気に１５ｍラインまで落ちる。

窯体は窯口を南西に向け、その方位はＮ６２ｏＥを測る。なお２４図に

示した長軸の断面図は煙道検出以前のセンター設定によるもので、中

心より２度西寄りである。

－２４－
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第２２図居村Ｂ地区ＳＣ２号木炭窯平

断面図



検出された遣構は前庭部1.15ｍ、窯体4.7ｍ煙道部奥行1.2ｍで総計7.05ｍである。窯口は45cmで弧状に広がり最大

幅1.35ｍで奥壁も丸味を呈する。煙道部は奥床より１ｍ後方へ向って斜状に割られ、1.5ｍ程で真上に向うがその部分

で削除されている。下部に残る煙道の角度は56度を測る。煙道の入口は10～15cmの石４個がアーチ状に談込まれ、周

囲を張壁で固めている（24図の展開図参照)。窯床は緩い傾斜をもって登り、窯口より中央までは４度、奥部は２度を

測る。側面に残る壁面の様子を展開図に示したが最高65cmである。築窯時の天井の高さは計り知れないが、地下式窯

であることは確実だと思われる。なお前庭部はハの字に開いているが僅かを残すのみである。ここには粉末状の炭溜り

を見た。

ＳＣ５号木炭窯（第25図、図版16-3～6）

大グリットP39区－２°７･８に跨がって位置する。前述のＳＣ４号窯と６ｍの距離をおいて併列し、標高もほぼ同

様の２２ｍから２４ｍにかけ所在する。窯体の奥部から煙道部は道路の下になり、中央部から窯口にかけては崖の中段に

位置し窯口がかろうじて残存するが前庭部との接点が不確実である。この長軸の方位はＮ５０ｏＥで南西に窯口を持つ。

検出された遺構の全長は5.6ｍで、窯床部分は4.85ｍを測る。窯口は左側に僅かに残る側壁の立上り部分を元にして対

照させれば50cm程と推定することができる。窯内に向っては丸味をもって広がりほぼ1.35ｍの窯幅を保つ。窯尻は幅

1.1ｍとややすぼみ、直線状をなす。窯床は口元から窯尻に向ってほぼ平均に登りその傾斜度は10度を測る。煙道は奥

と右横の２本があり、いずれも不完全である。奥煙道は窯尻のやや右寄りに位置し、１５～25cmの地山を障壁に残して割

り抜いたものであるが、上部の一部分が剥離しており下部の７６cmは張壁によって塞いでいる。この障壁と床面との間

隔は僅か８cm程で横幅は１５cmを測る。立上り部分の後方は殆んど崩壊しており旧状を止めないが３０cm程の径を保った

ｌ炭混窯壁ブロック

２炭層

３炭･窯壁ブロック混沙

４頚涛垂

５鯛輝窯壁混黄色枯質士

６喋混黄色粍質士
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第23図居村Ｂ地区ＳＣ３号木炭窯平断面図
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の最大のものは長径18cmを測った。
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Ⅲ彼熱地山

Ⅳ地山

ｓ石

と推定することができ、後方へ10度強の角度をもって立上り、その高さは1.45ｍを測る。横煙道は窯口から2.9ｍ地

点の右側にある。上部及び下方に地山の障壁を残すが中間部は総て崩壊している。推定される障壁が10cm程と薄いた

め、おそらく張土による障壁が造られたものと思われる。この煙道は下部の引込み孔は高さ１０cmで、外部へやや張出

し、残存する上部は大きく外側へ外返する。全体の径は10～20cmと推定される。残存する側壁の最高は７０cmに過ぎな

いが、Ａセクション部分に見る高さの如く1.7ｍ以上の天井高があったものと推定される地下式窯である。

なお煙道部の張壁に使用されたと考えられる製鉄関連炉の炉壁、いわゆる鉄津付着の炉壁15点が検出され、その内
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第24図居村Ｂ地区ＳＣ３号木炭窯平断面図及び窯壁展開図
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第25図居村Ｂ地区ＳＣ５号木炭窯平断面図

残存する遺構の全長
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なおここで検出された地下式窯の内では地表より最も深いものであった。

ＳＣ６号木炭窯（第26図、図版17-1～4）

大グリットP40区の２に位置し、ここは山裾に近く標高は19ｍから２０ｍ間にある。窯口を南西に向けるもので、そ
の方位はＮ４９ｏＥを測る。窯口から前方部分は柿畑の造成によって消滅しており全容を知ることはできない。また地
すべりに依って中央部で大きな亀裂があり上下左右に歪を見ることから精密な測定数値は出ない。残存する遺構の全長
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1，

６その他の製鉄関連遺構

ＳＸ２号遺構（第28図、図版１７－７）

大グリットP37区３，４に位置し、標高22ｍから２３ｍの地点で山腹の中間に当る。前方部は道路に切取られ、後部

を1.3ｍ程残すのみである。遺構の長軸はほぼ西向きでその方位はＮ８９ｏＥを測る。最大幅は１ｍで正面部分は８５ｃｍと

なり．の字形の方形を呈している。床面は前方へ傾斜し、その角度は10度を測る。床面には黒灰が堆積しているが床

面は殆んど焼けていない。側壁も５０cmの高さで良く残るが焼成度は薄い。奥壁は山側に６２度の傾斜をもって延びてい

る。前項記述のＳＣ７号木炭窯の類形と考えたいが、遺構内の覆土中に焼土が見られないので天井部の存在が不安定で

ある。後述するＤ地区の木炭窯でＳＣ４号窯には奥部の天井が完全に残っている例もあり、木炭窯の可能性も否定でき

ないが、床や壁の焼け具合などからここ
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ではその他の遺構と考えたい。
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は4.65ｍで、その内窯体部分が3.45ｍを占る。立上り壁面における奥壁は、長軸の断面図に示した如く崩壊によって

不確実だが、窯床に残る窯尻より1.4ｍ程で大きな亀裂による歪みを見る。この歪みは前方部が削平された前面へ動い

たもので、２０cmの落差を見、その繰出し幅は床面で25cm程で、地表部に現れた間隙は３ケ所で、その合計幅は２０cmに

なる。床幅はこの亀裂を境にして前面が95cm、後部は85cmを測る。いま移動していない後方中央部における窯幅の７５

cmを以って標準と見たい。窯尻は半円形を呈して煙道につながる。煙道は窯尻の床面の一部を掛けて１２cm程掘下げて

後方へ向い、５５度の斜度をもって地表に向う。いまこの高さは垂直で1.4ｍを測る。地山を割ったもので下方は内側が

崩壊しているが、この部分は張士による障壁があったものと考えられる。煙道の径は下方で20cm、上方で４０ｃｍと広が

る。床面は殆んど水平であったと考えられ、後方部ではやや歪みが見られる。またＢセクションに見られる様に左右に

波打つものであるが、地すべりに依るものと考えたい。側面に残る窯壁はＡセクション部分に見る最大高で１．１２ｍが

ある。しかし残存する最大深渡の1.3ｍ以上の天井高があったものと推定される。窯内から２２５９の木炭が採集された。

総てナラ材の割炭である。なおここに見る地すべりは３催の間隙から見てごく最近の事と考えられる。

ＳＣ７号木炭窯（第27図、図版17-5～7）

大ダリットP41区の１に位置し、地表を削平された緩い斜面でこの標高は20ｍから２１ｍに掛けて立地する。窯体の

前方部分を失い、また側壁も最高で40cmを残すのみであるが一応地下式窯の部類にしたい。窯の長軸はＮ４８ｏＥで窯

口を南西に向けている。残存する窯長は３ｍ、奥壁の高さ４０cm、最大幅80cmで窯尻は丸味を持つ。後方に煙道部が検

出されないことから、天井部から煙道を持つ構造であろう。床面は緩い傾斜をもち５度を測るが、前方部分はほぼ水平

である。床面中央部に多量のナラ材の木炭が残り、図版１７－６に示した如く横位に並んで検出された。

窯内より製鉄関連炉の炉壁と思われる鉄津付着の炉壁（壁付津）３１点、１１６０９と鉄津１０点、１２０９、鉄塊系遺物

(含鉄津）９点が検出された。この内鉄塊系遺物を表１１に示した。これらは窯壁の一部として使用されたものもあろう

が、後の流入物と見たい。
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遺構内から鉄津付着の炉壁（壁付津）で最大８×５×2cmなど42点、５９０９、

板状の流出津14点、２４０９、浮上津と考えられるもの14点、１４５９、磁石に反

応を示す鉄津６点、１２９が検出された。いずれも流入物と考えられる。

７その他の遺構

製鉄に直接関連しないと考えられる遺構が調査範囲内に多数検出した。これ

らは小型の木炭窯で白炭生産が行われたと考えられるものと焼土坑と呼称して

いる簡易炭焼遺構、及び不明の灰溜り、ピット群がある。この内焼土坑は製鉄
1ｍ

操業が行われた時代にも同様な作業が行われているが、時代等を特定できない
１黒灰混黄色粘質土

２炭混褐色砂質土ので、ここでは一応近現代の遺構として本項で報告するものである。
３炭混黒灰

４灰白色粘土Ａ木炭窯
５黒色土

白炭窯と考えられるもので沢の左右両側に立地する。９号窯から２３号窯ま第２8図居村Ｂ地区ＳＸ２号遺構

平断面図での１５基があるが、２３号窯以外は半地下式窯と推定されるものである。

ＳＣ９号木炭窯（第29図、図版18-3）

大グリットP42区の３に位置する。図版１８－１に示した様に後述するＳＣ１０～12号窯の４基が併列する。標高は１６

ｍから１７ｍ余りで西向き斜面の山裾であり、現況では埋立造成地の下部に当る。遺構は前庭部を含めて3.9ｍ、窯体は

縦長形で２ｍを測る。窯口は４５cm、中央部幅1.1ｍ、奥部１ｍで丸味をもつ、床面は１１度の傾斜をもつ。煙道は奥壁の

中心部の床に沿って前方へ割られ、４０cmで１４度の傾斜を以って立上る。この太さは吸込みで１５cm，最大径は２５cmを測

る。地表面を削平されているため、残存する煙道及び側壁の最大高は45cmに止まる。窯口に接続する火消し場と考え

られる坑は10～20cmと浅く幅1.1ｍ、長さ１ｍで先端が尖る。完掘以前に設定した長軸のセクションは右寄りとなり、

そのままでの断面図を呈示したが、中心軸はＮ６３ｏＥを測る。遺物として木炭２１５９が採集された。２～4cm長さのもの

で、ナラ材による小丸炭である。現在の白炭の硬さはないが、これまでの黒灰よりやや硬度がある。

ＳＣ１０号木炭窯（第29図、図版18-3）

大グリットP40区の８，Ｐ41区の３に跨がって位置し、ＳＣ９号窯とは１ｍ程の距離にある。窯長2.15ｍ、窯口４５

cm、中央部まで扇状に開き1.15ｍを測り、そのまま奥壁まで方形を呈す。床は前後に波打つが平均14度程の傾斜をもっ

て登る。煙道は床より水平に割られ、５０cm奥で直立する。吸込部は１２×18cm、立上部は24×20cmで、残存高は６０cmで

ある。炭消し坑は削平によって検出できない。全体に均等に築造された窯で、奥壁の残存高は５５cmを測る。またこの

方位はＮ５５ｏＥである。窯内より木炭11009が検出された。ナラ材の割炭、小丸炭、極細丸炭がある。また流入物と

考えられる鉄津（流出倖)、炉壁（壁付津)、鉄塊系遺物（含鉄倖）など合計７３５９が採集された。

ＳＣ１１号木炭窯（第29図、図版18-2）

大グリットP40区の８に位置する。窯長1.74ｍ、幅員は窯口７５cm、中央部1.3ｍ、奥部に最大幅があり1.4ｍを測り、

角形を呈す。左右に歪みがあり、右側で大きく修正されて掘込まれている。床面の傾斜は中央部で１８度、窯尻では水

平、窯口から前庭部にかけては５度を測る。床面は焼けが強く、その上に４～9cm程の焼小石が散乱しているが、落下

物か敷石かは不明である。煙道は床面より下り気味に掘込まれているが、左側へ向って歪んでいる。４０cmで斜状に立上

る。吸込口は８×18cm、残存する上部で17×24cmを測る。なお煙道の上部には図示した如く造成地の排水構であるコン

クリートフリュームが施されている。この窯体の方位はＮ４２ｏＥを測るが、断面図はＮ３２ｏＥで記録したものである。

前庭部は確認できなかった。

遺物として木炭、鉄津がある。前者はナラ材の割炭、小丸炭で12～14cmの長さのものなど１１０９がある。後者は流出

津３点2459で流入物と考えられる。

ＳＣ１２号木炭窯（第29図、図版18-2）

大グリットP40区の８に位置する。窯長1.3ｍ、幅員は窯口７０cm、後部に最大幅を持ち1.13ｍを測り、奥壁も丸味を

持った円形の窯である。床面はやや窪みながら15度の傾斜で登る。残存する側壁は40cm程である。煙道は床面よりやや
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窪みながら弧を画いて約30度の角度を以って割られ、吸込口１０×10cm、残存最大径は２０×12cmである。前庭部は僅か

に窪むが定かでない。窯体の方位はＮ４５ｏＥである。

窯内から粉末状の木炭1009が採集されたが素材などを判断できない。

ＳＣ１３号・１４号木炭窯（第29図、図版１８－４，５）

大グリットP39区の５に併列して検出されたものだが造成地の道路や側溝工事によって大方は破壊され僅かに床面

の一部を残すに過ぎないものである。

１３号は窯体床面の輪廓を知ることができ窯長1.7ｍ、窯口幅50cm、最大幅90cm、床面の傾斜２１度と急勾配である。

また左側床面が下り６度の傾斜を測る。窯口からさらに傾斜を増して落込み前庭部は４０cm程残して消滅している。窯

体は不定形で歪が大きいが、長軸はＮ４３ｏＥを測る。

１４号は破壊が激しく殆んど不明である。窯□、窯尻共に不明で僅かに中央部が円形に残る。しかし床面も消滅し、

トーンで示した部分のみが残存する。破壊した床面より木炭1659が採集された。ナラ材の小丸炭と割炭があり、やや

硬度がある。

ＳＣ１５号木炭窯（第29図、図版18-7）

大グリット○41区の１０で、山腹の中段に位置し、標高20ｍから２１ｍにある。遺構は前面の頚部と炭消し坑を良く

残し全長4.65ｍを測る。窯体は逆フラスコ形で奥部に最大幅の2.2ｍを見、中央部で2.1ｍ、窯口は５５cmを測る。窯長

は2.1ｍで煙道につながる。床面の勾配は緩く４度を測る。煙道は床面より２２度の急傾斜に上り直立する。地山を割抜

いたものではなく張士による障壁を以って造られたと考えられるが全壊している。このことは後述するＳＣ１６号木炭

窯の前庭部に煙道部が掛ることになり炭消し坑などのため地山を割抜くことが不可能だったものと考えられる。窯□よ

り炭消し坑までの1.1ｍ間が炭を引き出す通路として頚状に掘込まれている。約25cmの掘込みを見、中央部で幅50cm、

裾部では９０cmと裾開きとなって坑に接している。この炭消し坑は横長で、長径210cm、短径90cm、深さ４５cmを測る。

いま全体の方位はＮ３５ｏＥである。

窯床及び炭消し坑に木炭が検出されている。床にはナラ材の小丸炭を中心に2100ｇがある。坑にはナラ材の割炭、

丸炭が15509であり、共に粉末状のものが多い。また坑内出土の窯壁ブロックは、２～3cmの小砂利を多く混入させた

ものである。

ＳＣ１６号木炭窯（第30図、図版18-6）

大グリット○41区の５．１０に跨がって位置し、前述のＳＣ１５号の真上にある。従って前庭部は１６号の窯体によって

切り取られている。標高は２２ｍを中心とし、方位はＮ４０ｏＥを測る。窯体は方形に近く窯口の６０cm幅より大きく広が

り中程より窯尻まで1.55ｍを保つ。床面は少々の凸凹を見るが７度の勾配をもって煙道部につながる。煙道は窯尻床面

より４０cm程掘り進んで、やや山側に１０度傾斜して立上る。吸込口は上部と左右に操を１個づつ談込み２０cm角を成すが

底部が丸味を持つ。残存する煙道は立上り部分で15cm程に絞られ、高さは55cm程を残す。窯口には長径40cmと３０cmを

測る２個の僕があり、おそらく口塞の材料として使用されたものであろう。前庭部に２５cmから１０cm程掘込んだ炭出し

通路がある。１２度の勾配で60cmの長さを見るがその先は消滅している。窯床前面に木炭が折重なって検出された。焼

成中に窯体が崩解したものと推定される。

ＳＣ１７号木炭窯（第30図、図版19-1）

大グリットR34区の６．７で急斜面の山裾に位置し、標高は１３ｍから１４ｍである。北東に□を向けるもので、その

方位はＳ４６ｏＷを測る。均整のとれた円形の窯体で窯長1.4ｍ窯口幅50cm、中央部の最大幅1.05ｍを測る。窯床はや

や中だるみながら１２度程の傾斜をもって煙道部奥まで達する。煙道は45cm掘進んでほぼ直角に立上る。吸込口では２０

cmの径を測るが立上り部分で15cm程に絞られる。前庭部は大きくハの字に開くが40cm程で消滅している。

窯内から木炭少量が検出された。ナラ炭・雑炭で、小丸が主体であり、比較的軟かいものである。

ＳＣ１８号・１９号木炭窯（第３０図、図版19-2）

１８号はQ41区の５，１９号は同区の５とQ40区の１０に跨がって位置するが、少々の標高差があるがほぼ併列して所在

する。この地は南に向いた急傾斜の小沢の奥をよじのぼった足場の悪い不安定な場所である（第７図参照)。

１８号は標高23ｍから２４ｍで方位はＳ５２ｏＷを測る。窯体は長目の方形で、窯長１．６３ｍ、最大幅は窯尻にあり

１．０４ｍ、床面の傾斜は前方部が１８度、中間より煙道奥にかけて８度を測る。焼道部は障壁の下部が崩壊して不明だが

直立に割られたもので最少径18cm程を測る。前庭部は炭出路となるが沢に向って自然流出して不明である。

－３１－
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壁を塗っている。この塗壁には竹又は柴の串を

地山に刺して壁をもたせる方法が用いられ、８本

の串が|採集された（第31図、図版１９－８参照)。

床面に残る木炭は総てナラ材の割炭のみで硬いものと軟かなものとがある。

１９号は標高23ｍから２４ｍに掛けて位置し、その方位はＳ２６ｏＥを測る。いま窯の前方部を残して沢に向って自然流

出しており、窯口の絞りも見られない。残存する窯長は1.5ｍ、窯尻から煙道先端まで60cmである。長方形の窯体と思

われ、床面の最大幅は１．０３ｍを測り、その傾斜は15度で煙道奥まで進む。煙道部は地山を割抜いて構築されており、

障壁部の殆んどが崩壊しているが湾曲気味に地表へ向って立上り、その長さは1.1ｍを測る。

ＳＣ２０号.２１号木炭窯（第30図、図版19-3）

大グリットQ39区の７に位置し、北東に向って張り出す小さな舌状尾根の先端部でこの標高は１５ｍから17.5ｍにか

かり遺構の前面は沢の本流となり湿地に続く（第７図参照)。２０号と２１号が一直線上にあり、且つ一部分が重複する

もので21号が先行するものであり、北東窯口を向けその方位はＳ２８ｏＷを測る。２１号窯発見の動機は、２０号窯の完掘

時点で突然に窯口部分に孔が発見され、これが21号の煙道であることが判明したことによるものである。図示した如

く２０号の前庭部は２１号の窯体の上に重なり、一部は20号の窯床を掘込んで構築されたものである。

２０号窯は前庭部を含めた全長は4.2ｍで窯体の長さは1.9ｍを測る。卵形を呈し最大幅を奥部にもち1.4ｍ、窯口は

60cmを測る。窯床の傾斜は前方部分で15度、後方で９度と緩くなる。煙道は床面より水平に５０cm延び直立する。吸込

口及び立上り部分共横広で25×20cmを測る。前庭部は中央部が50cmに絞り込んだ通路を径て炭消し坑に続き、坑は横

長の楕円で1.2ｍ、残存する短径は９０cmを測る。

２１号窯は窯尻と煙道部を残すのみで、窯体の前半部は20号窯の前庭施設である炭消し坑によって破壊されている。

また前庭部分は沢の浸食か或いは柿畑造成によって消滅しており検出できない。残存する床面は奥部の４５cmで、最大

幅は９０cm余を測り、円形の窯体が推定される。床面の傾斜は７度と緩く、やや掘窪められて煙道となり、５０cmで立上

がり、山側へ７度程の傾斜を測る。

Ｓｃ22号木炭窯（第30図、図版１９－３．４）

２１号窯に並び同じくＱ39区の７に位置する。前庭部及び窯の前方部分は消滅している。窯体は右側に大きく歪むが

楕円形と推定され、最大幅は85cmを測る。窯床は90cm程を残すに過ぎないが、９度の勾配を保って煙道奥まで続く。

奥壁及び煙道の立上り共に山側へ１２度の傾斜をもつ。煙道の吸込口は高さを低く絞り最低８cmである。なお煙道は窯

体長軸の右側へ大きく歪んで位置する。

ＳＣ２３号木炭窯（第３０．３１図、図版19-6～8）

大グリットP39区の３．４にかけて位置し、柿畑造成により前面は大きく切り取られて絶壁をなし、窯口より前方

を失っている。これまでの窯体とやや造りが異なり、又使用された材料から現代の木炭窯であることが分る。窯は前方

部を欠失しているが円形と推定され、その最大径は中央部と思われる位置にあり2.18ｍを測る。現存する奥壁の高さ

は80cmであり、より高い地下式窯に相異ないが、掘込みの壁面に什卜壁を塗っている。この塗壁には竹又は柴の串を

地山に刺して壁をもたせる方法が用いられ、８本

の串が|採集された（第３１図、図版１９－８参照)。
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表１２SC23号木炭窯出土遺物計測表
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表１３焼土坑一覧表
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３号

煙道は石、レンガ、土管を用いて複雑な配置を見るが、窯床につながって30cm延びて、山側に２９度の傾斜を持って立

上る。現存する立上りは土管１本の７０cm高だが、土管の使用法が受口を上向きにしていることから２本の土管が使用

されたものと推定される。煙道下部は６個の方形の切石（コマ石）を中間を空けて地下に賦せ、それぞれの上にレンガ

を乗せ、前面吸口天井に切長石を談め土管の基礎としている。吸口の寸法は高さ５cm、幅２０cmであり、土管の内径は

14cmを測る。

窯床奥部に２５×１５cmの偏平な切石とレンガがあり乾電池のタンソ棒と推定されるもの２個が検出された。煙道部の

修理後放置された窯と推測される。

Ｂ焼土坑（第32図、図版２０．２１）

いわゆる窯を構築しないで木炭を造るもので、簡易炭焼、簡易炭窯などと呼ぶものである。山腹の緩斜面などに小さ

な台地を削り出したり、浅い坑を掘ったりしてその中で柴や粗架を燃して木炭を作る。これによって地表面や壁が焼け
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Ｐ４４－７
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2260

1９００

1７１０

1580

1290

1605

計測（単位c､）

長径

1１０

155

7０

ﾕ1５

二4８

9０

ﾕ0５

6４

１通

１００

105

9０

130

短径

9０

6０

7０

100

8０

7８

4５

5０

１１０

１００

9７

6５

6５

深さ

2０

5０

2５
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2０
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形態

副形

桁円

i･冊

に形

惰円

隈形

方形

に形

円形

方形

ＩＩＪ形

方形

方形

備考

一部崩壊

・部崩壊

・部崩壊

一部崩壊
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ＳＧ３号灰溜り（第３３図、図版２１－７）

大グリット０４１区の１０に位置し、ＳＣ１５号。

16号木炭窯の斜め下部に当る山裾にある。自然の

窪地に炭と灰が見られ、その範囲は１．５，余の径

内に亘る。単なる木炭窯の灰捨場の可能性も考え

られる。
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第３３図居村Ｂ地区ＳＧ１～３号炭灰溜まり平断面図
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ることから焼土坑と呼んでいる。山中で火を焚く事は炭焼に限ったことではなく様々な要素が考えられるところである

が、一応焼土坑の呼称で一括しておきたい。

これらの遺構は非常に浅いことから地形変更が行われた南向きには僅か３基が確認されたのみで、林野のままであっ

た北向斜面に１０基が発見された。この内４号．５号。６号は沢の奥の中段に位置し、標高25～28ｍを測る（第５図参照)。

第32図と表１３に示したが、これらは総て斜面に立地することから、前方部分を欠失したものや、表土中にあったも

のなどで不明のものも多いが、穴状に残るものは３号。４号･５号。６号。９号でその他は台地を造り出したに過ぎない

可能』性もある。形体的には円形、楕円形、方形があるが、円形が多い。これらの大きさは１，余のものが多いが２号、

5号などの1.55ｍ、1.48ｍを最大とする。いま３号。８号に見る最少幅50cmのものを簡易炭焼とは想定し難いところで

ある。２号は背後の削壊によって異状な断面を呈するものと考えられる。

Ｃ灰溜り遺構

焼土を伴わない炭や灰が溜る遺構で、この燃焼目的が不明のものである。ここでは一応灰溜りと呼称し、３遺構が検

出されＳＧの記号を付した。

ＳＧ１号灰溜（第33図）

大グリットO41区の４に主体部を置き５に連なる。南向き斜面の中腹で標高は26ｍ前後に跨がる。２２度の勾配をも

つ斜面を幅75cmから１ｍ、長さ3.5ｍに亘って縦位に20cm程掘窪めた遺構で粉末状の木炭と黒灰が堆積している。いま

この掘込み遺構を定義づけられないが、前項の焼士坑とは異った一段階高度な簡易炭窯とも考えることができる。

ＳＧ２号灰溜（第33図、図版21-8）

大グリットQ40区の６で北向き斜面の山裾に立地する。山裾の斜面に向って横幅4.6ｍに背後を２５～30cm程掘下げ、

前方へ70～80cmの台地を造成し、その台地とさらに前面の斜面に炭混りの灰が堆積する。台地の造成から見て造林作

業による焼棄作業とは考えられず、大規模な簡易炭焼と考えたい。
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Ｄピット群（第34図）

ｓｘ１号の記号を付したがピット群がある。大グリットQ

40区の３．４に位置し左右に小沢をもつ北向きに舌状に延び

る尾根の中腹に位置する。標高22ｍ付近と２０ｍ付近の２グ

ループに分れ、前者は３基、後者は10基の小穴群である。

図示した如く前者は２ｍ間隔に三角形を呈している｡後者は

２列の柱列を成し､Ｐ４､Ｐ７，Ｐ10の１条が7.5ｍに亘り、Ｐ５、

Ｐ８、Ｐ９、Ｐｕ、P12、Pl3が１１ｍに亘って１条を成し、ほぼ

平行する。しかしながらこれらは斜面に対して斜状を呈し、

全く不可解の状態と言わざるを得ない。いまこれらのピッ

ト群が何を目的としたものか、またこれらの杭或いは柱が

建てられた時代などを特定するものは階無である。これら

のピットの深さは次の通りである。Ｐ,-10cm、Ｐ2-15cm、

P3-lOcm、P4-l5cm、Ｐ５-15cm、Ｐ6-23cm、Ｐ7-20cm、

Ｐ8-20cm、Ｐ9-30cm、Ｐ,0-15cm、Ｐｕ-10cm、P12-l3cm、

2０

第３４図居村Ｂ地区ＳＸ１号ピット群平面図
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ⅢＤ地区の遺構と遺物

１，地区の立地と調査範囲

Ｄ地区は国道403号線に最も近く張り出した丘陵の先端部より始まる。古津より割町へ通り抜ける狭い砂利道が山に

当面した場所である。この地点はＤ地区の最も北東部に当り、南から南東へ向って長く延びる尾根である。西側山麓

は鋸歯状を呈し、水田に面し、東側は幅30ｍ程の沢となって南から南東に延びる。この沢はおそらく一部が整地され

て柿畑となっていた様であり、対岸は居村遺跡Ｃ地区となる。第35図は発掘前の地形実測図であり、複雑な地形を呈

し、且つ急斜面が多い。標高は８ｍから２４ｍでその差１６ｍを見、尾根頂部は平坦である。現況は第３５図のイ・ロで示

した部分が畑地に開墾されている以外は総て山林で雑木と赤松山である。なおハ部分から東側・北側斜面は未買収地で

ある。二部分は深い湿地である。この様な地形から廃土作業に多々難題が生じることとなった。

調査範囲は北西から南東にかけて300ｍに及び幅は40ｍから100ｍに亘った◎大グリットＰ２２．０２３区に中心をもつ

西向きの尾根は南向き、北向きの斜面をもち、三方が道路に面して裾部を切落した崖となる。この北東部の山裾は急斜

面の裾に狭い台地があるが、一部は地すべりに因った堆積土に埋れている。Ｐ２６区も西に張り出した台地で北側は湿

地と沢に面するが南西側は急斜面となり水田である。Ｑ２７．２８区は西向斜面で同様で山裾は水田となる。○２８に中心

をもつ前述のロは標高23ｍの平坦地で、西側は緩い傾斜につながり、その広がりは４０ｍ×60ｍ程を測る。この北側は

3段の削平が見られ、遺構の一部が消滅した可能性がある。平坦地の東側の山腹はかなりの急斜面となり山裾部にやや

なだらかな狭い裾部をもつ。そしてこの山腹はO30区～○31区からやや緩斜面の中腹を見るＮ３４．Ｍ３５へと続くが、

途中Ｎ32区で小さな沢によって遮断されている。以上の調査区については図版２２．２３を参照されたい。

検出された遺構については第Ｉ章６に簡単に記述した。製鉄関連炉は２ケ所に所在したことは明らかだが、炉は東向

山裾に１基あり、北向山裾での複合する廃倖場に関わる炉吐の検出はできなかった。製鉄関連木炭窯は３基で半地下式

2基、地下式１基である。これらの位置も東斜面と北斜面に分れる。この他全遺構を第３７，３８図に見開きで示したが

連結する図である。なお同図中でスクリントーンをもって示したのはＳＸ１～7号までのピット群の範囲である。

２１号炉と遺 物

Ａ１号炉

大グリット030区６に主体部を置き、一部は○30区の１にかかる。山裾の狭い台地の隅部に立置し、前面及び右側

面が一段底地となり、背後は急斜面で３ｍ程を駆上り、上部は緩斜面の山腹となる。炉の標高は１３ｍ程でその主軸はＮ

４０ｏＥを測る（第39図参照)。遺構は地表部を掘り込んで造築された部分のみを残し上部は欠失している。炉は前方部

分を失っており実際の数値を把握できないが、楕円形の竪形炉で前後に長軸を持ち推測だが７０cm程と考えられ、短軸

は５７cmを測る。前方部分の破壊は炉床そのものを含むものであり、第40図に示した内側の円が炉床であり、外周の円

は下部施設である。炉は検出地表面より２５cm程の下部に床を造り炉壁を地表上に築いたと思われるものだが、残存す

る炉壁の高さは奥壁で20cm前後、向って左壁17cm、同右壁7cm程に過ぎない。炉床は中心部が窪んだ碗形を呈し、特

に奥部は曲線を画き（第40図の断面図参照)、炉床、炉壁共に砂質土を張付けたもので高温で焼けている。

炉床の下の下部施設は中心より前方部に張出して造られており、炉床より１０～12cmの間隔を見る。この施設は長軸

1.4ｍ、短軸1.2ｍでほぼ垂直の壁と、平坦な底部を呈している。そこに縦４本、前方部に横位に１本の栗の木材が並べ

られていた。検出時点では完全に炭化しており、最大のものは110×20×7cmを測り、それぞれの間に隙間が見られる

が、おそらく隙間なく並べ置かれたものと推定される。この木材は平角状に加工されたもので、右側のものは柚穴状の

切込みを持つ古材の転用である。

１号炉に関連する廃倖場は検出できなかったが、前方５ｍ地点に僅かな倖と炉壁ブロックが検出され、また炉の前庭

部の一段低地に少量の鉄倖等が採集された。
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(単位：ｇ）

表１５ＳＷ１号炉出土鉄塊系遺物一覧表 表１６ＳＷＨ１号廃津場出土

鉄津等遺物一覧表（単位：ｇ）

乙弓～Ｏ弓廃梓場はこの４ケ所総てか1発津場と言えるものではなく、４号、５号としたものは鉄津などの散乱場所であ

るが一応廃津場の名称を用いた。これらの廃津場はそれぞれが接し合い、またその一部が重複して所在するものである

が、そこで採集される鉄津の性格が異なると感じたことから分別したものである。なお廃津場を図面上ではＳＷＨで示
した。

これらの所在は大グリット○２２区の６．７，０２３区の１．２に位置し、ここは調査区域の最北端に当る。山裾の狭い

台地で背後は急斜面の山腹で湾曲して入江状を成している。前面は市道を挟んで水田面に接し、この台地はこの田面よ
り２ｍ程の高所となる標高９ｍから１２ｍ間にある。

第４２図にこれら廃津場の位置関係をそれぞれの調査グリットを以って示した。ＳＷＨ２号（２号廃津場）はこれら

の中心に位置し、多量の鉄津を堆積させるものでありその標高は8.5ｍから9.2ｍ間にある。ＳＷＨ３号は２号の北西

にあり一部が２号の下層となり、表面での標高は8.1ｍを測る。遺物の多くは覆土中に散乱するものである。ＳＷＨ４

号は２号の東側に接しているが層位を下げ、標高8.5ｍを測る。遺物は主に壁ブロックを中心に表面に散布するもので

ある。ＳＷＨ５号は２号の南側から西側に位置し、山側の傾斜地であり標高は9.5ｍから１２ｍと高い。遺物はやや広

い範囲に亘り且つ覆土中にあり、土砂崩れによる潰乱か、あるいは上部よりの流出物との感をまぬがれない。

表１４ＳＷ１号炉内出土鉄津等遺物一覧表

表１７ＳＷ１号炉外出士鉄塊系遺物一覧表

３２号、３号、４号、５号廃津場

Ａ立地と現況

２号～５号廃津場はこの４ケ所総てが廃津場と言えるものではなく、４号、

物
号

遣
番

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度

遺物

番号

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度
1501 120 9０ 4０ 2３ ２ 1505 １７０ 8３ 5０ 3５ １

1502 680 １１０ 9０ 6５ ２ 1506 ２ 微粒 １

1503 225 １００ 6５ 4０ １ 1507 135 玉粒多数 ２

1504 2５ 4０ 4０ 2０ １

含鉄津 鉄倖 壁ブロック 砂鉄 木炭 山砂鉄

1275 4913 1345 2045 2０ ５

遺物

番号

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度

物
号

遣
番

重量

９

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

鉄残

存度

1001 210 9６ 5５ 4２ ３ 1016 1０ 3０ 1８ 1５ １

1002 105 5０ 4０ 3０ ２ 1017 1５ 3５ 2０ 1７ １

1003 160 5０ 7０ 4０ １ 1018 4４ 4３ 3０ 2５ １

1004 6０ 3５ 4０ 2０ １ 1019 1０ 2５ 1８ 1５ １

1005 2６ 6０ 2５ 2５ １ 1020 ３ 1７ 1５ 1５ １

1006 3０ 5０ 3５ 1８ １ 1021 ５ 2０ 1３ 1６ １

1007 5０ (砂鉄） １ 1022 ８ 2０ 2１ 1７ １

1008 2０ 4８ 2３ 2０ ２ 1023 １０ 3２ 2５ 1７ １

1009 8５ 4２ 4０ 3０ ２ 1024 ３ 2３ 1３ 1０ １

1010 １０ 3５ 1５ 1６ ２ 1025 ４ 1６ 1５ ７ １

１０１１ ７ 2２ 2０ 2０ １ 1026 ３ 1７ １０ １０ １

1012 １０ 3０ 2５ 1５ １ 1027 ５ 2６ １０ 1０ １

1013 1８ 3５ 2５ 2２ １ 1028 ２ 2０ 1２ 1０ １

１０１４ 2０ 5０ 2０ 2０ １ 1029 １ 1０ 10 1０ １

1０１５ 1５ 3７ 2０ 1５ １ 1030 １ 1７ 1４ ６ １

含鉄津 鉄津 壁ブロック

1357 6135 4240
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これらの前後関係であるが、ＳＷＨ２号の一部が３号の上部に位置し最も新しいものであることは確実である。３号

は４号に対比して僅かに底位置となるが、地形を加味すれば同じ地表となり、同一時期のものとも考えられるが、それ

ぞれの鉄津の出土状況の異なりから見て別個のものと考えられる。５号としたものは地層の把握が困難なことなどから、

その他のものと比較できないが２号に先行する。

以上４ケ所の廃津場に関わる炉本体を検出するに至っていない。この内５号に関わるものはさておき、急斜面の山裾

に所在したことに相異ないが、総て煙滅しっておる。なお第41図に記した幾つかの焼土坑は時期を異にするものと考

えられる。

Ｂ２号廃津場と出土遺物（第43～45図、図版26～28）

第41図に示した如く大グリット022区の７の範時に位置する２号廃津場は、南北4.4ｍ、東西3.3ｍ、堆積する厚さ

33cm程の小規模のものである。この廃津場に関わる炉はすでに前述した如く発見されないが畑地への開墾によって削平

されたものであろう。調査では第43図に示した如く２５cm平方のメッシュを組んで遺物の採集を行った。この堆積は最

高で３３cmを測るに過ぎないが、３層程の層位を見ることができ、それぞれ分別を試みたが、不明瞭な箇所も多いことか
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表１８ＳＷＨ２号廃倖場グリット別鉄津等出土量一覧表（単位：ｇ）

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩＪＫＬＭＮＯＰＱ

1８

1７

1６

1５

1４

1３

1２

11

1０

９

８

７

段
目
目
段

段
段

上
２
３
下

６

津
倖
鉄

鉄
壁

含
鉄
砂

計
計
計
計

△
ロ
ム
ロ
△
ロ
ム
ロ

9,237.2

229,426

17,093

1,864

表１８では各グリットごとの含鉄津、鉄津、炉壁、砂鉄の出土量を重量で示した。この鉄津の殆んどは図版２７－１に

示した如くの流出津であり、230kg程の量が採集された。含鉄津（鉄塊系遺物）も多く222点、9.2kgに達した。これら

を表19、図版27-2～８に示した。
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1745

１２５

１２

1７

3145

330

７

6２

645

１０

２７

1１１

７０３

3４

３
３
５
６

３
６
５
１

2９

1０

925

120

４

1２．５

1407

130

２

1.2

２

３
３

1８

７

８
５
２

１
１
１

２４

２４０

７０

７

142

395

2５

１０

5９

920

8０

１２

4９

2265

4５

１７

６

1980

260

1９

１
５
５
４

６
３
８
１

５

3６

2800

483

６

８

5５

１１

2６

2635

325

2２

2.5

３

5.5

３

１

１
１

2９

llO

５

１

３

1２

１１０

６

2０

797

１０

5５

835

7０

１８

４

2705

9５

１

３

140

３

3０



表1９

遺物

番号

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

2016

2017

2018

2019

2020

2021

2022

2023

2024

2025

2026

2027

2028

2029

2030

2031

2032

2033

2034

2035

2036

2037

2038

2039

2040

2041

2042

2043

2044

2045

2046

2047

2048

2049

2050

2051

2052

2053

2054

ＳＷＨ２号廃場出土鉄塊系遺物一覧表

出土

位置

』 ８

Ｊ－１３

Ｎ－１１

Ｋ－１４

Ｉ ８

Ｌ－１０

Ｈ－８

Ｇ－１２

Ｎ－１０

Ｎ－１１

Ｇ－１４

Ｌ－１４

Ｍ－８

Ｊ－１２

Ｈ－１０

Ｇ－７

Ｊ－１３

Ｌ－１１

Ｇ－１５

Ｐ－９

Ｌ－１１

Ｆ－１５

Ｆ－９

Ｆ － ９

Ｆ － ９

Ｆ－９

Ｎ－１４

Ｍ－１２

Ｍ－１２

Ｇ－１１

Ｇ－１１

１－１５

Ｍ－９

Ｍ－９

Ｍ－９

Ｍ－９

Ｈ－６

Ｎ－１０

Ｎ－１０

Ｍ－１０

Ｎ－１０

Ｈ－１６

Ｐ ９

Ｐ ９

Ｐ－１１

Ｈ－１３

Ｉ ７

Ｌ－１５

Ｌ－１５

Ｌ－１５

』 ９

』 ９

』 ９

重量

９

100

2５

3７

1５

７

5５

８

6５

５

3５

８

4５

５

4０

1０

１１８２

8０

１０

２

５

５

1０

６

７

1０

８

1２

1３

0.5

0.5

0.5

0.5

1３

８

0.5

0.5

１

５

2５

2５

265

８

4０

175

6０

５

５

５

６

８

２

５

0.5

３

寸法

長径 短径

5５ 5６

3０ 3０

2５ 3２

3５ 2０

2０ 1５

4０ 3５

1５ 1３

4０ 3０

10 1５

4０ 3８

1７ 1９

6０ 2６

７ ４

3８ 4５

2２ 2６

110 6０

8０ 4５

2８ 1５

1８ 1０

2２ １２

1６ 1７

3０ １８

2２ 2２

3３ 2２

3２ 2０

2７ 2０

3６ 2０

2０ 1８

2０ 1０

1５ 1２

1０ 10

１２ ７

3３ 2３

3２ 1５

11 1４

1２ １１

1３ 1１

2０ ８

2５ 3０

4０ 2０

8５ 5０

3２ 1５

3５ 4０

6５ 6０

5０ 3０

1８ ８

1４ 1５

2０ 1５

2０ 1３

2２ 1８

1７ 1４

1９ １２

１０ １０

1５ 1３

m、

厚さ

2８

1７

1９

1２

１０

2７

１０

2８

１０

1８

1０

1８

５

1８

1０

9０

2５

1５

1０

１０

1０

1５

2０

1５

2０

1６

1５

2０

７

８

５

５

1８

1５

７

７

８

８

1６

1８

4０

1２

2０

4５

3０

８

５

５

1５

1５

８

１０

８

１０

鉄残

存度

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

1

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1

１

１

1

4７

遺物

番号

2055

2056

2057

2058

2059

2060

2061

2062

2063

2064

2065

2066

2067

2068

2069

2070

2071

2072

2073

2074

2075

2076

2077

2078

2079

2080

2081

2082

2083

2084

2085

2086

2087

2088

2089

2090

2091

2092

2093

2094

2095

2096

2097

2098

2099

2100

2101

2102

2103

2104

2105

2106

2107

2108

出土

位置

Ｍ－９

Ｈ－１１

Ｈ－９

Ｍ－１１

Ｍ－１３

Ｎ－１２

Ｋ－１０

Ｊ－１１

Ｇ－７

Ｇ－７

Ｇ－７

』 ９

』 ９

Ｇ－１１

Ｇ－１１

Ｇ－１１

Ｍ－１４

○－１２

○一１２

○－１２

○－１２

Ｈ－８

Ｈ－８

Ｆ－１１

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｈ－１０

Ｍ－１０

Ｍ－１０

１－１１

１－１１

１－１１

Ｌ－８

○－1０

Ｈ－１０

Ｋ－９

Ｎ－９

Ｌ－１１

Ｎ－８

Ｌ－１０

Ｋ－１２

Ｂ－９

Ｈ－１２

Ｈ－１０

Ｅ－１０

Ｅ－１０

Ｎ－ｌＯ

Ｋ－１１

Ｌ－ｌ３

重量

９

5８

１５

5０

125

3２

2５

５

6０

3２

８

５

5０

2３

７

2０

1３

2５

4５

５

5０

3５

1５

５

１

8０

６

0.5

２

1

５

１０

５

１２

1３

1１

1５

８

５

1０

3０

500

200

２

５

6０

7５

４

１０

455

２

５

２

３

５

寸法

長径 短径

5０ 3５

3２ 2５

6５ 3６

6５ 5０

4０ 2３

4０ 2０

1５ 1０

5０ 4０

4２ 2７

3０ 2０

1７ 1５

5０ 2５

3２ 3０

2２ 1７

3５ 2２

2３ 2０

4０ 3０

3５ 3０

2７ １４

5０ 3３

3５ 3０

4０ 2５

1６ 2０

1１ １０

5５ 4５

1８ 2０

７ 1０

１２ １０

１２ ７

１０ 1５

3０ 2０

2３ 2０

2７ 2２

3０ 2３

2７ 2０

3０ 2５

3０ 2０

2５ 2０

2５ 1５

4０ 2５

１０ 4５

7０ 3５

11 2０

1２ 2０

5５ 3２

6５ 4０

2０ １２

2３ 2０

5５ 6０

１１ ９

1８ 1４

1７ １０

2５ １３

2０ 1５

ｍ、

厚さ

3５

1５

1５

3０

3０

１３

1０

2０

2０

１０

１０

3０

1８

1５

2０

1７

2０

3０

1５

2０

3３

1５

1５

1０

3０

1５

５

８

５

１０

1３

10

1５

2０

1５

2０

1５

１０

1４

2５

4７

3７

1０

８

2５

1７

1０

1２

5５

７

１２

1０

１２

1５

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１



遺物

番号

2109

2110

2111

2112

2113

2114

2115

2116

2117

2118

2119

2120

2121

2122

2123

2124

2125

2126

2127

2128

2129

2130

2131

2132

2133

2134

2135

2136

2137

2138

2139

2140

2141

2142

2143

2144

2145

2146

2147

2148

2149

2150

2151

2152

2153

2154

2155

2156

2157

2158

2159

2160

2161

2162

2163

2164

2165

出土

位置

Ｌ－１３

Ｌ－１３

Ｌ－１３

Ｆ－９

Ｆ－ ９

Ｆ－１３

Ｆ－１３

Ｆ－１６

Ｆ－１６

Ｆ－１６

Ｆ－１６

Ｆ－１６

Ｉ ９

Ｉ ６

１－１１

Ｉ ９

Ｉ ９

Ｐ－ ８

Ｐ－１０

』 ８

Ｑ－１０

Ｋ－１１

Ｍ－１３

』 ９

』 ９

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｇ－１０

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

Ｈ－１１

重量

９

２

５

２

５

３

３

２

１０

2０

５

１０

２

２

５

２

５

３

１０

１０

290

158

180

5０

７

1５

８

２

２

６

５

３

３

２

２

３

１

0.5

0.5

0.5

１

0.5

0.5

0.5

２

0.5

１

２

0.5

１

１

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

寸法

長径 短径

2０ １２

1６ 1８

1４ 1５

2０ 1５

2５ 10

1５ 1５

1２ 1０

3５ 1７

4３ 2３

2５ 1６

3０ 2０

1７ 1７

1６ 1２

2０ 1４

1６ １０

1５ 1２

1７ 1２

2７ 2０

2５ 1３

8２ 6０

9０ 4２

6０ 4０

6０ 3５

1６ 1７

3５ 1５

2５ 2０

1７ 1０

1３ １４

2２ 1７

1７ 1７

1３ 1５

1５ １２

1４ ８

1６ 1０

1８ 1０

１２ 10

1０ 1０

1５ ７

１０ ８

1５ ８

1３ ８

７ ８

10 ６

1７ １０

１０ ７

2０ 10

1６ ８

1１ ７

1４ １０

1３ ８

７ ５

1０ ７

1０ ６

１０ １０

８ １０

1０ ７

１０ ６

ｍ、

厚さ

10

1０

1０

1２

1２

１０

７

1５

1５

1０

1５

1０

１０

１２

1０

1２

1２

1３

1２

4３

2５

4５

3０

1０

1６

1３

10

1０

1２

10

１０

1２

1０

1０

1２

６

５

６

６

８

４

６

６

1０

８

６

６

１０

１０

1０

６

1０

６

６

３

５

６

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

1

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

4８

遺物

番号

2166

2167

2168

2169

2170

2171

2172

2173

2174

2175

2176

2177

2178

2179

2180

2181

2182

2183

2184

2185

2186

2187

2188

2189

2190

2191

2192

2193

2194

2195

2196

2197

2198

2199

2200

2201

2202

2203

2204

2205

2206

2207

2208

2209

2210

2211

2212

2213

2214

2215

2216

2217

2218

2219

2220

2221

2222

出土

位置

Ｈ－１１

Ｈ－１１

○－1４

Ｋ－８

Ｋ－８

Ｇ－９

Ｇ－９

Ｈ－９

Ｈ－９

Ｈ－９

Ｇ－８

Ｇ－８

Ｅ－７

Ｅ－７

Ｅ－７

Ｈ－１０

Ｍ－８

Ｍ－８

Ｍ－８

Ｍ－８

Ｍ－８

Ｍ－８

Ｆ－１１

Ｆ－１１

Ｆ－１１

Ｅ－８

Ｊ－１０

Ｌ－１３

Ｌ－１３

Ｌ－ｌ３

Ｌ－１３

Ｌ－１３

Ｌ－７

Ｌ－７

Ｌ－７

１－１０

１－１０

１－１０

１－１０

１－１０

Ｈ－７

Ｈ－７

Ｈ－７

Ｋ－１０

Ｋ－１０

Ｆ－７

Ｆ－７

Ｍ－１１

Ｍ－１１

Ｍ－１１

○－1３

重量

９

１

0.5

６

５

３

５

0.5

８

２

３

２

３

４

５

２

7０

0.5

１

４

５

0.5

３

５

５

５

1３

５

１

８

0.5

３

３

５

３

７

５

４

３

６

３

６

４

３

１

２

３

５

２

1０

１

1

３

２

３

２

６

2０

寸法 m、

長径 短径 厚さ

１４ １０ １０

1４ １０ ３

3０ 1８ 1５

2２ 1３ １０

1８ １０ 1２

2５ 1３ 1２

1０ １０ ６

2０ 1８ 1５

1５ １０ １０

2２ １０ １０

1２ １０ ７

1３ １０ ６

1６ 1０ 1０

2０ 1５ １２

1５ 10 ８

砕けたもの

0 ８ ７

１１ 1２ ６

1６ 1１ 1４

2３ 1５ 1５

1０ 1０ ７

2０ 1５ ６

2３ 1５ １０

2８ 2０ １２

2０ 1５ 1０

2３ 2５ 1８

2０ 1５ １０

1６ 1０ １０

2６ 2０ 1５

1５ ９ ５

1７ 11 1０

2０ 1５ １０

2０ 1３ 1３

2３ 1２ ８

2３ 2０ 1５

2０ 1５ １０

2３ 1２ 1０

1５ １４ １０

2５ 1６ 1２

2０ 1５ 1０

2３ 1８ 1５

1８ 1５ 1５

2０ 1０ １２

1５ ８ 10

1５ １０ １０

2３ １１ 1２

1５ 1３ １０

1５ 1２ 1０

2５ 2０ 1５

８ 1０ 1５

1５ ８ ５

2２ １０ １０

1５ ８ ８

2０ １２ １０

1５ ８ 1０

2８ 1５ １０

3０ 3０ 2３

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１
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第44図居村Ｄ地区ＳＷＨ２号廃津場出土羽口

７
１００ｍ

鴬駕職猟撫ｊいＩ
……………画唖虹
壷董時…篤の…位に稜……ぃ細片で…§wH2暑嬬緯鴇…

Ｃ３号廃津場と出士遣物

３号廃倖場は第42図に示した如く１ｍグリットを設けて調査に入ったが、１～３列には焼土ブロックのみで鉄津など

は認められなかった。第46図はこの散布状況の実測図で、遺物が集中する東半分のグリット内のみに限った。木炭と

焼土ブロックが中心であり、表面に見える鉄津は少ない。なお焼土ブロックをそのまま炉壁と見ることもできない。従っ

て表２０に示した壁ブロックとは別の物体である。これらの出土状況を図版２８－３でも示し、一方出十号を表２０で示し

た。含鉄津10点で８４３９，鉄津152319,壁ブロック20859、木炭950ｇである。表中でその他としたものは天然の褐

鉄鉱である。自然のもので意味を持たないものと考えられているようだが、一応記録に止めておきたい。

鉄津l5231gは肉眼で選別して３分することができる。鍛冶倖、流出津、炉内津とである。これらはそれぞれ８９５６９

で58.8％、２５５９９で16.8％、３７１６９で24.3％である。この流出津の内46709は３号廃津場の上部に接する２号廃津場

から流入した可能性が非常に大きい。また炉内津としたものはその限りではない呼称である。以上図版２９を参照され

たい。炉壁の内２点を第47図に示したｏｌ４は炉床と思われるもので津の付着するいわゆる碗形の壁であり、１５は径４

cm程と推定される孔を穿ったと思われる壁片である（表26、図版２９－１参照)。木炭950ｇ総てがナラ材で、細丸炭、

丸炭、割炭が見られる。

この他土師器の細片２点を検出した。共に肉薄だが饗の胴部片である（第48図、表２９－２参照)。

－４９－
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表２１ＳＷＨ３号廃倖場出土
鉄塊系遺物一覧表

表2０

Ｃ
Ｏ1ｍ

＋ 十 一卜

第46図居村Ｄ地区ＳＷＨ３号廃津場実測図

~「

遺物

番号

3001

3002

3003

3004

3005

3006

3007

3008

3009

3010

出土

位置

C－４

0－６

Ｃ一・６

０．５

Ｃ－５

C－５

Ｃ－５

Ｃ７

Ｃ－６

Ｃ－－６

重量

2０

1５

120

120

190

140

4０

7０

120

､j・法nm

長径

4５

3０

6０

7０

１００

7０

１０

5０

3５

7０

短径

2０

2０

5０

3５

5０

5３

3０

3５

ﾕ５

5０

厚さ

ﾕ２

1８

4０

3４

3５

3３

2５

3０

lＺ

3０

鉄残

存度
出・:三位置

Ａ・・４

Ａ--5

Ａ・・６

Ｂ－５

Ｂ－６

０４

Ｃ－５

Ｃ－６

Ｃ

Ｃ－７

Ｄ－４

Ｄ－５

Ｄ・・６

合 計

含鉄津

2０

49(）

6３

843

鉄 津

320

７０

260

4５

270

904

5930

1694

1370

5０

980

3338

15231

壁ブロック

1０

2050

2５

2085

木 炭

1５

3５

290

１４５

4０

145

280

950

その他

7５

115

175

1200

1565



一、-１

5‘Ii～
）
１４

'５
Ｉ

第47図居村Ｄ地区ＳＷＨ３号廃津場出土遺物

Ｄ４号廃津場と出士遺物

４号廃津場は廃津場と言うよりは鉄津などの散布地と言う方が妥当

である。第４２図に示したこの範囲は大グリットＯ２２区及びＯ２３区

の６と１にかけて位置するが特自の2.5ｍグリットを設けて調査した。

第49図はここに散在する鉄津、炉壁、褐鉄鉱、木炭、土器などの

主なものを図示したものだが、鉄津の細かなものは記入しきれない。

Ｉ

八

し 1 ６ １ ｃ ｍ
ｌノｍ－Ｉ

Ｂ－３からＣ－４，，－５周辺に柱穴と思われるピットがあり、一

部は弧状に見られる。深さ１５cmの浅いものもあるが主として２５～4０第48図ＳＷＨ３号廃津場l+'十十器

cmを測る。これらの全容は不明な所が多いが、小屋掛けの可能性が

考えられる。また同10区には中央部が7cm程窪んだ地焼炉らしきものが検出され、長径45cm、短径30cmを測る。

検出された遺物は鉄津等の他、木炭、羽□、土器、褐鉄鉱などがある。表２２に示した如く、含鉄津（鉄塊系遺物）

は238759と多量であり、表２３に各々について示した。これらはメタルチェッカーに反応するもので１３９点を数える

ことができる（図版30-3～8)。この内4029,4035,4036,4078,4125は炉壁に付着するものであり、４１２５は碗形を

成す。なおこの他に磁石にのみ反応を示すもの40429がある。これらを鉄津に入れて集計したが、鉄津は556129あり、

鍛冶倖（図版３０－１．２)、炉内津、流出津に分類することができる。あくまでも肉眼によるもので不確実なものだが、

鍛冶津54％、炉内津31％、流出津15％の割合である。なお炉内津には流動津と溜り状のものとが見分けられる。

炉壁は多くないが107559が検出された。第５０図に４点を図示した。２６は送風孔と推定される孔をもつ長径８cm、

短径3cmの壁片で、孔の中央部分で破損しているが、直径4cm、残存する奥行（厚さ）a2clnを測ることができる。また

この孔の角度は18度を測ることができ、上下関係は不明だが下向きの角度と考えておきたい。内外面共にノロやガラ

ス質の付着物に覆われている。図示では思うように表現できないが、壁の裏面（外面）が弧状を成すことから炉のコー

ナー部分に当るとも考えられ、竪型炉の隅部に送風孔が作られた可能性が大きい。２７は細いＵ字状の溝をもつもので、

幅0.8cmを測る。２８は炉床から炉壁の立上り部分と思われる壁で、緩い円形のカーブを保つことが知られる。表面には

全面に流動したノロが付着し、下部の壁にはスサが見られる。２９も炉床部分と思われる壁である。内面はノロに覆わ

れているが、下部は半円形の逆カマポコ形を呈している。日干しレンガ状のいわゆる「コンニャク」であろう（図版２

９－１１)。この他炉壁はいずれも炉床及び炉底に近い部分と思われるものが多く、特にガラス質の付着物が多い（表２６

参照)。木炭は３０１９の検出である。これまで製鉄関連遺構出土の木炭が総てナラ炭であるのに対し、ここでは雑木

を原料とした雑炭が大部分を占、ナラ炭は少量に止まった。

表２２のその他としたものは褐鉄鉱と思われるブロック状のものであり、意味をなさないかも知れない。

羽口８点が検出され第５０図、表２９－１に示した。いずれも破損品である。先端部の内径27mmから４７mmを測ることが

できる。これらの多くにはノロの付着を見るが、１９，２３にはそれを見ない。また未還元に近いもので羽口の後方と見

るよりは羽口に接続する送風管の可能性もある（図版31-1～5)。先端部がノロに覆われて不確定なものもあるが、炉

－５１－
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２２は２３度を測ることができる。
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表２２ＳＷＨ４号廃津場グリット別鉄津等出土量一覧表

（単位：ｇ）

第49図居村Ｄ地区ＳＷＨ４号廃津場遺物出土状況実測図

出上位置

Ａ－ｌ

Ａ・・３

Ａ・・４

Ａ・・５

Ｂ－２

Ｃ・２

Ｃ・３

1〕・・２

Ｄ・３

Ｄ・・４

二3.3

Ｚ４

合 計

含鉄津

3５

2921
ロ
も
げ

■
ゆ
・
Ｂ

－
Ｒ
釦
〕

20394

315

』5５

3875

鉄津

1460

89ﾕ0

9365

6640

２』5０

5５

2０

25395

202

5５

54252

壁ブロック

6０

3５

2５

2５

550

2３４５

300

3245

4200

10755

木炭

１００

200

301

その他

2320

380

１Ｘ〕

28ﾕ0



遺物

番号

4001

4002

4003

4004

4005

4006

4007

4008

4009

4010

4011

4012

4013

4014

4015

4016

4017

4018

4019

4020

4021

4022

4023

4024

4025

4026

4027

4028

＊４０２９

4030

4031

4032

4033

4034

＊４０３５

＊４０３６

4037

4038

4039

4040

4041

4042

4043

4044

4045

4046

4047

4048

4049

4050

4051

4052

4053

4054

出土

位置

Ａ－３

Ｄ－４

Ｄ－４

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－ ３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｃ－２

Ｄ－３

Ｄ － ３

Ｄ － ３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｅ － ３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｃ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

重量

９

3５

120

195

3５

190

225

335

9５

160

805

175

300

9５

1５

6０

320

385

120

150

725

420

100

225

125

175

320

997

425

162

9８

8０

5３

2232

1430

763

1200

155

5５

6２

334

１１０

115

１１２

5０

5０

2５

８

450

725

734

105

9２

7１

100

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

4０ 2０ １２

6０ 4５ 4０

8０ 5５ 3０

4０ 3０ 2０

7０ 7０ 4２

7０ 5５ 5０

9０ 7０ 5５

4５ 4０ 4０

135 8０ 8０

8０ 7５ 4０

9５ 6０ 5０

5５ 4０ 2８

5５ 3８ 2８

9０ 6５ 4０

8５ 8０ 7０

8０ 4０ 3７

7５ 5５ 4０

102 8５ 6５

9６ 8０ 5０

7０ 4７ 3６

8０ 6５ 4２

5５ 4５ 4０

9０ 6０ 4５

8０ 6３ 4８

150 7８ 9５

103 6７ 5０

7４ 6０ 3０

6２ 3３ 2７

5３ 3０ 2８

4５ 3０ 3０

125 120 7５

135 8０ 7２

112 8４ 6３

130 １１４ 8５

8０ 6５ 2０

6２ 3７ 1８

5０ 3６ 2４

9７ 6５ 5０

5５ 5０ 4３

8０ 4７ 3０

7４ 5０ 2３

5３ 4０ 2４

6０ 3０ 2５

4３ 2５ 1５

2９ 2４ １０

8４ 4５ 3９

9０ 7６ 7０

145 7３ 7２

5７ 5０ 3０

5８ 5５ 2０

5５ 3７ 2９

6７ 4０ 3２

表

鉄残

存度

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

１

１

１

１

１

1

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

遺物

番号

4055

4056

4057

4058

4059

4060

4061

4062

4063

4064

4065

4066

4067

4068

4069

4070

4071

4072

4073

4074

4075

4076

4077

＊４０７８

4079

4080

4081

4082

4083

4084

4085

4086

4087

4088

4089

4090

4091

4092

4093

4094

4095

4096

4097

4098

4099

4100

4101

4102

4103

4104

4105

4106

4107

4108

－５３－

出土

位置

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

重量

９

5０

4１

7１

5７

5５

5６

6０

4９

5０

4０

2７

4３

2３

2３

3０

3８

2５

1８

１２

10

１０

1４

６

805

380

650

370

545

227

9５

8４

6２

4１

3２

5０

5３

3８

4３

4２

3１

3５

3６

1７

1７

2７

2３

1７

1５

1７

1５

2４

１０

1３

１１

(＊印は炉壁付着）

寸法 ｍ、

長径 短径 厚さ

5４ 4８ 1８

4２ 3２ 2０

4７ 3８ 3０

5５ 3９ 2３

4４ 4０ 2３

5６ 4３ 3０

5３ 3５ 3３

4４ 4２ 2２

5０ 4０ 2８

4９ 3９ 2０

4０ 3８ 2２

5３ 2５ 2２

4０ 3０ 2３

4３ 3２ 1７

4２ 3１ 2４

4０ 3１ 1９

4９ 2２ 2０

5０ 2５ 1３

4０ 3２ 1５

3２ 2２ 1７

3８ 1８ 1３

3２ 2９ 1６

2６ 2４ 1６

134 8３ 7０

118 6８ 6０

125 103 6０

9０ 8５ 5０

8０ 7０ 6５

6２ 6０ 4３

6０ 5０ 3４

5８ 4０ 3１

5９ 4２ 2０

6１ 3７ 1６

4０ 3２ 2３

5２ 3７ 2１

5７ 3８ 2４

4８ 3３ 2１

3８ 3６ 2６

4０ 3０ 2７

3９ 3２ 2８

4０ 3２ 2０

4７ 3７ 2０

3５ 2８ 2２

3５ 3２ 1８

4０ 3０ 1４

3６ 2３ 2０

4１ 2５ 1６

4１ 2６ １４

4２ 2９ 1９

3６ 2０ 1７

4１ 2８ 1８

3２ 2３ 1５

3１ 2３ 1７

3２ 2０ １９

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１



遺物

番号

4109

4110

4111

4112

4113

4114

4115

4116

4117

4118

4119

4120

4121

4122

4123

4124

出土

位置

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

重量

９

1２

７

1２

１１

1０

６

４

９

８

５

５

４

４

２

１

１

寸法

長径 短径

2９ 2９

3４ 2０

3０ 2２

3０ 2２

3４ 2２

3３ 2１

3０ 1３

2８ 2０

2６ 2１

3２ 2１

2０ １８

2４ 1４

2２ 1２

2１ 1３

1７ 1２

1４ ５

ｍ、

厚さ

1２

1３

1６

1３

1３

1２

１１

1２

８

1０

1２

１１

1２

７

４

３

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

遺物

番号

＊４１２５

4126

4127

4128

4129

4130

4131

4132

4133

4134

4135

4136

4137

4138

4139

出土

位置

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

Ｄ－３

重量

９

1200

270

167

227

110

143

8２

6５

7１

4０

2４

1９

1５

８

８

寸法

長径 短径

140 9０

8４ 6２

7３ 5８

8２ 4５

8５ 4７

6０ 4５

8０ 4４

5６ 4０

5１ 4３

4２ 3８

4０ 4０

3３ 2８

4３ 2４

3０ 2２

2６ 1５

ｍ、

厚さ

7５

4０

4２

4５

2７

3７

3０

2３

3０

3０

1２

1７

1２

1２

９

鉄残

存度

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

不明の遺物がある。第50図３０．３１、図版３１－６．７に示したもので、軟質の粘板岩とも思われるが、砂粒を含んだ日干

しレンガ状で黒色を呈している。３０は側面を縦位に円形に扶るもので、高さ９cm、最大幅９cm、円形部分８cm、厚さ３

cm程である。この残存する円周より推定される直径は9cmであり、上部をやや外側へ傾向せ、上方の円径が僅かに大き

くなる。内面の黒色は外側に向って色薄となる。３１は立方体の一部分と考えられ、断面図（下方）の上部と右側面に

表面をもつ。両面共円形と思われる深さ５mmの窪みをもち、円形の当りが考えられる。やや歪を呈するが、円座の推定

直径は18cm程で、４分の１程の破片である。これらは鋳型の可能性が捨てがたいが、今後の課題としたい。

土器は土師器、須恵器とがあり、第51図、図版32-1～４，表２９－２に示した。４点のみの図示に止まったが、土師

器髪類の極細片が多数見られた。３２．３３は土師器の髪胴部片で前者は篠線状叩目文と内壁の青海波文があり、胴部か

ら腰部にかけての破片である。後者は器表にハケメ痕を残すことから肩部の破片であろう。３４．３５は須恵器の坪であ

る。肉薄の器壁をもつ。後者は推定口径で15cmを測る大ぶりの器である。

Ｅ５号廃津場と出土遺物

５号廃津場は大グリットO23区の２に位置し、２号及び３号廃津場に接している。第４２図に示した５ｍ×7.5ｍの範

囲を設定したが、より南側の山麓の斜面にかけて遺物の出土を見た。平面図からはその他の廃津場と同一と見られがち

だが、層位的、標高的にも大きな異なりが見られ、標高差は３号の8.1ｍ、４号の８．５，，５号の10.3ｍから１２ｍとなり

また鉄津の出土状況なども違いがある。いま廃津場としたが、背後の山腹、或いは山頂から流出した可能性があり、様々

な層位をもって出土している。

出土遺物は表２４に示した如く３号、４号遺構より多量であり、鉄津1058529に及んだ。これらの鉄津を肉眼で分類

して炉内津と流出倖とがあり、前者は16％、後者は84％を占める。炉内津及び流出淳共に総て打割されており、炉内

津は大きなもので１２×8cm、小は３×2cm程となり、流出津も大は７×5cm、小は２×1.5cm程に砕かれている。含鉄津は

20点が選出され、それぞれについて表２５に示した。鉄津、含鉄津共図版３３に示した。

炉壁はノロが付着するものが大方だが壁ブロックも３７５９検出された。ノロの付着を見るものは炉床と推定されるも

ののみであり、その殆んどにスサが混入されている。

木炭はナラ炭４５９と少量が採集された。

羽口細片４点があり、第52図、表２９－１に示した。３６は僅かに内径を知ることができ３cmを測るがその他は不明で

ある。３８は胴部片である。

土器に須恵器、土師器の他士師質の土製品である土管などがあり、第53図、図版32,表２９－２に示した。４０．４１は

須恵器の杯であり後者は口径125cmを測る。内壁に炭化物が付着し灯明皿として転用したものであろう。４２～４６は土師

器である。４２は碗で口縁部と腰部が接合しないが、器高5cmと推定され、口径11cmを測り、内面にミガキが施されてい

る。４３は小型の髪底部の細片である。４４は一応碗としたが細片で口径・器形共不確定である。

－５４－
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第５１図居村Ｄ地区ＳＷＨ４号廃津場出土

土師器。須恵器
［

『

1１１

第53図居村Ｄ地区ＳＷＨ５号廃津場出土

土師器。須恵器

、
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第52図居村Ｄ地区ＳＷＨ５号廃津場出土

羽口

表２５ＳＷＨ５号廃津場出土鉄塊系遺物一覧表

表２４ＳＷＨ５号廃津場出土

鉄津等遺物一覧表（単位：ｇ）

５ｃｍ
Ｉ

遺物

番号

5001

5002

5003

5004

5005

5006

5007

5008

5009

50二0

50ユ

50ﾕ２

5013

50Ｌ４

5015

50三６

50ﾕ７

5019

50ﾕ９

5020

重量

１０１２

355

270

3５

450

130

130

2０

2７

6０

6５

１５０

8０

3０

2３

]８

140

133

6０

､ｊ法Ⅲiｎ

長径

115

6５

7３

3５

9０

4：

5６

7２

3３

3３

4０

4７

7５

6０

4３

4０

3５

110

8２

4５

短径

100

7０

6３

2０

7３

3０

4０

3６

2３

2６

3０

3０

4０

3３

3０

3５

3０

4０

3８

4５

厚さ

7５

5５

4０

2３

5２

4４

4７

3５

2０

2２

3５

3２

4０

2２

1３

1５

2６

3３

2６

鉄残

存度

遺物

番号

5021

5022

5023

5024

5025

5026

5027

5028

5029

5030

503ユ

5032

5033

5034

5035

5036

5037

5038

5039

5040

重量

200

1００

9０

173

3３

1５

500

355

5０

１０

１２０

4５

2３

7０

4２

4０

6５

寸法、

長径

8５

7５

5０

6５

3８

2３

3５

2０

7６

110

１０５

2５

6５

5０

4５

5５

4０

4５

5５

唾径

5０

5５

4５

3５

3３

苫０

』８

2０

5５

7０

7０

1５

3５

4０

2５

3５

5５

3０

4５

3０

厚さ

4２

2５

3２

4０

2２

二４

型

ﾕ０

6０

5０

2５

1８

3０

4５

2５

2０

2２

〕０

3３

鉄残

存度

含鉄津

5505

鉄樺

105852

壁ﾌロック

5905

木炭

4５



表２６ＳＷＨ３．４号廃津場出土遺物等一覧表

挿図

番号

4７

5０

6５

割付

番号

1４

1５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

4９

遺物

番号

3301

3302

4201

4309

4203

4202

4208

4209

204

出土

遺構

SＷＨ３

SＷＨ３

SＷＨ４

SＷＨ４

ＳＷＨ４

ＳＷＨ４

ＳＷＨ４

ＳＷＨ４

SＣ３

遺物

種別

炉壁

炉壁

炉壁

炉壁

炉床

炉床

上製品

土製品

炭化物

計 測 、

長径 短径 厚さ

6０ 7６ 3５

160 9６ 6０

7５ 6０ 3０

5５ 4３ 5０

100 １００ 3０

240 140 ﾕ1０

9０ 9０ 4０

145 8０ 9０

形態 備考

碗形壁

有孔壁

送風孔の一部を残す炉壁（鉄津）

淳付

床周りのカーブ部分力

炉底部中央部のもの。流状ノロ面

円筒型の…部分力

円形の諜座２而にあり

加工木製品の炭化物・材質は栗力

４５は要の胴部の細片である。４６は胴長害で口径21cmを測り胴部と同径で最大径を呈す。肩から胴部にかけてハケメ文、

内面はヨコナデが見られ、腰部は縦位の係線状叩目文、内面は青海波文が施されている。４７は土管と推定される土製

品で内径12cmで肉薄である。４８は筒状の士製品で内径6.5cm程であり、送風管とも考えられるが、やや肉薄である。

４製鉄関連木炭窯

Ａ半地下式木炭窯

ＳＣ１号木炭窯（第54～５６図、図版34-1～3）

調査予定区域の北東端部の限界地点に所在し、大グリットN23区の１０に主体部を置き、９に窯口がかかる（第３８図

参照)。北向の山腹で20度～24度を測る傾斜面に直角に位置し、窯口部分は山裾の畑地に削平されて消滅しているが、

標高9.5ｍから１３ｍにかかり、背後は崖状を呈し山頂部に至る（第54図参照)。この位置は前述したＳＷＨ２号～５号

廃津場が所在する山腹の東に接する位置関係にある。窯体は窯口を欠失しているが、おそらく僅かのことと推定でき、

残存する窯長は１０．１ｍ、最大幅は奥横煙道部で1.35ｍ、最少幅は前方部分で１ｍを測る。奥壁は小さな波状を見るが方

形である。床面はかなりの勾配を見、前方の３ｍ間は20度、それ以後は平均で17度の傾斜を測る。煙道は前後の横煙

道が左右の床面に接して設けられるが奥には検出されていない。窯壁は左側の中間部分の一部でやや崩壊しているもの

靴

、
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ノ

一 ’

’

10一

～

一 雪山三二
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第５４図居村Ｄ地区ＳＣ１号木炭窯周辺の地形

実測図

の保存度は良く、残存する高さは奥部で１ｍ、奥横煙道部で

90cmを測る。前方部では60cmと低いが地形の関係での堀込み度

が少なかったものと思われる。奥壁は前方に向ってやや被さり、

またこの部分のＢセクション（第55図）に見られる地山の堀込

み具合から、構築された天井の高さは１．２，余と推定される。煙

道のうち前横煙道は左側に有り残存する窯口方向から3.7ｍ、奥

壁から６５ｍを測る。断面図のＨセクションに見る如く床面から

横向きに掘られるが、その方向は後方（窯口方向）に２２度の

角度をもって扶られている。窯壁より７０cm進み、地表へ向って

１２度の外向き角度をもって竪孔となり、５５cmの立上りを見る。

吸込口で絞り込まれ最少部分は高さ２０cm、幅25cmであり、地表

面では25×40cmを測る。なおこの立上り部分から細い枝孔があ

り壁裏に沿って地表に出る。１５×20cm程の三角形の孔で周辺が

焼けているが、木根による孔の可能性が大きい。奥横煙道は右

側に有り、前横煙道により3.7ｍ奥壁より3.8ｍ地点に位置する。

窯床より僅か５cm程掘窪めて６０cm横へ進み大きな弧をもって地

表へ向う。この横孔も手前側ではほぼ直角であるがセンター及

び後方では９度の角度をもって後方（窯口方向）へ向う。吸込

口は高さ３０cm、幅45cmと広いが、現存する地表直下で絞り込ま

れ１３×25cmを測る。

－５７－
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第５６図居村Ｄ地区ＳＣ１号木炭窯床･窯壁展開図
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断面図のＤセクションに示した如く煙道部の下部の太線はことの他焼ただれが強い部分であった。奥壁も比較的強く焼

けているが煙道が認められない。おそらく天井部になにがしかの立上り部分を造って構築されていたものと思われる。

いま窯体の主軸はＳ１６ｏＷである。
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れる。2.5ｍから６ｍまでは２０度、8.5ｍまで

は11度となりより奥部は7度と序々に勾配が

緩む。

煙道は左右の横煙道である。前横煙道は左

側にあり、窯口より5.6ｍ地点に中心を置き、

窯の主軸に対し６度前方（窯尻方向）に向け

て掘られている。第58図のＧセクションに示

した如く窯床の中央部分から急勾配に掘り下

げられ、立上りの中心部では窯床面より50ｃｍ

も下る。吸込口も大きく幅40cm、高さ55cmを

測るが、立上りで絞られ径25cmの円孔となり、

窯壁より５０cmの外側に出る。この地表面には

木根があり外側がやや破壊されているが、底

部からの高さ1.55ｍ、床面からの高さ55cmを

測る。奥煙道は右側にあり、窯口から8.8ｍ、

前横煙道より3.2ｍで、窯尻手前1.7ｍ地点に

当る。Ｃセクションの断面図に見られる如く

床の中央部よりさらに遠くから床面を掘り下

げ、その角度は25度を見る。側壁より50cm外

方で、床面よりも50cm下部で外反ぎみに立上

り地表へ出る。この角度は10度で、最下部か

らの長さは1.3ｍである。吸込口は高さ２５cm、

幅30cm、奥部は45cm程と広いが地表部では２５

×30cmとなり吸込口と同径を測る。奥横煙道

から奥壁までは前述した如く1.7ｍと僅かな距

離だが、おそらく最奥の天井部にも煙道が造

られていたと推定できる。

窯体の掘込みは第５９図の窯壁展開図に示し

た如く、奥壁の1.4ｍを最大とし前方に行くに

従って浅くなる。側壁の残存度も同図の通り

である。

ＳＣ２号木炭窯（第57～60図、図版34-3～４，３５－１～5）

大グリットO32区の１に位置し、北東向き山腹の中間にある。天井部は崩壊しているものの地山に掘込んだ部分を

完全に残している。窯口は標高17ｍに置き、全長10.4ｍの窯尻は20.5ｍで、3.5ｍの標高差を見る。窯の背後はやや勾

配を増し、８ｍ程で標高２５ｍの頂部となる。窯の前庭部は改めて造り出されていないが、やや緩斜面となり、１０ｍ程で

標高14ｍの沢地となる。なお後述するが第57図に記入した前庭部にスクリントーンで示したものは灰溜り（灰原）で

ある。また窯体の右側には浅い窪みがある。天井用の粘採掘場と考えられるものである。

窯体の全長は前述したことであるが10.4ｍを測りその主軸はＳ４６ｏＷである。窯幅は口元で60cmで序々に広がり、

窯口から1.8ｍで１ｍとなり、3.5ｍでは80cmと狭ばまる。前横煙道の手前当りの５ｍから7.5ｍまでは1.1ｍとなり、８

ｍでは1.2ｍ、窯尻では1.3ｍを測り方形の窯尻を呈す。窯床は一部に改修が見られる。それは窯口から245ｍ程まで

で床の重上げが見られる。初期の床はこの範囲が中軸線に沿って掘窪められているが、砂質土によって埋られている

(Ａ及びＩセクション図参照)。窯床は比較的緩く、窯口より６ｍまでは20度の勾配であるが、初期の床は窯口から５ｃｍ

程の弛みをもって下り、５０cmから2.5ｍにかけて25度の急勾配を見る。おそらく燃焼室的役割を呈した部分とも考えら

喉

一

一

一

一

〆Zｒ 一 一 一 一

戸’／

一

。 -戸
－２１

一

Ｌ
Ｉ

／
／
○
一
一
一

一

が

〆
一

一 一

第57図居村Ｄ地区ＳＣ２号木炭窯周辺の地形実狽Ｉ図
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第58図居村Ｄ地区ＳＣ２号木炭窯平断面図
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Ｉ窯壁残存部（黒色）

Ⅱ窯壁剥離部分（赤色）

Ⅲ被熱砂質土地山

Ⅳ被熱喋混り砂質土地山

Ｖ際混り砂質土地山

Ⅵ白粘 土
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第59図居村Ｄ地区ＳＣ２号木炭窯床。窯壁展開図
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前庭部左側に杉の巨木の切株が有るが、その下部から上方に向って灰原があ

る。上下３段に僅かに重なり合って層を成すが、最下部は径65cm程で最も窯

口寄りにあり、中間層は径1.5ｍ程で山側に有り、最上部は径90cm程で左寄り

にある◎窯内清掃による灰捨て場であろう。この他に前庭部としての痕跡は見

られなかった。

床面のほぼ全面に木炭が見られ、その出土状況を第６０図に示した。窯口付

近は殆んど原形を保たず、前横煙道の手前も同様であった。これらは全体に焼

過ぎの状態でとぼりが激しい。このことは焼成中に天井の落下を見て放棄され

たものと思われる。粉末のものを除いて５０×100cmごとに取揚げたが、総体で

17.52kgに過ぎなかった。これらの炭は原料をナラとするが、雑木の細丸炭が

1kg見ることができ窯口より３ｍ地点にあった。窯の前方部分には割炭が多く

中間から窯尻にかけて丸炭が多い。なお斧による切断面を残すものなども見ら

れた（図版35-3～4参照)。

鱈
○

第６１図居村Ｄ地区ＳＣ３号木炭窯周辺の

地形実測図

第60図居村Ｄ地区ＳＣ２号木炭窯

内木炭出土状況
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斜でそのまま３０cm程掘込み、山側に約８度の傾斜をもって地表に向うが、途中大きな湾曲を見る。

､’

Ｂ地下式木炭窯

ＳＣ３号木炭窯（第61～65図、図版３５－６，７３６，３７）

大グリットO29区の４．９に位置し、前庭部は同区３°８に亘る。東向斜面で山腹の頂部に近く位置する。窯体は標

高21ｍから23.5ｍ間にあり、地表部分は23度、窯尻部分では37度、煙道部分では50度の急傾斜地にあり、前庭部は

20度程の地形に手を入れている。さらに前面は33度の急勾配から山裾に向けて断崖となる。この様な地形の上に立地

し、トンネル状に掘込んだ地下式窯でその主軸方位はS87oWを測る。

窯体は奥行4.9ｍ、窯口付近は半円形を呈し、窯尻は方形で、幅1.5ｍと平均している。両側面と奥とに煙道を有す

る形態である。窯床は焚口の５０cmがほぼ水平で、その奥は10度の傾斜で一定している。煙道のうち奥煙道は床面の傾

第６２図居村Ｄ地区ＳＣ３号木炭窯平断面図
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地表部は奥壁より８０cm後方であるが急傾斜地に当るため、奥壁上部より１ｍの高所となり、煙道の高さは２５ｍ、斜距

離で2.8ｍを測る。吸込口は高さ１５cm、幅13cmのカマポコ形であり、地表では１５×22cmを測る。この吸込口を調節す

るためと補強のために丁寧な張壁が施されている（図版３６－５参照)。横煙道は前煙道が左側、後煙道は右側にあり、

前者は窯口から2.2ｍ地点、後者は３ｍ地点で僅か80cmしか離れていない。前横煙道の吸込口は窯床と水平位置に設け

られ、高さ１０cm、幅22cmと狭いが、内部は大きな袋状を呈している。これは掘削に当ってのミスによるものと思われ

るが、展開図（第63図）Ｉ－Ｃに示した焼壁部分がそれである。奥行は30cm程で立上りとなるが、７５cm程立上った所

で内側と外側の２本に分れ、前者はそのまま立上り、後者は10度後方（窯口方向）へ向って地表に出る。この高さは

1.15ｍを測る。第６２図の断面図Ｅセクションに示した如く煙道前壁の上下が残存するが、中間が欠落している。この

部分を塞いだと思われる材料が堆積しており、それは鍛冶津と思われる大形の鉄津である。最大11×10×8cmのもので、

8個3.25kgが検出され、これを積上げて壁を補修したものと思われる。奥横煙道も同様に床面に吸込口を有し、高さ１３

cm、幅15cmを測り、奥行25cmで立上る。その立上り角度は10度を測るが、上部に行くに従って外反する。地表までの

高さは1.3ｍを測りその孔径は２５cmとなる。第62図Ｃセクションで示した如く完全な掘抜きによる煙道で、展開図に

見る内側の張壁は窯壁の補強と修正を兼ねたものと思れる。この張壁の中に鍛冶津及び炉底津と思われる鉄津７個３ｋｇ

と、指痕を残す焼土ブロック（炉壁力）６個が塗り固められていた。なおこれらと共に奥煙道の大きな張壁もそのまま

採集して保管することができた。

窯壁は下方の保存度が良く、奥壁も良好に残る。いま展開図に示した奥壁は1.15ｍ、側面は地山を含めて1.65ｍを

測るが、第６２図の主軸断面図に示した奥壁上部のアールで見られる様に、天井の高さは奥部で1.4～1.5ｍと推定され

る。

前庭部は細長い窪みを主体として全長５２ｍ程を見、５０cmの差をもつ２段の平地が造り出されているが、横幅の限界

を把握できない。

Ｉ窯壁残存部

Ⅱ窯壁剥離部

Ⅲ砂質土地山

Ⅳ僕混り粘質

Ｖ粘質土

ｂ窯壁（張土
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第63図居村Ｄ地区ＳＣ３号木炭窯床。窯壁展開図
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窯床全面に木炭が残存していた。焼成途中に放棄されたものであり、天井などの崩壊か或るいは窯止め後の放棄とが

考えられるが、木炭の残存度が良好なことから後者の可能性も大きい。この残存状態を第64図に図示した。この内断

面を切ることが難かしぐ断面図はおおよその修理をスケッチしたものであることを断っておきたい。取り揚げられた木

炭は最大幅10cm、長さ２０cmを最大とし、総計289kgであった。原材料は雑木が1.8kg検出された他は総てナラ材であり、

大小の丸炭が少々の他は割炭である。これらに混って加工材の木炭が検出された。第65図に示したもので栗材を半割

りにしたものの一端を斧削りによって矢先状に削り出されたもので、全長15.5cm、最大幅6.5cmを測る。窯道具として

炭化したものではなく原料として混入したものである。また斧による切断面をもつものも多く見られた（図版37参照)。

－６６－

第６５図居村Ｄ地区ＳＣ３号木炭窯内

出土加工材の木炭

第６４図居村Ｄ地区ＳＣ３号木炭窯内木炭出土状況
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第66図居村Ｄ地区ＳＣ４号木炭窯周辺の地形実測図（一部前庭部断面）
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５その他の遺構

製鉄に直接関連しない遺構と不確定の遺構とがある。近世と推定される大形の地下式木炭窯と時期不明の白炭窯、焼

土坑、灰炭溜り遺構、ピット群及び弥生時代の土坑などである。

ＡＳＣ４号木炭窯（第66～69図、図版38,39）

地下式木炭窯で、近世後期と推定したいが出土遺物が細片２点であり確定できない。大グリットＯ２５区の５．１０に

位置し、前庭部の一部はP25区にかかる。西側から入り込んだ広い沢の奥部で北向きの緩斜面に当る。窯体は標高１４

ｍから１６ｍに有り、１３ｍを中心に広い前庭部を有する（第66図参照)。窯体の主軸はＳ２２ｏＷを測る。窯長5.5ｍ、最

大幅1.6ｍで短冊形を呈す。側壁の一部は剥奪しているが、窯口、奥天井部など良好に残存している。窯口は幅38cmで
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第67図居村Ｄ地区ＳＣ４号木炭窯平断面図
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内部は一気に1.4ｍと広がり方形を呈す。最大幅は窯口から1.9ｍから2.8ｍまでで、奥壁部では1.32ｍとなる。窯床は

口元から５０cm間は水平で、その先2ｍまでは11度、その後は中弛みもあるが5度の勾配を測り傾斜度は緩い。側壁は両

壁共に中央部分で剥奪しているものの全体に旧状を残し、第67図に示したＢ～Ｅ断面図の如く上部がかなり狭ばまるカ

マボコ形を呈する。然し奥部のＢセクション及び第68図に示した奥壁部ではやや上部が広がる。奥壁より1.3ｍにかけ

て天井が完全に残っており、中心部分での最大高は95cmである。なお天井部が欠失したＣ～Ｅセクションでの推定高は

Ｃ･Ｄでは１ｍ程と考えられる。奥部に残る天井の上部の地山は地表まで1.3ｍと厚い。煙道は奥煙道の1本のみで、最

奥中央部の天井部から造られ、やや湾曲ぎみに４度の角度で地表に出る。天井部の吸込口は横幅30cm、前後に20cmを測

るが、地表部では17×25cmと絞られている。検出当時煙道頂部は直径30cmの鉄津によって塞がれ、完全な窯止めの状況

を呈していた。なお煙道真下の床面に鉄津７点、3.24kgが検出された。炉内津、壁付津などであり、煙道上よりの落下
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物と考えられ、残存した大型鉄津による覆いの前に使われたものが落下したものと想定される。これらの鉄津は石など

の代りに使用されたもので、本窯が製鉄とは関係のないものと推定している。

前庭部は扇状に大きく広がる。第67図はスペースの都合で前庭部を省略しているが、第66図にそれらの断面図と共

に示した。窯口から５０～70cmで大きく左右に広がり、窯口よりの全長６３ｍ、末端での幅１２ｍで約３２㎡を測る。緩斜

面を削り取って広い平地を造り出している。

前庭部より２点の陶磁器が検出され、第69図、表２９－２に示した。５０は青磁紬の小鉢で底径4.3cmの底部から腰部

にかけての細片で、器内外及び高台内もキヌタ粕が掛けられており近現代の磁器である。５１は摺鉢の細片で底径18ｃｍ

～20cm程が推定される高台部分の破片である。内面は播目が網目状に交差し黒紬が掛り、外面は緑茶粕が施されている。

近世末以降の所産と考えられる。これらの出十付置は前庭部東端部の床面であるが、本窯との関連は不確実とも言えよ

－６９－

第６９図居村Ｄ地区ＳＣ４号木炭窯前庭部出土近世陶磁器
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Ｂ白炭窯

白炭窯と推定される小型の半地下式木炭窯である。東向き山裾と小沢奥の南向き山裾に９基が検出された。ＳＣの記

号を付して５号から１３号とした。

ＳＣ５号木炭窯（第70図、図版40）

大グリットP23区の６に当り、最も西へ張出した台地の南側山裾に位置する。東側に向って入り込む小沢で、この

山裾に沿って林業用と思われる作業用道路が作られ、遺構の一部はこの切崩しの法面の崖にかかる。窯長1.55ｍ、最

大幅を中央部にもち1.3ｍを測り、やや右に片寄って中心軸をもつことから奥壁は主軸に対し斜状を呈す。窯口は３３ｃｍ

と絞られ頚部の炭出し溝へ繋がる。窯床は９度と緩い傾斜をもち、煙道は床面より１３ｃｍと一段高い位置に造られる。

この煙道は一部に地山を残すが８度の上向きで奥行55cmを掘り、前面に張壁をもって障壁となすが、立上り部分の中

間に地山を残して前後２本の竪孔をもつ。吸込口は上部と右側に石が用いられ、高さ１０cm、幅２０cmに絞られている。

残存する煙道及び窯壁の高さは４０cmと５０cmである。前庭部に造られる炭消坑はその殆んどが削平され、僅かに灰溜り

を認めることができる程度でその大きさなどは不明であるが、深さは50～60cm程と推定することができる。なお窯体

の主軸はＮ３１ｏＥで、標高は１０～11.5ｍにある。

ＳＣ６号木炭窯（第70図、図版40）

５号木炭窯の下方に接して位置し、所在グリット及びその環境は５号と同様であるが、窯体の殆んどは林道によって

削り取られ、煙道部と奥壁の一部を残すのみである。煙道上部の標高は５号窯の前庭部と同様１０ｍである。床は煙道

前部から右奥部を中心に６０cm程が残存し、７度の勾配であることが分る。煙道の吸込口は左右及び上部に石組が残るの

みで、築壁などは総て剥奪している。またこの立上り部分は40cm程が残存しているが、山側に３６度傾斜しているｏ

ＳＣ７号木炭窯（第７０図、図版40）

６号窯の西側５ｍ地点で大グリットＰ２３区の７に位置し、林道の真下にあり煙道部が僅かに山側の削り法面にあり、

標高は９ｍで主軸の方位はＮ４５ｏＥである。窯体はやや奥部に最大幅をもつ円形で、窯長1.95ｍ、最大幅２．０５ｍ、窯口

はやや斜めで４５cmを測る。窯床は４度の緩い勾配をもち、煙道は５cmの段差をもって接する。窯壁は上部が削平され全

体に４０cm程が残存している。煙道は左右及び上部に石を組み、張壁をもつが、上部は地山を残して障壁としている。

吸込口は高さ１２cm、幅10～7cmに絞られ、奥行25cmで垂直に立上り、３０cm程で山側に２９度の角度をもって延びる。窯

口から１ｍの頚部を径て横長の楕円の炭消坑をもち長径1.6ｍ、短径１ｍ、深さ４０cmを測り底部は小さい。

ＳＣ８号木炭窯（第７１図、図版40）

大グリット030区の２に所在し、東向き山裾の緩斜面にある。標高13ｍ程で窯体の主軸はＳ５５ｏＷである。窯体は

奥壁部に最大幅を見る扇形で、主軸は1.7ｍ、最大幅1.6ｍ、窯床は６度の緩い勾配を測る。煙道は窯尻直前より床面

を少々掘窪めて始まり、約１９度上向きに奥行90cm掘り込み山側へ１８度の傾斜をもって立上る。吸込口は高さ２５cm、

幅15cmで、両側面に張士を以って幅を絞り込んでいる。煙道の地表部は右側の一部が崩壊していて５０×40ｃｍと太い。

残存する窯壁の高さは奥壁で70cmを残すが、前方部は流出している。窯□の塞ぎ□と見られる部分は奥行２０cm程と考

えられ、窯口幅55cmから前面の幅50cm間が推定される。前庭部は窯床より１０cmと一段下り緩い傾斜をもって９５cmで炭

消坑となるが両側面に２０～30cmの浅く大きな窪みに接している。炭消坑は長径2.1ｍ、短径1.8ｍ、深さ３０cmで平坦で

広い底部を呈しており、粉炭まじりの灰が充満していた。またこの中に窯道具として使用されたと思われる平坦な自然

石（21×13×15cm）１個の他鉄津（1809）１個が検出された。

ＳＣ９号木炭窯（第７０図、図版４０．４１）

ＳＣ１０号、１１号と共に併列して東向き山裾にある。共に大グリット０２８区であり、９号はその６区、他はｌ区に所

在する。

ＳＣ９号窯は標高10.5ｍ前後で、主軸はＳ８９ｏＷを測る。窯体は方形で奥壁がやや丸味を呈す。主軸は1.65ｍ、幅

は中央部より奥部まで1.2ｍ、窯口は４５cmである。窯床は窯口から中央部まで20度、奥部は５度と緩くなる勾配を呈

する。煙道は素掘のままで奥床の傾斜に沿って奥行65cm掘込んでやや山側に傾向いて立上る。内部は袋状に脹らむが、

吸込口は円形で２２×20cmを測るが、最少径17cmに絞り込まれる。残存する窯壁の高さは全体に３０cm強で保存度が良い。

前庭部の頚部は窯床と同じ傾斜で60cm程延び炭消坑に接するが上幅55cm、底幅35cmと細い溝状を呈する。炭消坑は主

軸に沿って1.25ｍ、横幅1.2ｍを測るが底部は横長となる。

－７０－
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11号

底部が小さい。粉炭と灰混りの土が入っていた。

、

1１

ＳＣ１０号木炭窯（第72図、図版４０．４１）

９号の北側で約４ｍ隔て並びさらに３ｍ北側に１０号窯があり、その位置は028区の１である。標高11ｍ程で主軸は真

西を向く。窯体は方形に近く奥部にやや丸味をもつ。窯長は1.75ｍ、最大幅は中央よりやや後部にあり1.25ｍで主に

1.2,幅を保つ。窯床は窯口から1.4ｍ程が12度、その後方は７度の勾配をもつ。煙道は奥床の傾斜に沿って７０cm堀込

み、直角に立上る。奥壁に見る吸込口は右側の一部分が崩壊して横幅27cm、高さ１３cmを測るが奥部は高さ８cm、幅１８

cmと絞られている。窯口からの頚部は窯体と同じ勾配をもち、幅50cm、長さ５０cmで急傾斜となり人工的な下段の炭消

坑に接する。坑は横長の楕円で長径95cm、短径80cm、深さ３０cmを測り、灰の充満を見た。なお窯壁高は最大で３５cm程

であるが保存が良い。

ＳＣ１１号木炭窯（第７２図、図版４０．４１）

１０号窯と同一グリットにあり、標高も同様の１１ｍにある。主軸の方位はＮ７２ｏＷで、右側がやや広く、奥壁も右下

りの歪をなす楕円形である。窯長はＬ７５ｍ、中央部に最大幅をもち1.35ｍを測る。窯床の傾斜は前方部22度、後方部１４

度で、ほぼ中央部で分れる。煙道は奥床の傾斜に沿って掘込まれ、奥行40cmで立上る。Ｃで示したのは奥壁部分の窯壁

展開図であり、煙道は高さ9cm、幅１７cmと吸込口で絞られている。窯口は50cm幅で約20cm程が塞ぎロと思われる。前面

の頚部は１３度の傾斜で上幅60cm、底幅40cm、長さ60cmで炭消坑に接する。坑は縦長で長径1ｍ、短径70cm、深さ45cmで

Bｉ

第72図居村Ｄ地区ＳＣ１０号。１１号木炭窯平断面及び窯壁展開図
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ＳＣ１２号。１３号木炭窯（第73図、図版41）

大グリットN26区の１０に１２号、１３号の２基が並んで位置する。東向きの山腹に小さな沢状に入り込んだ中腹に当

り、標高は共に11.5ｍ前後である。図版４１－４に示した如く２基の主軸間は１ｍ、互いの壁間は３０cmと接近しており一

見して一人で同時操業を営んだかに思われるが、２基の窯体があまりにも対象的であることからいまひとつ思案すると

ころである。

１２号窯は平面図に示した主軸が前庭部に合せたため片寄ったが窯体本来の主軸はＮ４７ｏＥとなる。この主軸に対し

て右壁は隣接する１３号窯のためやや平行に直線的であるが、左壁は大きく脹らんでいる。窯体は奥部に最大幅を有す

る羽子板形で隅部がやや丸味を呈する。窯長Ｌ９ｍ、窯口直後の幅67cm、最大幅1.1ｍを測る。窯床は前後に凹凸を生

じながら平均６度の傾斜を保つ。煙道部は床より僅かに高い位置から掘られ20cmの奥行でやや窪み、薄い地山の障壁

を残してほぼ垂直に立上る。吸込口は高さ１５cm、幅18cmだが立上り部分は細く、特に残存する地表面では径１０cmの円

形となる。窯口は50cmで、塞ぎ面は前方へ20cm程が見られる。頚部は25cmと短かく２２度の急勾配を以って炭消坑に

接する。炭消坑は左寄りに造られ、横長の不定形で長径1.7ｍ、短径1.3ｍで一部に深さ３０cmの深い部分があるが、１５
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cmと浅い。坑内には炭・灰混り士が充満している。奥壁の高さ最大65cmが残存している。なお平面図に示した如く窯

床面に少量の木炭が残されていた。ナラ炭の小丸炭のみである。

１３号窯は奥壁の両端が張り出して、細長い逆梯形の窯体で、その主軸はＮ50.Ｅを測り、標高も11.5ｍ地点を中心

とする。窯長は1.5ｍ、奥壁の最大幅1.2ｍ、窯口６５cm、窯床の傾斜度は３分され前方部で１９度、中央部がやや中弛み

で１１度、奥部が３度と平坦になる。奥床の傾斜はそのまま煙道奥部まで続き、３５cmの奥行で立上る。吸込口は周辺が

剥奪しているが、方形で高さ１５cm、幅10cmと絞られ、奥部は袋状で大きいが、地表部は15×20cmである。窯口には塞

ぎ部分が残り奥行20cm程の厚さとなる。前面の頚部は窯床と同様の勾配で50cmで炭消坑に接する。坑は窯体の右寄り

に主体部をもち横長の方形で、長径2.25ｍ、短径1.5ｍ、深さ２０cmで底部はほぼ平坦である。窯壁は最高１ｍが残り全

体に保存状態が良い。床面には多くの木炭が散乱し、炭消坑にも炭や灰が充満していた。

Ｃ焼土 坑

前章居村Ｂ地区でも記述した如く簡易炭焼遺構と考えられているものである。然しながら極く小型のものはこの限り

ではない。これらの殆んどは緩斜面に営まれることから地面を削って平地を造り出し、又は浅い坑を作り出した遺構で

ある。これらをＳＫの記号で現わし、第７４．７５図及び表２７の一覧表に示したので各々についての記述は省略する。ま

た図版42～４６を参照されたい。

焼土坑の検出位置は調査区域のほぼ全域であり、不確実なもの１基を含めて３９基を確認した。これらの検出位置に

ついては表２７に記したが、第３７．３８図に示したので参照されたい。形態的には平面では円形、楕円形、方形であり、

掘込の形では坑をなすものと前面（谷側）が地表と水平で台地状のものとがある。これらを第７４．７５図に示したが、

スペースの関係上から順不同である。また不確実な２９号土坑を省略した。大きさの上では最小の７０×50cmの５号士坑

などがあり最大では３２号の長径3.36ｍがある。いま５号士坑はさておき４号及び６号土坑などの小規模のものにも炭

の混入を見る。これらの内最も特異なものに２８号、３１号土坑がある。前者は方形で前方部の限界を見ないが、床、壁

面共に被熱度が高く繰返し長期の操業が営まれたことが知られる。一方後者は中心部に深い孔を有し、全体的にも平面

的な底部を持たない。簡易炭窯とは異なる可能性が大きいが、中間に炭の厚い層を残している。また１７号は山頂部の

平坦地に立地し、左右に溝を見るが、畑作に関わる溝によるものである。１０号には深いピットがある。これは次項で

後述するＳＸ３号と呼称したピット群の一個と重複するものであり、ピットが先行する。１５号も後述するＳＧ８号とし

た炭・灰溜り遺構と重複して所在するが、ＳＧ８号に先行するものである。

３２号より２点の土師器が出士した。第７６図、表２９に示したもので、５２は碗で口径14cmの細片であり、５３は髪であ

る。９～１０世紀にかけての所産と考えられるが、焼土坑との関連は不明である。

Ｄその他の土坑（第７７図）

焼土坑と同様のＳＫの記号を用いたが焼士坑以外の土坑で、ＳＫ４０号～42号の３基がある。

ＳＫ４０号士坑は大グリットＰ２３区の７に所在し、山裾の湿地に近く標高は９ｍ程であり、前項記述のＳＣ７号白炭窯

前庭部の下方に位置する。口径1.2ｍ、底径1.4ｍ、最大径1.6ｍ、深さ７０cmでいわゆるフラスコ状の円形土坑である。

この下脹みは特に山側が深く挟られている。内部の覆土が灰混りの土が最下部にあることから白炭窯の採士坑と考えら

れる。

ＳＫ４１号はＰ２３区の６に所在し、前記の４０号土坑とほぼ同様の環境にあり、ＳＣ５．６号白炭窯の下方にある。口

形、底形共に円形であるがその断面は図示した通り複雑である。口径の長径2.18ｍ、短径1.6ｍ、底径1.2ｍ、深さ70ｃｍ

を測る。山側の一部をフラスコ状に快っている。坑内より土器片2点が検出され、その内の１つは縄文土器で縄文前期

の終末期におけるものであり、器面に補修孔を持つ。他の一片は不明である（第78図、図版４６－６参照)。この縄文土

器の出現から前記の４０号と共に縄文時代のフラスコ型貯蔵穴との声が上ったが、内部の覆土が炭混り土、灰混り土が

多く、白炭窯の採士坑と考えたい。

ＳＫ４２号は大グリット○２３区の９で山頂の台地上にあり、標高は16ｍを測る。楕円形で口径の長径1.4ｍ、短径９５

cm、底部の長径95cm、短径50cm、深さ８０cmで側面に段が見られる。目的不明の坑であるが、後述する弥生時代の落し

穴的要素も辞めない。
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表2７

－７８－

焼土坑一覧表

遺構

番
号

検出

位置

計測

c、

長径 短径 深さ

壁・床の焼け状態

壁 c、 床 c、

最大 最ﾉ｣､ 最大 最ﾉＩ、

備 考

１ Ｎ-34‐７ 119 117 1７ 被熱痕なし

２ Ｎ-34‐４ 120 118 1９ ２ 0.5 炭混士

３ Ｎ-33‐９ 8８ 8０ １１ 被熱痕なし

４ Ｎ-32‐１０ 9３ 7２ 2１ 被熱痕なし・上層炭混士
ー

０ Ｎ-32‐１０ 7０ 5０ １２ ２ １

６ ○-31‐１ 8５ 7３ 1３ 炭混土

７ ○-31‐１ 100 8８ 1７ １ 藤混入

８ ○-31-1 127 110 2８ ３ 0.5 炭混土

９ ○-31‐１ 152 １２１ 2５ 0.5 １ 0.5 １

１０ ○-30‐６ 9０ 6３ ５ 被熱痕なし

1１ ○-30‐９ 107 9５ 1８ ２ １

1２ ○-30‐３ 115 105 1５ ２

1３ ○-29-7 150 148 2８ 被熱痕なし

１４ ○-28‐７ 125 8８ 2０ １ 炭混士

1５ Ｎ-27‐５ 160 142 2７ 被熱痕なし

1６ ○-26‐７ 144 114 ９ 炭・焼土ブロック・焼土粒混士

1７ ○-27‐９ 224 190 2３ 被熱痕なし炭混士

1８ ○-27‐５ 148 102 2０ ２ １ 炭混士

1９ ○-27‐１０ 105 103 1２ 炭混士

2０ P-27‐６ 115 1１２ 2１ 炭混士

2１ P-27‐７ 117 8５ 2６ ７ ２ ２ １ 灰・炭混土

2２ P-26‐１ 130 105 1５ ２ １ ２ １ 底部木炭層

2３ P-26‐２ 9８ 8０ 1５ ４ ２ 底部木炭層

2４ Q-25‐６ 128 100 1６ 0.5 0.5 炭混士

2５ ○-25‐４ 156 146 2１ ５ １ ２ １ 底部木炭層

2６ Ｐ-24‐１ 9１ 8６ 2３ ３ 0.5 黒灰混士

2７ Ｐ-23‐１ 230 230 1７ 被熱痕なし・少量の炭混士

2８ Ｐ-22‐８ 230 105 1７ ６ １ １ 0.5 黒灰層厚い

2９ Ｐ-22‐４ 230 1１０ １０ 被熱痕なし

3０ ○-22‐５ 154 147 2５ ２ 黒灰混士

3１ ○-23‐９ 195 155 5６ 被熱痕なし・一部炭層あり

3２ 0-23‐８ 336 160 4７ 被熱痕なし・炭少量･焼土混士

3３ ○-23‐８ 165 116 2１ 0.5 炭・灰混士

3４ 0-22‐８ 8５ 7５ 1３ 上層黒灰･炭混士

3５ ○-22‐８ 150 150 2３ 被熱痕なし・多量の炭混士

3６ ○-2３－２ 117 114 3０ １ 0.5 炭・灰混士

3７ ○-23‐１ 9６ 9６ 1２ ２ １ １ 灰混士

3８ ○-23‐６ 9６ 9２ １４ ５ ２ ２ １ 炭・灰混士

3９ Ｎ-23‐５ 200 190 4４ ３ ２ ４ ２ 多量の炭混土
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第７７図居村Ｄ地区'性格不明の土坑平断面図

Ｅ炭。灰溜り遺構（第７９．８０図、図版４６．４７）

大小の炭や灰の堆積する遺構がある。Ｂ遺跡同様ＳＧの記号をもって１１基を記録した。これらは東向き山腹と山裾

にのみ確認された。比較的小規模のものと大規模のものとに分けられることから、前者を第79図、後者を第80図に示

し、それぞれ縮尺が異なっている。これらの所在地及び計測については表２８で示したので、ここでは省略するが、最

小のもので１号の１．３ｍ程のものから最大は８号の７ｍを測るものまである。この内、図示していない、８号、１０号、１

１号は全く自然の地表面で燃焼させたのに対し、図示したものは地表面をなんらかの形で掘込みを行った上で燃焼作業

を行っている。前者は山林の造林作業による柴や栗の焼却のための燃焼作業が考えられ、後者はその他の目的によるも

のと考えられるが不明である。小規模の１号、６号、７号は焼土坑と同様の簡易木炭焼を目的としたことも考えられ、

斜面に直角に細長い台地を造った５号も大型簡易木炭窯と推定することができる。

３号より第81図に示した土器が出土している。土師器の碗で内面を黒色に処理したものである。いわゆる内黒土器

と称するものである。底径6cmで高台部を有する。張付高台で、回転糸切底を塗土で覆って高台を接着させている。１０

世紀頃の所産と考えておきたい（図版47-4,表29参照)。３号遺構との関連は不明である。

－７９－
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口

傾斜地を見、その中間に広がる１６度勾配の区間に展開し、上下の標高差は19ｍから２７ｍの８ｍに及ぶ。
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Ｆピット群

調査区域内の各地点に無数のピットが検出され、それらは幾つかのブロックに分かれている。これらのピットは柱穴

或いは杭穴と推定されるものであるが、４号ピット群を除いては無秩序のもののみで、その性格が推定できない。従っ

てここではＳＸの記号を付して示した。この内７号までは図示したがその他は第38図を参照されたい。

ＳＸ１号ピット群（第82図、図版47-1）

調査区域の最奥部に当る大グリットN34区を中心に広がるピット群である。その範囲は横幅30ｍ、上下に２３ｍ程に

及び、９０数個のピット群である。北向の山腹で西側に水の湧き出る狭い沢を以って隔たっている。東西に約３０度の急
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第８２図居村Ｄ地区ＳＸｌ号ピット群平面図
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Ｏ
Ｏ

ＳＸ２号ピット群（第83図、図版47-6）

大グリットN32区の５．１０に展開するピット群である。ほぼ北向きの緩斜面の山裾で、沢に向って低い台地状を呈

し、その幅10ｍを測るが、背後のやや急斜面にも広がる。その範囲は横幅18ｍ、上下に１２ｍ程を測り、６０個程のピッ

ト群である。

ＳＸ３号ピット群（第84図、図版47-7）

横長の広範囲に広がるピット群でその中心グリットは031区の１に当る。北北東向き斜面の裾で背後に人工と思わ

れる段差が見られる。ピット群は緩斜面を成す小台地上に横幅25ｍ、奥行７ｍ程の範囲に広がっている。前述の２号ピッ

ト群に並ぶものだが、７ｍ程の空白地帯を見る。いま左右及中央部の３つのグループに分けることもできるが、総数８０

数個のピット群である。

ＳＸ４号ピット群（第85図、図版47-8）

大グリットO28区の５に所在し、ここは山頂の畑地の平坦地の西限部に当る。総数14個のピットで図示した如く８０

cm程の間隔で２列を成す。現代の畑作に関するものと考えられる。

ＳＸ５号ピット群（第86図、図版47--9）

大グリットO26区の９に中心をもつ小規模のピット群である。山頂直下にあり畑作の段切りの中段に当り前後にあっ

たと推定されるピットを失っている。２０余個のピット群で標高21ｍを中心に集中している。後述するＳＸ６号ピット群

と標高差を見るが連結したことも考えられる。
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○

は前章で述べた。７～8ｍ四方の狭い範囲に多数のピットが存在するもので、その性格を知り得ない。

ＳＸ８号ピット群（第３８図参照）

大グリットＰ２６区の７に中

心をもって所在する。西に向っ

て張り出す広い尾根の中間の約

10度の緩斜面で、標高18ｍから

19.5ｍ間の７×10ｍ四方に点在

するピット群である。

ＳＸ９号ビット群(第38図参照）

大グリットP25区の１を中心

に展開するものでその範囲は１５

×9ｍ四方を測り､50数個のピッ

トを数える。北向きの緩斜面の

端部に当り前面は一気に沢へ落

ち込む。この標高は153ｍから

11.8ｍ間であり、小ピットが密

集するｏ

ＳＸ１０号ビット群(第38図参照）

大グリットＯ２３区の１０から

024区の４にかけて位置し、西

から入り込んだ広い沢の頂部に

当る南向きの斜面である。

15×5ｍ程の範囲に１０数個のピ

ットが点在する。

この標高差は11ｍから16ｍ間の

5ｍに至る。
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ＳＸ６号ピット群（第８７図）

北向きの細い沢状の緩斜面に細長く続くピット群で、その範囲は幅５ｍ、長さ４０ｍ程に広がり、大グリットＯ２４区

の１０から026区の４に亘って展開する。約70個程のピットが上中下の３ブロックに分かれる。その標高は上段の１８．

５ｍから17.5ｍ、中段は１５ｍから12.5ｍ、下段は１２ｍから10.8ｍ程を測る。第87図に示した如く、それぞれ上部や西

側或いは東側に地形の段切りが見られることから畑地とされたことが窺われ、地表面がかなりの削平にあったことが分

り、且つ消滅したものも多いと思われる。いま幾つかに連結するものを見るが意味をもたない。

ＳＸ７号ピット群（第88図、図版47-10）

大グリットO23区の１に中心をもって所在するピット群で、北側の山麓の狭い台地上にあり背後は急傾斜の山腹と

なる。北側の一段低い台地は前章で記述した４号廃津場であり、この部分（第88図に示した下段）のピットについて
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第８８図居村Ｄ地区ＳＸ７号ピット群平面図
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Ｇ弥生時代の遺構と遺物

大グリットO27区の３及び９に弥生時代の遺構が検出された。山頂部の平坦地で畑に造成された地点で、表土剥離

後の標高は22.8ｍから２３ｍを測る。２基の浅い土坑が発見され、精査の結果それぞれに接して小範囲の焼土遺構が検出

された。地焼炉と考えられるもので、それぞれが住居杜とも考えられるが、竪穴などの形跡はまったく見られず、畑地

の造成による削平も考えられるが、柱穴と思しきものも２個を見るに止まり、住居杜の可能性は少ない。ここでは土坑

又は焼土遺構として取扱い、土坑にはＳＫＹの記号、焼土にはＳＧＹの記号を付した。これらの配置を第89図に示した。

地焼炉と思われる焼土遺構はそれぞれの土坑の西側１ｍ地点にあり、焼土遺構は互いに16ｍの間隔がある。なお１号土

坑は畑作の溝と推定される溝底に接しており、２号土坑は整地の段切りの低い法面に接している。

、
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第90図居村Ｄ地区弥生時代の土坑（ＳＫＹ）平断面図

､

’‘

／ソ

乏乏Ｉ

ＳＧＹ２

Ｏ

ｏ盤?』
ゾ

027-4027-3

027-9027-8〃

辻’

″

jA，

』

ﾉノSGY1

□SKY１

ー=言=ｃ＝

／

よ

－ヘ

ノ

二＝､

／○
’

ノ

/～＋

－８５一

十甲 １０111 、

第89図居村Ｄ地区弥生時代の遺構全測図
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これらの細部に関しては表29-3に示したので省略する。
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Ｉ、ヒゴイ1,…Ｉ各１点、底部４点、土製品、石製品各１点である。
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56は要で胴部に最大径をもち、肩から胴部にかけて綾杉第92図居村Ｄ地区ＳＫＹ２号土坑出土遺物

縄文が施されている。５８は長胴を有する壷と思われるも

のであるが口縁、底部を失っていて全形を推定しがたい。全面に縄痕を施したものである。底部４点の内60と61は同一

個体と推定される。５６の底部と推定されるものはない。６２は円形の土製品である。約４分の１の破片で不明だが一応

土板とした。厚さ8mm、推定直径5.2cmで両面及び側面にも沈線文が見られる。６３は安山岩の操で縦に半裁されているス

リ石である。長径12cm、短径6cm、厚さ3cmである。なおこれらの遺物の時期は弥生中期後葉と考えられる。

２号土坑出土遺物（第92図、図版48-7～10）

図版４８－７．８に示した２２点のブレークと図示した土器９点の他図版４８－９の内の４点がある。なお操については前

述したが表２９－４に示した。６４は要口縁部、７１，７２は同底部片で無文である。その他は喪類の胴部片であるが、６８の

ハケメ文を除いては総て縄文を施される土器である。時代に関しては１号土坑出土遺物と同様である。
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第91図居村Ｄ地区ＳＫＹ１号士坑出土遺物

にＳＫＹ１号土坑（第90図、図版48-1）

楕円形の坑で、長径95cm、短径70cm、底部は同じく８０

cmと55cmで、深さ15cmである。内部に自然操１個と多数

の土器片が検出された。

ＳＫＹ２号土坑（第90図、図版48-6）

変形の楕円形で長径1.25ｍ、短径90cm、底部は同じく

Ll5mと65cmで、深さ20cm前後である。坑内には自然藤

15個と土器片、石片（ブレーク）多数が検出された。

１号土坑出土遺物（第91図、図版48-2～5）

図示したものがその総てであり、髪形土器、壷形土器
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坪と碗であり、当製鉄関連遺構の一時期に関

わる遺物である。その他の妻、壷類などの土

器片は総て弥生土器で、弥生時代中期後葉か

ら後期のものである。

９１のスクレーパー、９２のブレークもこの

時代の産物である。又土製品のうち８９は三

角錐のもので高杯の皿部と脚部を接続するの

に使用されるコマと推定されるが、その正式

な呼称を知らない。９０は紡錘車と推定される。

共に時代を下げることはできるが、ここでは

弥生時代のものと見ておきたい。
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第９３図居村Ｄ地区焼土遺構

第94図居村Ｄ地区遺構外出土遺物
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焼土遺構（第93図）

２個所に焼土遺構が検出された。地表面が厚さ４～5cmに亘って赤く焼けているもので地焼炉と推定されるものであ

る。すでに前述したことではあるが、それぞれがＳＫＹ１号土坑、ＳＫＹ２号土坑に接していることから土坑と関連し

た炉と考えられる。これらにＳＧＹの記号を付した。

ＳＧＹ１号は長径36cm、短径34cm、表面をやや窪ませており、厚さ５cmの焼を見る。ＳＧＹ２号は長径38cm、短径

30cmで周辺の地山と水平であり、厚さ４cmの焼けを見る。前述した如く土坑との関連は否定できないが、住居地として

の可能性は薄いことで、この土坑の性格も不明であるが、２号土坑の多量の操とブレークの出土などを考え合せて、野

外での何等かの目的で炉をもったと考えておきたい。

Ｈ這構外出土の遺物（第94図、図版49）

調査区の全域から単発的に遺物が検出された。それらの多くは鉄津であることは言うまでもないことだが、図示した

ものなど、須恵器、弥牛十器、石器などで20数点がある。その殆んどを挿図と写真図版で示した。７３，７４は須恵器の

坪と碗であり、当製鉄関連遺構の一時期に関､Ｉ

、
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表2９

8８

表2９

１居村Ｄ地区掲載遺物一覧表

挿図

番号

割付

番号

遺物

番号

出土

遺構

遺物

種別器種

計測 ｍ、

器高 口径 底径
胎 土

焼
成 色 備 考

4５ ９

１０

１１

1２

1３

2309

2310

2311

2312

2313

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

須恵器杯

須恵器

土師器カメ

土師器士製品

石器分銅

徴密

綴密

石英粒多

中

中

灰色

灰色

薄茶色 内面ハケメ

土管力

有孔ﾖ6５ ９

4８ 1６

1７

3303

3304

SＷＨ３

SＷＨ３

土師器カメ

土師器カメ

雲母・長石微粒

長石微粒 不

黄褐色

赤褐色

5１ 3２

3３

3４

3５

4312

4313

4311

4310

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

土師器カメ

土師器カメ

須恵器杯

須恵器坪

(33）

3０ 150 106

石英粒

微砂粒

密

不

中

良

不

黄茶色

灰色

薄茶色

タタキ文
ノ、 ケメ

5３ 4０

4１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

5307

5313

5308

5310

5311

5305

5312

5306

5309

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

須恵器坪

須恵器杯

土師器碗

土師器カメ

土師器碗

土師器カメ

士師器カメ

土師器土製品

土師器土製品

3５

(50）

125

110

9０

210

130

7５

8０

8５

6０

7０

徴密・長石粗粒

#致密

石英粒

細砂粒混

石葵湘粒多

石英粒・徴密

石英・長石粒多

石英朔粒多

良

不

不

良

不

不

良

不

不

灰色

白灰色

黄褐色

薄茶色

黄茶色

黄茶色

黄茶色

白茶色

黄茶色

ヘラオコシ

灯明皿使用力

内面ミガキ

内面ミガキ

細片

ハケメ

タタキ文･青海波

土管力

送風管力

6９ 5０

5１

205

206

SＣ４

SＣ４

磁器小鉢

陶器摺鉢

4３

182

近現代のもの

近現代のもの

7６ 5２

5３

203

202

SＫ３２

SＫ３２

土師器碗

土師器カメ 113

140

112 7０ 石英粒多 不 黄褐色 ヘラケズリ

7８ 5４ 210 SＫ４１ 縄文浅鉢 120 石英・雲母粒 良 茶色 口縁部補修孔

8１ 5５ 201 S Ｇ ３ 土師器台碗 6０ 雲母多量・砂質 良 茶色 内黒

挿図

番号

割付

番号

遺物

番号

出土

遺構

遺物

種別

計測 ｍ、

内径 外径 長さ
胎土 備考

4４ １

２

３

４

５

６

７

８

2301

2302

2303

2304

2305

2306

2307

2308

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

SＷＨ２

羽口

羽口

羽口

羽口

羽口

羽口

羽口

羽□

3０

(32）

(32）

(30）

(52）

(60）

石英粒多

長石・石英粒多

石英粒多

石英粒

石英粗粒

長石・石英粒多

長石・石英粒多

石英粗粒多

被熱弱い

胴部片

内部剥離

胴部細片

5０ 1８

1９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

4301

4307

4302

4303

4304

4306

4308

4305

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

SＷＨ４

羽口

羽口

羽□

羽口

羽口

羽口

羽□

羽口

2７

(32）

4７

(38）

(25）

(32）

(33）

(31）

6３

7２

(70）

(60）

(70）

(60）

(84）

(80）

(92）

(41）

(28）

(52）

石英・長石荒粒多

石英・長石荒粒多

石英・長石荒粒多

長石荒粒少々

石英・長石細粒多

溶着津

未環元

ノロ 付着

溶着津

未環元

一部ガラス質

全面黒色ノ ロ

5２ 3６

3７

3８

3９

5303

5301

5302

5304

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

SＷＨ５

羽口

羽口

羽口

羽口

3０ 6２

6０

6５

(40） 先端部細片

先端部の一部

胴部片

細片



表２９－５遺構出土遺物一覧表

表２９－４ＳＫＹ2号土坑出土篠計測表（単位、）

表２９－３弥生土坑出土遺物一覧表

番号 長径 短径 厚さ 備考 番号 長径 短径 厚さ 備考

１ 115 5０ 5５ 割石 ９ 140 5５ 4５

２ 9０ 6５ 4５ １０ 6０ 5０ 3５

３ 105 5５ 4０ 割石 １１ 8０ 6０ 4０

４ 9０ 4５ 4５ 割石 １２ 6５ 6５ 4５

５ 9５ 5５ 3０ １３ 9０ 6５ 6０

６ １３０ 5５ 2５ 1４ １０５ 7０ 3０

７ 9５ 6５ 5５ 1５ 4０ 2５ 2０

８ 7０ 5０ 5０ 割石

挿図

番号

割付

番号

遺物

番号

出土

遺構

遺物

種別 器種

計 測 ｍ、

吉
向

函
布 口径 底径

胎 土
焼
成 色 備 考

9４ 7３

7４

7５

7６

7７

7８

7９

8０

8１

8２

8３

8４

8５

8６

8７

8８

8９

9０

9１

9２

9３

207

208

213

216

109

222

113

1１０

108

214

215

107

211

１１２

111

212

209

217

220

219

218

○27-10

○27‐３

○28‐１

○29‐６

○23‐１

○22‐６

○22‐６

○22‐６

○27‐３

○28‐１

○28‐１

○27‐３

Ｎ27‐５

○27‐９

○27‐９

○28‐１

○26‐６

○23‐１

○2４－９

Ｍ24‐９

○29‐８

須恵器

須恵器

弥生土器

弥生十器

弥生土器

弥生土器

弥牛十器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生十器

弥生十器

弥生十器

弥生土器

弥生十器

弥生十器

土製品

土製品

石器

石器

石器

坪

碗

壷

婆

壷

壷 (245）

壷

婆

婆

要

婆

髪

壷

蚕

壷

壷

コマ 1５

紡錘車

不定形スクレーパー
－

ノ<定形スクレーパー

ブレーク

130

(140）

4０

7０

6５

8０

5８

１９

砂

石英・黒雲母

石英粒多

雲母多

石英・微砂粒
雲母･石英･長石粒

徴密

石英・粗砂粒

石英粗粒多

徴密

粗砂粒

石英･雲母粒多

粗砂粒

撒密

石英･雲母微粒

徹密

石英粒

不

良

不

中

良

不

不

不

不

不

中

不

不

不

良

良

良

暗灰色

白灰色

茶色

茶色

薄茶色

赤茶色

赤茶色

茶色

薄茶色

薄茶色

薄茶色

茶色

赤茶色

茶色

茶色

薄茶色

赤茶色

薄茶色

溶解ぎみ

細片

外面炭化物

縄痕

沈線・縄痕

最大径220mｍ

最大径122ｍ

ハケメ

縄痕

縄痕

肉薄

縄痕

縄痕

縄痕

縄痕

ハ ケ メ カ

円錘型

グリーンタフ

グリーンタフ

硬質頁岩

挿図

番号

割付

番号

遺物

番号

出土

遺構

遺物

種 別 器 種

計 測 ｍ、

口径 底径
胎 土

焼
成 色 備 考

8２ 5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

２

５

３

４

６

７

１

８

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

ＳＫＹ１

土器

土 器

土器

土器

土 器

土器

土製品

石器

要

髪

髪

壷

髪

髪

土 板

スリ石

165

8６

8０

9４

雲母粒

雲母粒

雲母・石英・長石粒

雲母・石英粒多

徴密

徴密

良

良

不

中

良

良

茶色

暗茶色

赤茶色

赤茶色

茶色

茶色

綾杉縄痕

底部残片・縄痕

最大径190mｍ

底部残片・縄痕

底部残片･縄痕･内面黒色

NoL60と同一個体力

両面・側面に沈線文

安山岩

8３ 6４

6５

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7２

1８

1６

1３

1４

1２

1５

1１

1０

９

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

ＳＫＹ２

土 器
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Ⅳまとめ

ｌ製鉄関連遺構について

Ａ製錬・精錬とその時代

越後における鉄器の使用がいつごろからかは不明であるが、少なくとも当遺跡に接する八幡山高地性集落の弥生時代

の遺跡から鉄剣の出土を見たのはつい一昨年のことである。この鉄剣の原鉄が国内で生産されたかいなかはさておき越

後における鉄の生産は８～9世紀頃と言われている。古代・中世に於る鉄製産が中国地方では、律令制下における調庸

としてのもの、荘園制下に於ける年貢としてのものの事例が上げられているが（福田・1991)、越後に於てはどのよう

なものであったのであろうか。このころ越後平野は爆発的な勢いで開発される時期に当る。ここには当然のことながら

鋤鍬の地鉄が必要となった。そして次の時代、即ち古代末期から中世には遺跡から土塙が姿を消した。このことは土渦

から鉄鍋へと変った時期と考えられている。農工具に匹敵する地鉄量と推定されるものである。

古来の鉄の生産は自然界にある砂鉄や鉄鉱石などの岩鉄を溶解して還元することであり、その媒介エネルギーは木炭

である。東北、北陸地方に於ける鉄の原料には主に砂鉄を中心として来たと言われている。この砂鉄製錬にはチタンを

多く含まれることで、製錬の方法によっては脱炭の工程も必要となる。即ち直接鋼を作る直接法と、脱炭、精錬によっ

て鋼を得る間接法とである（長谷川・1986)。この間接法では第１段階として砂鉄を溶解することによって銑鉄や鍋が

できる。次にこの銑鉄を脱炭し、又は鋼の鋼と津とを分離させる工程である。今この第１段階が第１次製鉄であり「製

鉄」又は「製錬」と呼び、第２段階の工程が第２次製鉄であり「大鍛冶」「精錬」と呼んだ。ついでながらこの大鍛冶

に対し、鋼を原料として鉄製品に加工する工程を小鍛冶と呼んでいる。この第１次工程と第２次工程とで出る鉄津（ス

ラグ）にもおのずと異なりが生ずる。第１次製鉄における鉄津を製錬津と呼び、第２次製鉄に廃出する鉄津を精錬津又

は鍛冶津と呼び分けている。これらに関して前章本文ではしばしば鍛冶津と称して記述したものがある。本来なら化学

的分析に基づいて区分されるものだが、ここでは外見に依って分類したものであることを断っておく。また第１次製鉄、

第２次製鉄に前述した様に様々な呼び名が見られ混合しやすい。ここでは最も使いなれた言葉として「製鉄」（第１次

製鉄）と「精錬」（第２次製鉄）として記したい。さらに一般に言われる「製鉄遺跡」の内には、この製鉄と精錬があ

り、あるいはこれを区分しなければならないことから本文では「製鉄関連遺構」として述べて来たところである。

居村遺跡Ｂ地区（IB)、Ｄ地区（ID）では小型竪形炉、廃津場、木炭窯、土坑が検出された。一方詳細については不

明だが、同遺跡Ａ・Ｃ。Ｅ地区及び隣接する大入製鉄遺跡に於ても箱型炉、小型竪形炉、木炭窯等が多く検出されてお

り、ある時期、この一帯に大規模な鉄生産が行われていた。一般には古代の製鉄には強力なフイゴの発達に伴ない、多

数の羽口（送風管の先端部）を持つ大型の箱形炉が多く見られる。この箱形炉は、羽口１個が小型竪形炉１基分に相当

すると見られるものである。

ところで製鉄関連遺構では一般的に土器などの遺物を伴なうことが少なく、さらに炉においてはなおさらのことであ

る。またこれらの炉吐は１回の操業ごとに炉を破壊することから形式的変化を知ることが困難である。この様なことか

ら考古学的な編年が難かしい。そんななかで、木炭窯は比較的保存度が良くまた土器を伴なう居小屋などの存在も見ら

れ、大まかな前後関係を把握することができる。また近似する富山県では県内遺跡の古代木炭窯の編年試案が成されて

いる（関Ｋ・1985)。

居村製鉄遺跡群のうちＥ地区には箱形炉と長大な木炭窯がセットとして検出され、Ｃ地区では小型竪形炉と地下式木

炭窯がセットとして検出された。Ｃ地区の小型竪形炉も背後にフイゴ座が伴うものである。「居村Ｅ遺跡の全長12ｍ、

幅１ｍ前後の長大な木炭窯３基は箱形炉と、居村Ｃ遺跡の全長６ｍ、幅1.5ｍ前後の木炭窯は竪形炉とセットをなす．．…･」

と報告されている（渡辺・1989)。また大入製鉄遺跡でもフイゴ座をもつ小型竪形炉が、全長６ｍ前後の地下式木炭窯

を伴って検出されている。

Ｂ・Ｄ地区における木炭窯も１１ｍ前後の長大なものと、５～6ｍ程のものとに分けられ、前者は幅１～1.3ｍと細身で

半地下式の登窯形態であり、後者は幅1.4ｍを最大とする地下式のものである。ここでは便宜上前者をａ類、後者をｂ
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類と呼称する。これらの木炭窯を北陸地方における形態分類に比較すると、ａ類はⅣ類に比定され、ｂ類はＶ類に属す

る。関清氏によるこの編年試案に基けば、ａ類は９．１０世紀、ｂ類は１１世紀末頃に相当することになる。一方ｂ類に

類似する木炭窯を多数検出している東北地域での遺跡の多くでは伴出遺物より７世紀後半より９世紀前半に編年されて

おり（安田・他。1991)、この時期当地域に於てはａ類の長大形の窯態を見ない。新潟県内での木炭窯を伴なった製鉄

関連遺跡の調査は知見する限りでは少なく、安養寺穴釜遺跡（佐渡郡金井町)、真木山Ｃ遺跡（北蒲原郡豊浦町)、谷地

製鉄跡（三島郡出雲崎町)、北沢遺跡（北蒲原郡豊浦町)、藤橋東遺跡（柏崎市）などがある。この内佐渡安養寺穴釜遺

跡のいわゆる「穴釜」は木炭窯の可能性を帯びるものだが、それはさておき、それぞれの木炭窯についての詳細は不明

であるが少なくとも藤橋東遺跡からはａ類の検出があったと推定されるが、この藤橋東遺跡を始め、真木山Ｃ遺跡、谷

地製鉄跡、北沢遺跡共にｂ類の報告がある。北沢遺跡のｂ類に属する木炭窯は中世陶器を伴なうもので１３世紀初頭に

おけるものであり（川上・1992)、この他真木山Ｃ遺跡のそれは８世紀末から９世紀前半と倣されている（関Ｍ・1981)。

この他谷地製鉄跡、藤橋東遺跡についてはその時期を特定できない。

Ｂ半地下式木炭窯に伴なう遺構

ＩＢ・ＩＤ地区のａ類に関連すると思われる炉形を検出していないがそれらに伴なうと推定される廃津場を求めるこ

とができる。ＩＢ２号廃津場とＳＷＫ１号土坑がそれと考えられ、ＩＢ２号木炭窯がこれに関わるものであろう。２号

廃津場に近接する１号土坑より出土した多量の羽口と２号廃津場に堆積する鉄津の大方が流出津であることから、ここ

には製錬炉が稼働したことが知られる。そしてこの炉は箱形炉であったことが推定される。この推定箱形炉がある程度

の規模であるならば当然のことながら２号木炭窯１基でのエネルギーの供給は不可能である。やや距離を見る１号木炭

窯も同一の山腹に位置し、これに伴なう遺構がないことから、２号廃津場に伴なう煙滅した未確認炉に関わる木炭窯と

考えられる。そしてこの操業時期は１号土坑出土の土器をもって９世紀末乃至'０世紀にかけてと考えられる。

ＩＤ１号木炭窯も同様に関連炉を見ないが２号～５号とした廃津場などに関わるものであろう。前章で記述した如く、

２号廃津場はともかく３号～５号は鉄津の散乱するもので、鉄津の合計が２号の232kg、３号の１７kg、４号７９kg、５

号の111kgと少量である。この内５号は撹乱層のため不明な点が多いが、３号が２号に先行し、４号と３号が標高を異

にするが同時期のものだが、出土状況の異なりが見られる。そして３～５号における鉄津は素人目に見る鍛冶津であり、

ここで精錬が行われた可能性があり、或は直接製鋼法による製鉄が行われたものかも知れないが、化学的調査に委ねた

い。２号廃津場の鉄津は流出倖が主で、間接法による製鉄が考えられるが、鉄津に混って1.8kgの砂鉄が採集された。

この砂鉄の検出から或は直接製鋼法の製鉄も考えられる。

ＩＤ２号木炭窯はやや離れた地点に位置する。1号窯を補佐したものなのか或はこの近くに煙滅した遺構が存在し

ていたものか、さらには対岸のＣ地区に関わるものなのかは知り得ない。然しながら、１号窯、２号窯とは形態的に類

似しており同一時期での操業は誤りない。そしてこれらの稼働時期は２号～５号廃津場出土の土器類から見て９世紀前

葉から後半と考えられる。さらにＩＢ地区の２基の木炭窯と比較して見ると、明らかな異なりを知ることができる。そ

れは奥煙道の吸込口の位置と床面の傾斜度にある。ＩＤの２基は奥煙道を天井部に有した可能性があることと、床の傾

斜が大きいことからＩＢに先行することが考えられる。

Ｃ精錬炉と地下式木炭窯

Ｂ・Ｄ地区で共に１基づつの小型炉を検出した。この２基はその立地、規模、構造に至るまで類似点が多い。その立

地は背後に急斜面をもつ山裾に位置し、熱効果を求めるための地下施設は共に栗材を敷き込んでいる。相違面はＩＢ１

号炉が炉壁の構築に「コンニャク」を用いるのに対し、ＩＤ１号炉にはそれが見られない点である。また残存状況につ

いても、ＩＤ１号炉は炉床の前方一部分が欠失しているが共に炉床が奇麗に残存し、スラグ等の付着物を見ない。また

これらに関わる羽口を１点も検出することができなかった。

ＩＤ１号の炉床を覆った灰に混って鉄塊系遺物30点6349と砂鉄20459が採集された。同じくＩＢ１号の炉床から

鉄塊系遺物57点、８８７９（表１中で、Ｄ下層、Ｃ壁としたものを除いた数値)、砂鉄１３９を採集した。また双方に関わ

る鉄倖の殆んどが、肉眼による分類では鍛冶津である。かつて古代製鉄に於いて自然通風論が躯われた時期があった。

これは遺構から羽□や送風装置などが検出されないことから言われたことは当然である。前述した真木山Ｃ遺跡のみで

なく、２基の炉を検出した同Ｂ遺跡でも羽口の報告はない。同じく福島県原町火力発電所関連遺跡にしても自然通風と
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表３０木炭窯一覧表

－９２－

２白炭窯と焼土坑

木炭にはその製造法によって幾種類かに分けられる。また原材料によっても名称が異なるが、代表するものに黒炭と

白炭がある。古代●中世に於ける製鉄関連木炭窯のａ類及びｂ類は共に黒炭を生産する窯である。因みに黒炭の製造法

は大型の窯を築き原木を縦位に詰込み、上部の空間には細材を奥向きに横積し、窯口の上段半分を塞口し下段の開放部

分を焚口とする。原料に着火した時点で下部に小さな送風口を残してま口する。燃焼終了寸前に送風口及び煙道上部を

密封して消し、温度が下るのを待って窯出しする○白炭窯は人が窯内に入ることは出来ない事から小型窯となる。燃焼、

塞口工程は黒炭と同様である。燃焼終了と同時に窯口を破り、黄金色の炭を掻出し少量づつ「シバイ」（僅かに湿らせ

考えられる製鉄炉の報告がある。1974年、1975年に新潟県内にて行われた自然通風による製錬実験の結果否定されて

いる。強力な送風を必要としない炉を考える時、間接製鋼法による精錬炉が考えられる。極く小規模の精錬には必ずし

も炉を必要とせず、火床上に銑鉄をアーチ状に組んで脱炭する（註１）。小型炉を用いた場合、自然通風で銑鉄自体が

高温を発して沸騰する。この工程では溶解した銑鉄に酸化鉄である鉄鉱石や砂鉄を混入して脱炭すると言われる。この

触媒とする砂鉄がどの様な使われ方をするかは不明であるが、ＩＤ１号炉の炉床に見られた２k9余の砂鉄は、この炉が

精錬炉であることを伺わせてくれる。

筆者等は1992年北沢遺跡群に於ける３基の炉について精錬炉として報告した。その後の化学的解析の結果、製鉄炉

であると言う分析結果と（穴沢・他。1992)、精錬炉であると言する相反する結果（赤沼・1992）が成されたが、筆者

は考古学的見地より、現在でも精錬炉と考えておる。この炉に多くの共通点が認められることなどを加えて、ＩＢ１号

炉、ＩＤ１号炉の２基の小型竪形炉を精錬炉と考えるものである。この２基に関わる遺物から時期を推定することがで

きる遺物などは皆無である。ＩＢ１号炉における炉壁に近世鋳物師が使用したと言う「コンニャク」が使用されている

ことなど、北沢遺跡に類似することから、これらを中世に近いものと考えられた。従ってこれに関わる木炭窯は共に距

離を置かずに見られるＩＢ１号、ＩＤ２号等のａ類とは考えられず、ｂ類に絞られるものと考えられる。

それぞれの精錬炉に関わる木炭窯は地下式木炭窯であるｂ類である。前後するが、ＩＤ１号炉に関わる木炭窯は言う

までもなくＳＣ３号木炭窯である。対岸の居村Ｃ遺跡には同様の木炭窯が見られるが、おそらく１基で賄ったものと推

定される。ＩＢ１号炉では１基に対して前面の対岸に３号～７号の５基を見ることになるが、おそらくＳＣ５号がこれ

に関わるものと考えている。それは５号窯にのみ右横煙道があり、且つ床勾配が強いが、その他の４基は横煙道を持た

ず、床面が水平に近い。従ってより時期の下った木炭窯と推定されるからである。前章ではこれらの４基も製鉄関連木

炭窯として報告したが、或は抹消訂正しなければならないかも知れない。

いま地区を異にする２基の精錬炉の操業時期はこれに伴った木炭窯の形態編年に依らざるを得ないが、関清氏編年の

Ｖ類とさらに北沢遺跡に於る遺物編年の１２世紀末乃至13世紀初頭（同Ｃ-14年代測定では１２世紀後半から１５世紀中

頃)、などから１２世紀の年代が求められ、それもより後半に位置付くものと考えておきたい。なおＩＢ１号炉はＩＤ１

号炉に僅かに後続するものと考えておきたい。

分
類 遺構番号

奥煙道

位置

横煙道有無

左 右

計測（c､）

窯長 窯幅

傾斜度

前 後

奥壁

形 態
ａ ＩＢｌ号

2号

ＩＤ１号

2号

床より

床より

天より

天より

○

○

○

○

ワ
●

○

○

1200

(1100）

1050

１００

１１０

130

130

1５

ワ
●

2０

2０

１５

０

１７

７

方

方

方

方

ｂ ＩＢ３号

4号

5号

6号

7号

ＩＤ３号

4号

床より

床より

床より

床より

天より

床より

天より

○

○

○

620

460

480

７
●

ワ
●

480

545

130

130

140

8０

8０

160

160

２

３

９

０

１

1０

１１

２

３

９

０

６

１０

１１

方

円

方

円

円

方

方



表３１白炭窯一覧表
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３ お わ りに

居村遺跡が鉄生産に関する遺跡であることから、鉄と燃料について考えてきたが、弥生時代の遺構と縄文土器の１点

を見た。縄文土器はかつてこの周辺が柿団地として開発される以前にあって、現在は煙滅したと思われる神田遺跡、或

は烏撃場遺跡などから、何等かの形で流入したものと考えるものである。弥生の土坑と地焼炉に関しては、この大入沢

を挟んだ北側の陵線上に八幡山高地性集落遺跡が数百ｍの範囲に展開している（川上・1994)。この高地性集落に関す

る何等かの遺構と考えられ、その出先機関、或は集合以前の小集落に関わる遺構と考えておきたい。

製鉄関連ではＡ・Ｃ。Ｅ地区における詳細は不明だが、渡辺朋和氏によって報告されている如く（渡辺・１９８９．１９９０

た灰）を被せて急速に火を消して出来上る。又炭出しを終えた高温の窯内へ次の原木を長いサスマタを使って詰込み一

気に着火させる。急速に燃焼させ、急激に消火させることによって硬質の木炭ができる。従って窯を冷すことはできず

連続操業を常とし、初回の製品は不良品となる。黒炭、白炭にはこの様な製法の相違を見るが、燃焼では双方共還元焔

燃焼とし酸素の供給を極度に抑えて行うことである。

白炭の技術が何時頃から始まったものなのかは不明であるが、少なくとも古代・中世に於ける鉄生産に用いられたと

は考えられない。Ｂ・Ｄ地区に都合24基の白炭窯が検出され、これらを表３１に示したが、特に窯床の傾斜度に注目し

たい。黒炭、白炭共に還元焔燃焼をさせるには水平の床が好ましいことになる。ＩＢ２３号窯は水平の床を有し乾電池

の炭素棒と思われる遺物が検出され、レンガ、土管を用いた現代の窯である。これらの窯の前後関係は勾配の強いもの

が古く、前後の勾配が異なるものがより新しく、より勾配の緩いものが新しいものと考えたい。山の面積に対し窯数が

多いと直感される。原木の成長は30年と見られることから、これらの窯祉はかなりの年代差を見るものと考えられる

が、いずれにせよ近世以降の一般燃料としての木炭産業としての窯祉と思われる。

焼土坑はその殆んどが製炭土止である。簡易炭焼の一種であり、特に柴や柴などの細い素材が原料となる。一般には木

炭材の架や木材の架などが原料とする。この焼法は火を焚着けた上で、原料の太いものから適当な長さに切りながら上

へ上へと横重ねして燃して行き、下部に溜った襖の上で次第に細かい原料を燃して行くことによって上部に灰が被る様

にして、下の襖を保存して行く。最後に回りの灰や上部の灰に少量の水を振掛けて湿らせ、そこで発生する蒸気で襖を

消して炭にする。筋に通して出来上りである。この作業は平坦面でも可能であり、坑は襖の保存度を増すためである。

製炭法に於ける最も初期的手段と考えられ古代・中世には行われ、電気コタツと石油ストーブが普及する近年まで盛

んに生産されていた。筆者等はこの焼土坑の最古の所見として’3世紀初頭の陶窯祉灰原の中間層内でこの焼土坑を確

認している（川上・’992)。なお土坑内に小ピットを有するものが見られるが、これは積重ねる原木が崩れるのを防ぐ

ためのものである。またこの製法で生産された木炭は家庭用の暖房用が主であったが、小鍛冶のエネルギーとして充分

に用を成すものでもあった。地方によって呼び名が異なる様であるが、北越後ではこの木炭を「千本炭」と呼び、この

作業を「千本焼」と呼び炭焼とは言わない。

遺構番号
計測（c､）

窯長 窯幅

傾斜度

前 後

奥壁

形態
遺構番号

計測（c､）

窯長 窯幅

傾斜度

前 後

壁
態

奥
形

ＩＢ９号 180 115 1２ 1２ 円 ＩＢ２１号 ７ ７ 円

１０号 220 115 1４ 1４ 方 22号 8５ ９ ９ 円

１１号 170 140 1８ 1８ 方 23号 220 0 ０ 円

１２号 130 115 1５ 1５ 円 ＩＤ５号 150 130 ９ ９ 円

１３号 １７０ 9０ 2０ 2０ 円 6号 ７ ７ 円

１４号 円 7号 195 205 ４ ４ 円

１５号 200 １７０ ４ ４ 円 8号 170 160 ６ ６ 方

１６号 200 150 1３ 1３ 方 9号 165 120 2０ ５ 方

１７号 140 100 １２ １２ 円 １０号 １８０ 125 1２ ７ 方

１８号 165 100 1６ 1６ 方 １１号 175 135 2２ 1４ 円

１９号 (150） 100 １４ １４ 円 １２号 180 110 ６ ６ 方

２０号 180 140 1５ ９ 円 １３号 150 120 1９ ３ 方



ａ)、箱形製鉄炉などの８世紀頃からの操業に始まり、竪形製鉄炉へと推移した時期へと続き、ここで報告した精錬炉

の稼働した１２世紀～１３世紀初頭に至るまでのものである。然しながら隣接する大入遺跡や初越遺跡などの広範囲に亘

る山林を以っても長期に継続して操業する程の木炭原木を賄い切れないと考えられ、従ってより広い地域を回遊したも

のと思われる。一説には製鉄操業も農民による季節的操業と倣されている。各地に点在する製鉄関連遺跡にはそれも肯

定出来得る。マタギが製鉄技術とその用具を携帯したと言う説も聞く◎山の民が専業集団としての製鉄集団となり、居

村遺跡での鉄生産も専業集団によるものと考えている。筆者等は北沢遺跡に於ける柚工、精錬、作陶を同一集団と考え

て来た経緯もある。Ｂ地区に於る炉の構築に用いられた「コンニャク」の技法は中国地方の鋳物師に見るものだと言う。

北沢遺跡の精錬炉も同様であり、鋳物集団は言うまでもなく鍛冶集団などとの深い関連が見られることになろう。古代・

中世の製鉄が「調庸鉄の生産・交易用の鉄生産・国司による製鉄」の３形態から「荘園公領制的鉄生産」が指摘され

(福田・1991)、一方山岳信仰と「山の民」との結びつきも見逃すことができない。社寺、僧侶、修験者による技術伝播

と鉱区の所有なども考えられている（中野・1978)。

中野登任氏による北越五頭山麓に於ける製鉄では、その原料としての砂鉄を真砂子とし、砂子、砂郷の地名を製鉄一

修験一信仰に結びつけた。真木山遺跡に於てもその原料の砂鉄を花闇岩を母体とする五頭山系に求めている。北沢遺跡

調査に於ける筆者等は、その原料を日本海に求める結果を報告した。居村遺跡に於る鉄原料としての砂鉄、或は精錬に

於ける触媒としての砂鉄を何処から採集したものであろうか。多量採集可能地として信濃川と阿賀野川が考えられる。

距離的に見て大差はない。またやや量的に劣るが能代川も可能である。小河川の金津川そのものでは僅んど砂鉄の採集

ができないが、支流である朝日川ではかなりの量の採集が可能である。またＢ地区で採集された山砂鉄は、隣町小須戸

山に多く採集されると聞く。今、これらを特定するには、時間的・予算的猶予を欠いた。Ａ・Ｃ。Ｅ地区に於ける市教

委直轄の報告に委ねたい。

居村遺跡を始め隣接する大入、初越遺跡などは、ここに集合する一大製鉄遺跡として展開するものであり、その地名

が示す所の正に「金津製鉄遺跡」である。言うまでもなく金津は鉄を発送した津である。津は港であり金津、そして古

津、新津の地名がある。古津、新津共に金津を引続いたものと考えるのはあまりにも飛躍すぎようか。金津の文献上の

初見は建武三年（1336）の「羽黒義成軍忠状写」であるが、それより以前に新津・金津姓の人物が『吾妻鏡』にみえる。

｢正治三年（1201）城長茂が京都において鎌倉幕府に対して反乱を企てるが……、首謀者長茂やその伴類・新津四郎等

が吉野の奥で……殺されている｣、「承久三年（1221)、承久の乱に際し、鎌倉方の北陸道大将軍北条朝時に従軍して上

洛した越後国の武士たちのなかに金津蔵人資義がいた」（田村・1993)。さらに田村裕氏はこの地の鉄生産は「郡簡の経

営に関わるもの」と推定している。また城氏の勢力が金津保にまで及んでいたことはこの地の鉄生産に無関係とは言い

切れない。

金津地域における製鉄について藤田治雄氏は新津の聖徳太子伝説として「この地域には弥彦山塊地域と同じく金津に

弥三郎婆の出生地である……金津より２km以内のところに朝日の普談寺がある。この朝日と言う地名は全国的に数多く

ある朝日長者伝説の朝日であろう。『鉄山秘書』の炭と粉鉄を吹く鍛冶の朝日長者であり、また、三島郡来迎寺村朝日

の炭焼長者伝説には弥三郎婆が登場するなど鉄・鍛冶と関係のある興味深い地名である」と記している（藤田・1980)。

発掘調査から当報告まで長期の空白時間を経た。その間に筆者等は前述した北沢遺跡における柚・精錬・作陶と一連

の関連遺跡を調査し報告した。その調査研究の中で当遺跡における精錬炉の調査経験は大きな糧であったし、また当報

告も北沢遺跡の調査過程を踏えるところから始まった。然しながら数年に及ぶ時間を径たと言えども、筆者等にとって

は相も変わらぬ限られた時間の中でのことであり、整理作業も論考もままならぬ内に期限を迎える結果となった。'憶測

の先へ一歩も進まない報告書であるが、追いかけて発刊されるであろう新津市教育委員会直轄調査のＡ・Ｃ。Ｅ地区の

報告が当報告の穴を埋めてくれるものと望むものである。また長期に亘った新津市金津丘陵埋蔵文化財発掘調査事業の

大責を終了することができた。長年に亘ってお世話を戴いた地元の多くの方々を初め、事務局の方々、また調査研究に

御指導・御教示下された多くの先生方へお礼申し上げる次第である。１９９６．２．２２

－９４－



註

註-1991年、北沢遺跡に関する整理研究作業時点で、刀匠天田昭次氏の工房にて具体的な御指導を受けたものである。
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